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性格自己診断検査の作製

報告者 矢 田 部 達 郎

心理学の目的が人間の行動を予言する ζ とにあるとするならば、性格診断というととはその最も重

要な課題であるO 不幸にして現在にゐいてはとの重要な課題は充分に解決されていない。我々は凡ゆ

る努力を傾けてこの目的に近づかなければならない。本研究は文部省科学研究費の補助を受け、報告

者及び園原太郎教授が代表者として施行しつつある「人格診断法の綜合的研究J (研究番号、二十六

年度1091、二十七年度1003、二十八年度1037)に対する予備的研究の一部をなすものであるO 人格研究

の領域は広い。そして極めて困難である。しかし、たとえ最初は甚だ幼稚に思えるようえに成果しか獲

得できないとしても、常に断えざる研究的努力が行われて、その捨石の上に将来の花々しい業稜が築

かれることを思えば、 ζの報告の意義も決して軽いものとは考えられないのである。

本研究は京都大学文学部心理学教室関係者の全体的協力の下に運営された。特に第二部の研究は分

校の佐藤幸治教授が Gu日ford-Martinの Inventoryの Manualを c.H. Ruedisili教捜を通して

わざわざ米国から取寄せられた乙とを切づかけとして着手されたものであるO 教室関係者以外にも好

意ある協力を与えられた人々は少くない。ここに感謝の意を表明してゐきたいと思う O

第 一部 綜括的自己診断検査の作製

研究担当者 矢田部良子

I 出 発点

性格検査は種々の方法によって行われるO 例えば、具体的な状況にゐける個人の行動を観察すると

と、特定のテスト状況にゐける個人の行動を評定するとと、知人の評価を番考とすること、自己診断

に訴える ζ と、いわゆる投影テク品ツクを用いること、その他色々の仕方が考えられるO そしてそれ

が有効であるためにはできるだけ色々な方向から資料を集めて綜合的な評価をすることが望ましい。

しかしその前に各種の研究法それ自身が充分に信頼できるものでたければならぬζ とは論をまたない

であろう O そζで本稿にゐいてはそのうち特に自己診断法についてその改良が企図されるO

性格検査は比較的一般的た性格特性を綜括的に診断するものと、比較的特殊的な性格特性を個別的

に診断するものとに区別するととができる。本論文の第一部はそのうち綜括的診断法を取扱う O 綜括

的性格診断法として我国で広〈行われているのは淡路式向性検査であるが、 ζれは後でも述べるよう

に改良すべき欠点がたいわけではたい。しかし現存するものとしては最も信頼すべきものであれ叉

我々が本章に恥いて取扱う問題と最も密接な関係にあるものであるから、以下それが成立した事情に

・ついて少しく考察するととにしたいと思う。淡路氏は1932年岡部氏と共に「向性検査と向性指数」た
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る論文(1)を心理学研究諸に掲げ、氏の向性検査の成立ちを次のように述べられた。

余等はさきに共同して「人格観察法」なるものを制定し、先ず人格的特徴をさ障の範障に分%、夫々の範時毎

に坐標を定めとの三坐摂に帰及して人格を入標式に分ち、これら全部の標式を尺度として、各自の人格を観察若

くは反省する評定訟を立案し、これによって幾多の日本人の人格診断を試みたが、研究の結果、それらの主坐標

は相互に可ux.り密接なる関係を有し、目的によってはーの元坐標に還元して単純化することができ、人格をー延

長的に比較考察すろことが、経験上、必干しも不当に非ぎること全奇見した。

しかも余等の見るところを以てすれば、とのー坐標はかの C.G. Jung の外向性・内向性気質説、若くは

E. Kretschmer のJ1E離性・回帰性性格説の概念と一服相通ずるものがあるよちに思われる、 DOち「人格観察

法」の三範時七十五観点の全古')~通じて、各人は宍々一定の偏イ奇傾向を示し、ある人格的特徴において一定の評

定を受けたるものは、他の持徴においても亦特定の評定を下される場合が多く、従って一方より他を期待するこ

とができ、よそれら4布致の相関的研究に基いて、大体各人の偏{奇傾向を二大別し、これをー延長上に蹄及して考察

することが決して不都合で‘ないことが明らかとなった。

尤も人格を相対立する二標式に分ち、 Jung若くは Kretschmerに類する学説を唱えた学者は、必ずしもそ

の例に乏しくはないo F. Nietzsche のアポロシ型とデイオニサス型、 Romain Rolandのハムレツト型とド

ンキホ{テ型、 W. Jamesの柔心型と剛心型、 O.Weininger の女性型と男性型、 W.Ostwald の古典型と

浪畏型、 J.M. Baldwinの感覚型と運動型、 G.B. Watsonの思慮型と衝動型等の諸標式説の如きは、何れも

これに近きものであって、共に二標式説の必要にして可能なることを陪示していると O

そとで氏等は c.G. Jung， E. Kretschmer， M. Freyd， W. M. Marston， D.A. Laird等を参照

して224項目の性格特徴を選び、さらにそのうちから回答が「はいJ若〈は「い LえJに偏ちない外

向項目及び内向項目各25題を選出した。とれが氏等の有名た向性検査であって、その採点は外向項目

肯定数プラス無応答数の二分のーを 25で害IJって 100をかけたい恥ゆる向性指数(VQ)で夫わされるO

向性指数は氏等によれば大体知能指数と同様に位格 (f)一般的傾向を表現するものと考えられたのであ

るO しかしょしそとに一般肉子が存在するとしても、かかる肉子を測定するためには検査各問題に対

する回答傾向が、検益の綜合得点と可成りの程度にゐいて整合的でたければなるまい。しかるにこの

点にまよいて淡時式向性検/夜はノ伝だ五分なる検討を経ていないうらみがあるo .段々は新検斉の構成に当

り、特lそことの点に留意することにした。

新検主主構成の出発点としてはお諭淡路式検五を選ぶこともできるO しかし我々は独自の立場からむ

しろさらに遡って MaxKibler (11)の仕事に訴えることにした。 Kiblerの仕事は心理学者の手に

入りに〈いかち、以下それについても簡単に紹介してゐくことにしよう O

Tubingen の M'1X Kibler は Otto Kroh の指培のードに Vander Horst (16) の研究の追試を行い、

Kretschmer の体型と府;trl機能との古係を明らかにしようとした。実験は七種類からなり精神病者及び健康者

の肥満型 (Pykniker)!えてf~:ITI長型 (Leptosom) を被験者として出極の精神的行動を測定したのである O

第一実験では赤(1個)t;:(11悶)結(21間)白(2佃〉の電球ιω成して、若し赤がつけば反応するよろに

要求し、このiDUを通例の反応[昨flllと比較した。他の電球が注意を悲制すると考えて、これを皇室制実験といち D こ

の実験では健頂者のVJ.ぷ時fl!iは大差ないが、循環気賞者・は分裂気質者に比してより大きく率制きれ不ことが明ら

b寸こさ才LtこO
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第二実験では抽象能力が検査されたが、これは 4{国の無意味音節 (4宇又は 5竿のもの)を黒、背、赤、緑で

描いずこカ{ド 5枚を2回宛各0.5秒、露出し l回目は色のあった位置をいわせ、 2回目は文字を報告させたもので

ある O 肥満型は細長型に比して幾分多くの長言語合把揮し、特に求められない頭棄をも報告することがわい唱った。

求められない要素を全く報告しない粧験者は細長型33名(内病者~10名〉の中 6 名もあるのに、肥満:型24名(内病

者 6名)の中には 1名しかなかった。

第三実験では;註，ifKの範囲が測定され十o 5 宇のカ{ド 6 枚、 6 字のカ~ 1: 4枚、 7宇のカ F ド3枚‘ 8字のカ戸

ド 2 枚、 9 竿のカ{ド 1 枚、合計 100 字を、各カ~ F-0.2秒露出で{fi}字J目控するかを調べたのである O よその結果

は肥満型健司ミ者平均42.4字、事fH:i宅型健来者平均36.8字で、首ij者のな1清範閣が規分)ム・いことを示しナご口

第四実験は混色部で色彩融合の!Hj:f日jを測ったもので、この場合kは肥満型の[融合閣が平均では幾分低いo 但し

個人選が著'しL、。

第五実験は食指の過;[:f，ンアムポを測ったものであるが、この結果ははつまりしなか、った。

第六実)，Yiえは皮膚上の 2l，'2:rm朝日i闘な測九ろとしkのであるが、装躍の都合上成功していないo

第二実験は Vander Horstの試みなかったものであるが、それを除き他は大体 Horstの結果と似たもので

あったc

第七実験が我々に関係の深い有名な自己診断検査で、循県気質者及び分裂気質粁の'1:1:質を列挙しすこ Horstの

リストから、 -11Ii者40現、後者46エ買な選んだもので、これを肥満型及び細長型のi<!l験者に読ませずこの‘であ不 O その

結果は肥満型飽康者19名r!118名は自ら循琉7f!J.に属するといい、細長型阻[諜;j-24名中17名が分裂型に属すると判断

した。叩ちそれはうた々94.7%、及び70.8%に当る oKiblerのリストは次ぎのj通りである O

Die Autodiagnつseder Pykniker und Leptosoll1en (Kibler) 

1. gutherzig. 2. gesprachig. 3. freundlich. 4. gesellig oder gesellschaftlich schwerfa1lig， aber 

sti1lvergnugt. 5. heiter oder ruhig und still. 6. gell1utlich. 7. behabig. 8. humoristisch oder 

schwernehll1end. 9. aufbrausend， aber dann gleich gut. 10. ll1enschenfreundlich. 11. anpassungs-

fahig. 12. realistisch eingEstellt. 13. ill1ll1er auf das Mogliche bedacht. 14. Freude all1 Geni田 sen.

15. Freund von Essen und Trin~cen. 16. solid und gewissenhaft. 17. fast philistrδs. 18. geschaftig. 

19. ull1triebig. 20. unternehll1end oder a'.lch bedachtig. 21. schlagfertig. 22. in Gesellschaft beweg-

lich. 23. lebhaft. 24. ungezwungen. 25. ill1 allgell1einen beliebt. 26. naturlich. 27. flott. 28. 

nicht forll1ell hoflich. 29. von wechselnder Still1ll1ung. 30. bedenklich oder sorglos. 31. einmal 

sparsall1， dann freigebig. 32. nicht verschlossen. 34. Kinderfreund. 35. von warll1en Frδmll1ig-

keit. 36. nicht starr dogll1atisch. 37. nichtprinzipiell. 38. zu Zugestむldnissenbereit. 39. Freund 

der Natur und des geselligen Lebens. 40. Freund von realistischen Buchern. Natur-und Reisebe-

schreibungen. (以上Pykniker)

1. ungesellig， oder nur ll1it Auswahl gesel1ig. 2. angst1ich oder jede Gefahr gleichgultig. 3. 

ll1enschenfreundlich. 4. still. 5. einsi1big. 6. ill1 ganzen zuruckgezogen. 7. jahzornig. 8. reiz-

bar. 9. ill1pulsiv. 10. leicht verstill1ll1t. 11. sinnierig. 12. grublerisch. 13. hUll1orlos. 14. 

alles ernst nehll1end. 15. phantastisch schwarll1end. 16. idealisier引 1d. 17. pedantisch. 18. 

gewissenhaft. 19. ll1it chronischem Insuffizienzgefuh1. 20. Drang in die Ferne. 21. konsequent 

prinzipiel1. 22. skrupellos oddr strenger Moralist. 23. stoisch， dabei innerlich ell1pfindsall1. 
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.24. aristokratisch. 25. feinfuhlich. 26. bedurfnislos. 27. unabhangig. 28. zynisch. 29. sar-

kastisch oder sehr religiδs. 30. bissig 31. steif. 32. ungelenk. 33. schuchtern. 34. unbeug-

g出 n. 35. hart. 36. zielfest. 37. gleichgu1tig 38. egozentrisch. 39. manchmal scheinbar altru-

istisch. aber tatsachlich wenig teilnehmend. 40. nicht mit1eidig. 41. im allgemein kein kinder-

freund. 42. zu Abstraktionen geneigt. 43. geistreich. 44. viel im Zukunftigen lebend. 45. zu 

T時 umereiengeneigt. 46. liest gern idealistische， bizarre und phantastische Bucher (以上Leptosom)

n Y.K.向性検査の作製

1. Kibler自己診断表の項目分析と、 YK第一検査の作製。 さて我々の目的を達成するためには

上の去を量的に取扱えるように変革する必要があるO そとで我々は京都学芸大学の中島誠氏がアダ 7・

トした Kibler式テストを使用するととにした。とのテストは上の表から分裂気質にあたる項目(以

下 S項目という)40と、循環気質にあたる項目(以下C項目という)40とを作って読みきかせ、被

験者に自分に合うと思う項目にO印を、合わたいと思う項目に×印をつけさせるものであるo C項目

につけたO印の数をそれと S項目につけたO印の数との和で除した数に 100をかけたものを循環気質

の指数として用いるO

昭和 27年 7月 5、8、9、10、11日の 5日間1'2:8 t，京都市立加茂川中学校3学年 1、2、4、5、6

組生徒 239名(男117名、女112名)に施行した結果に次ぎのようた処理を施した。とれば通例 GP分

析 (GoodPoor Analysis)といわれるものであるO

即ちとの場合はテストの給、得点(上述の指数)について Q3以上の群 (ζれを以下 C被験者群とい

う〕と Ql以下の群(とれを以下 S被験者群という〕とを求め、両群にゐいて有意差を示す項目が

イ可々であるかを追求した。その意味は、テスト全体に対して整合的でたい項目(即ち有意差のたい項

目)を除去しようとするのであるO 換言すればテストを構成する項目の全部について有意差が認めち

れれば、とのテストは完全に内的整合性(intemal consistency) を有する、或は自己矛盾がないと

いいうるであろう。有意差の検定には 2X2介告IJのカイ二乗テストを使用したo'Pc丈島無解容は二分して

cs両者に加算するととにした。との場合 P=O.l，0.05， 0.01 v2:相当するカイ二乗の価は夫々2.71，

3.84， 6.64であるO 第 1表はテスト結果の度数介布表であり、第2表は実施項目と、そのうちの有意

項目に対するカイ二乗の価を示すものであるO

Table 1 Kibler度数分布(加茂中生239名〉

score 

f 
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ζの実験の結果を基礎として我々は出来るだけ自己矛盾のない新しいテスト・パツテリーを構成し

ようとした。とれを以下 YK第一型式(矢田部キプラ{向性検査第一型式〕と名づけようO との検査

はまだ全〈予備的たものと考えたから、上述有意差のあった項目を主とし、その外大体の見当で新項

目を補い、叉有意義があっても表現のむつかしかったもの(49，76)を省いたり、有意差がたかったもの

でも表現をかえれば差が出そう充足ものを加えたりして、 C項目及び S項目各25項目、合計 5侠員自の

新テストを構成したのであるO

2. YK向性検査第一型式の施行とその項闘分析。 ζの検査を昭和27年7月15、16日両日比瓦り、

京都市立加茂川中学校3学年 2、5、6、7、8組生徒243名(男115名，女 128名〉、及び昭和27年12月

3、4日両日比五り、京都市立皆山中学校 3学年 A，s，C，D，E組生徒 188名(男111名、女77名〉

に施行した結果の度数分布は第3表、項目分析の結果は第4費 (77頁)の通りであるO 採点法は前実

験の場合に同Co (なゐとの場合、加茂中生は Kibler検査の経験者である。〉

Table 3 YK-l鹿撤分布(加茂中、皆山中、 431名)

score 

噂

i
‘!同
D

Q
U
、

4
9

f 1 

SD 11. 5 : Ql 50.2: お'1 57.8 Q3 65.1 

Table 5 YA向性検査度数分布(骨山中学生 189宅)

;lU31::1213I211SDQl M Q3 
4 10 I…50 34113113 ¥ 1卜6.7 川川ω

3. YK向性検査第二型式の作製。 (YA向性検査の施行とその項目分析)YK第一型式の項目

分析によって 196レヴェル以下で有意志のある項目38をえたが、成るべくならば50噴目位をえたいと

思い、同種検査である淡路式向性検査を、 YK第一型式を施行したと同じ被験者に施行し、後者のC

被験者群及びS被験者群で有意義を示す淡路式検査の項目を選出しようとした。かくして作製された

50項目の新検査を、以下 Y広向性検査第ニ型式と呼ぶことにするO

さて淡路式向性検査を施行するにあたり、検査項目の表現を変えると識別力も変る.i>それがあるの

で、最初からそれを YK検査と似た語調に変形した。な主主第 33項、 38項、 39，頃は肯定形を否定形と

し、又第 9項「無口であるJを「口数が多いJと変えて、外向項目及び内向項目各25、合計50問から

成る検査を構成した。とれをかりに YA検査と名づけようO との検査を昭和27年12月3、4両日京都市

立皆山中学校三学年 A，s，C，D，E組生徒 189名に対して、先きに述べた YK第一型式の直後に

施行した。その結果の度数分布は第5費、 YK第一型式の C被験者群及び S被験者群による GP

分析の結果は第6褒 (78頁)の通りである。
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Table 2 Kibler GP分析

(加茂中生、 C群60名、 S群uO名)

C 項目

1 気立がよい

2 話好き

χ-

4.0 

3.0 

3 親切な 7.5 

4 多数のrtで、でしゃばらないで静かに楽しん
て礼、る

5 はしゃいでいる時もあるが、静かに落ついて
いる時もある

6 気分がし、つ?もはれやか 8.5 

7 ゆったりとしてこせこせしたい

8 じようだんをいう時もあり真面目な時もある

9 おこりつ;乳、がすぐなおる

10 人ぎらいをしない

11 新しいことに、すぐなれる 4.4 

12 現実的に牧事を考え、出来そうなことばかり
企てる

13 楽しむことが好き

14 飲んだり食べたりする事が好き

15 真面目で正直

16 俗つl弘、生活をする

17 よく(動く 3.3 

18 まめにsr.まわる

19 用心深く、然しどんどん仕事をする

20 その時々にかなったうまい知恵を出す

21 人中でかたくならず活発に行動する

22 いさいきしている

23 4全事にこだわらない

24 たL、がし、の人に好かれる

おそっちよくな

26 ~~~iJ: る L 、

2:1 礼儀が形式ばらない

28 矢持がし、ろいろ変りやすい

29 くよくょする時もあれば呑安:(な時もある

30 牧惜しみ守しない

31 あけつ;まなし

32 実用的に、てきffきと物をきめる

33 子供好き

34 あたたかな敬鹿な心

35 がんこな独断家でない

36 主義を立てない

37 '!1:協しようという心がまえを持っている

38 自然を楽しみ、社会的な生活宏好む

39 現実的な書物が好き

40 自然や旅行のことを書くのを好む

6.5 

4.8 

3.7 

3.0 

4.0 

4.4 
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47 3.瓦気である

48 こうふんしやすい

49 誌動的

50 すぐふきげんになる

51 敏感

52 徹底自力に考える

53 あまりじょう談をいわない

54 すべての事を真面目に受け取る

55 塑想にふける

56 理想にはしる

57 識ったかぶりをする

58 IE!白:な

59 常に自分を能なしと思う 9.6 

60 永遠へあこがれる

61 或る時は道徳をかえりみず、或る時は極端な
道徳家となる

62 徹底的にj二義をたてる

63 外国は冷静のよろであるが、内田は感ピ易い 8.0

64 貴族((1

65 欲がない

2.7 

4.8 

2.7 

9.1 

4.4 

5.2 

6.5 

66 繊細な感覚を持っている

67 白 i:的

68 礼儀を無視する

69 皮肉な

70 目的をはっきりさせる

71 何に対しでも無関心 2.7 

72 自己中心的

73 表面開愛らしいが、実際には余り同情心がな
し、

74 思いやりがない

75 一般に子供好きでない

76 抽象的に傾く

77 多才で機智に富む

78 多くを将来に生きる

79 夢想の傾、ややもすると、ぼんやりと考える 15.4 

80 抽象的な寄|濯な、空想的な本を読む事が好き 10.8

4.4 
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Table 4 YK-l GP分 析

(加茂中、皆山中、 C群107名、 S群107名)

項 目 χ- 項 目 X. 

1 多勢と一緒にし、るのが好き 10.9 26 人とのつきあいは嫌い 11.3 

2 気がるなたち 6.7 27 心配性である 17.8 

3 いつもほがちか 20.7 28 人問機いである 10.6 

4 :気立てがよい 9.9 29 活発でない 22.9 

5 話好き 8.3 30 無口である 33.1 

6 親切である 7.8 31 引こみじあんである 20.4 

7 飲食が好き 32 京が短い 15.7 

8 し、きL、きL'"C¥，、る 27.1 33 ころふんしやすい 14.7 

9 がんこでない 18.2 34 神経質である 21. 8 

10 秘密をもたない 11.5 35 すぐふきげんになる 34.2 

11 誰からも好かれる 9.5 36 気がすむまで考える

12 4歩おしみをしない 8.4 37 あまりじよろずさんをいわない 24.2 

13 新しいことにもすぐなれる 31. 8 38 何でも真面目に!受け取る

14 人の中に出てもまごつかない 9.7 39 ~恩屈vf\' 、 12.2 

15 よくじよろずさんをいち 15.2 40 利己的で払る 11.1 

16 誰とでもよく話す 25.5 41 しばしば憂ちつになる 14.8 

17 人の世話が好き 7.6 42 永遠にあこがれる

18 めんどちがらない 6.1 43 いつも自分は駄目だと思ち 15.4 

19 あまのじゃくでない 12.2 44 人に?とよらない

20 気持があっきりしている 17.0 45 きめたことは変えない

21 議論より奥行 46 身なりたかまわない 3.3 

22 ナこのまれたととはすぐ行ろ 11.2 47 ちわさや流行を気にしない 4.0 

23 ~空り迷わずに決心がつく 15.8 48 我を通す傾向がある 7.2 

24 今の自分に満足している 49 ぼんやり考えこすr癖がある 36.2 

25 世の中は楽しいと思ろ 10.6 50 空想的な本が好きである

第6農の如< YA項目中 YK第一型式の見地から有意差のある項目は 1%レヴェルで、 5、27、

28、36、43、46の 6項目、 5%レヴェルで、 1、12、20、31、39、48の 6項目であるが、とのうち錦、

39、46の 3項目は YK第一検査の項目と重複しているからそれを省き、その代りに 5%レザエルに近v、

第 6、第38、第47項目を入れ、とれら12項目を、先きに YK第一型式で 1%レヴェノレで有意警のあっ

た38項目に加えて日項目の新検査を構成した。 ζれが YK第二~~式である。但し YK第一型式の第四

項目「あまのヒゃくで危いjは被験者の理解が困難であったから、殆んど 1%レヴ、エ Jレに近かった第

18項目「めんどうがらないJと入れ替える ζ とにした。叉第 7項目「物事比とだわらないjは後に滴

央でたいと考えられた「派手たととが好き」の代りに入れられたものである。

4. YK検査第二型式の施行とその項目分析。 との第二型式は中学生4∞名及び大学生 4∞名に

施行された。中学生は加茂川中学三年生 200名(1， 2， 3， 4， 5組、男931当、女107名)及び上桂中学二

年生200名 (A，B， C， D，E組，男96名、女98名、不明 6名)であって、施行期日は央々昭和27年12月

16， 17， 19日及び昭和28年 6月12日とである。大学生は京都大学 1--2間生で、施行期日は昭和28年
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Table 6 YA向性検査 GP分析

(皆山中学、 E群 47名 I群 47名〉

項 目 x2 項 目

1 些細なことを気に病む 4.46 26 話好きである

2 仲々決心がつかない 3.45 27 気むずかしい

3 何事にも大事をとる 28 よくじよろだんをいう

4 決めた意見にこだわらない 29 人のおだてにのりやすい

5 思案するより活動が好き 8.99 30 間情である

6 陰気である 3.5;3 31 不満が多い

7 失敗にこりる 32 人のうわさを気にしない

8 のんきである 33 人の批評はしない

9 口数が多い 34 牧草を人委せにできない

10 感情をすぐ外にあらわず 35 人から指図されるのが嫌い

11 よくはしゃぐ 3.00 36 人のあっかし、がうまい

12 気が変りやすい 5.25 37 人のいちことを素直にきく

13 物事にこる 38 気がきかない

14" しんぼろ強い 39 隠しだてはしない

15 理屈ぽい 40 すぐ人に同情する

16 議論が過灘になりやすい 41 すぐ人を信用する

17 用心深い 42 仲々恨みが忘れられない

18 動作がきびきびしている 43 はにかみやである

19 仕事をなげやりにしない 44 独りぼっちでいるのが好き

20 派手なことが好き 4.99 45 仲々友達ができない

21 仕事に夢中になる 46 人前でも平気で話す

22 空想家である 47 人中ではいつも引こんでいる

23 潔癖である 48 誰とでも平気でつぎあろ

24 持物をそまつにする 49 世話好きである

25 無駄づかし、が多い 50 牧l苦しみそしない

x2 

3.25: 

7.16 

8.64 

5.63 

2.93 

7.82 

3.25 

3.82 

10.49 

9.89 

3.74 

4.31 

3.68 

5月19，21， 30日であった。その結果の度数分布は第8表及び第 1図(80頁)であり、それに関する項

目分析は第 9表 (81頁〕に示される。

ζの結果が示すように大学生の平均得点はほぼ50点 (52)のところにあって正規分布を示し、中学

生の平均得点はやや外向 (59)に傾き、特に著しい内向点を示す者が少ない。

項目分析の結果は大学生にゐいては全50項目が有意差を示し、中学生にゐいても第15，及び第17両項

目を除き、すべて有意差を示した。今識別力の極めて大きい項目のみを残す目的を以て、内的整合度

の検定規準として 111頁に掲げたものを採用するとしても、大学生にゐいては 5%level以下の項目

は第 9項及び第32項の 2項目のみで、叉中学生に沿いても第 2，10， 12， 15， 17， 19， 21， 25， 37， 

40の10項目にすぎない。なお ζの検査の各項目は中学生の資料から選定されたものであったのに、そ

れらが大学生において中学生に対するよりもさらに著しい整合度を以て妥当するととが見出されたと

いうととは極めて注目すべき事実であると息われるコ

5. YK検査の性質。
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Table 7 YK-H 自己静断費 No. 

学校 氏 名 男女

第 学年 組 検査日 昭和 年 月 日 時

生年月日 昭和 年 月 日

人は自分の性質についてどの程度まで正しい判断をもっているものでしょうか、そのようなことを調べて

みたいと思います。次の項目をj個々に競みますから、そのうち自分に当てはまるものはその番号をOで囲

み、当てはまらないものは×で消して下さL、。余り考えすぎると決められなくなりますから、大体の印象

で返事をして下さればよろしいのです。但し若しどうしても決められない時には番号守( )で囲んでお

いて下さいoなお付けた記号を修正するときは、番号の左側にO、×、¥. )、の何れかを葡き加えておけ

ばよろしし、。

1 多勢とー絡に居るのが好き 26 人とのつきあいは蹴い

2 気がるなたちである z1 心配f生である

3 いつもほがらかである 28 人間嫌いである

4 気立てがよい 29 活発で、ない

5 話好きである 30 無口である

6 親切である 31 引込みじあんである

7 物事にこだわらない 32 気が短し、

8 いきいきしている お こうふんしやすい

9 がんこでない 34 神経質である

10 秘密をもたない 35 すぐふきげんになる

11 誰からも好かれる 36 我を通す傾向がある

12 物おしみをしない 37 あまりじようだんをいわない

13 新しいことにもすぐなれる 38 人中ではいつも引こんでし、る

14 人の中に出てもまごつかない 39 理屈ぽし、

15 よくじよろだんをいう 40 利己的である

16 誰とでもよく話す 41 しばしば憂うつになる

17 人の世話が好き 42 気むずかしい

18 めんどろがらない 43 気が変りやすい

19 人のあっかいがうまい 44 陰気である

20 気持があっきりしている 45 気がきかない

21 思案するより活動が好き 46 はにかみゃである

22 t;このまれたことはすく宵ろ 47 些細なことを気に病む

23 あまり迷わずに決心がつく 48 不満が多い

24 誰とでも平気でつきあう 49 ぼんやり考えこむ癖がある

23 世の中は楽しいと思う 50 いつも自分は駄目だと思う

- 79ー



Table 8 

score 

YK第二型式の度数分布く被験者大学生4∞、中学生400)

.A.fIl 

J50 

100 

60 

Figure 1 YK-II度

トーー・R
刷咽圃幽刷.--

10 20 

大学生

中学生

40 

ハ

f 

nμ担l

数 分

、

'10 80 

布

入、、
、、

90 JOO 
オg t"~

恥f

A. YK検査の再検査信頼度 YK第二型式についてその再検杢信頼度を検する p機会はまだもたな

い。そこで YK第ーと YK第二間の再検査信頼度を参考のために算出してみた。 先きに昭和 27年

7月に YK第一型式を施行された加茂川中学三年生 197名には、 5カ月を隔てて12月に YK第二型

式が施行された。その結果の村i関は r= 0.58であるO 叉と述の皆山中学三年生173名は同じ12月中に

2週間を措いて第一及び第二両検査を施行された。その結果は r = 0.59 であるO 通例向性検査の

信頼度は 0.5-0.6 程度といわれるが、我々の場合は可成り構成のちがう二つの検査問の相関であ

るかち、 との価は相当高いものというととができるのであろう。

B. YK検査にゐける男女主 YK第二型式の男女得点の差異については未だ充分に研究して

いないが、上桂中学二年生男96名、立98名について平均得点を求めたところ、男 56.6(SD = 11.9) 

女61.2 (SD = 11.2) となって、女の方が幾分外向的である ζ とを示した。しかるに加茂川中学三年

生男93名、女107名について調べたと ζ ろは、男 61.6 (SDニ=14.0)女 58.75(SD= 12.1)で、むしろ

逆の傾向が見られる O 両中学共京都市外郊部の半農半住宅地に位置して、環境は似ているのであるか

ら、 との差は二年生と三年生との相異であるのか、或は知られき、る環境差が存在するのか、その他如

何えにる理由によるのかは、今のととろ決められ友い。
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Table 9 YK-.n GP分析

(加茂中、上桂中、 400名京大生、 400)

χ- χE 

項 日 大 項 目 ノ4、噛 中

1. 多勢とー絡に居るのが好き 72.6 13.0 26. 人とのつきあいは嫌い 42.0 18.0 

2. 交がるなたちである 87.1 9.3* 27. 心配性である 56.6 40.5 

3. いつもほがちかである 77.3 29.8 28. 人間部長L、である 51. 9 18.6 

4. 気3ケ.てがよい 23.8 11. 0 29. 活発でない 80.6 34.4 

5. 話好きである 35.8 11.0 30. 無口である 63.8 43.2 

6. 親切である 17.3 17.4 31. 号EiZミみじあんである 98.4 38.7 

7. 物事にこだわらない 48.6 欠 32. 気が瓶い 7.5* 31. 2 

8. いきいきしている 68.4 13.0 33. こうふんしやすい 14.2 28.1 

9. ヵ:んこでなL、 10圃 2* 20.5 34. 神経質である 38.7 19.2 

10. 秘密をもたない 39.0 5.8ホ 35. すぐふきげんになる 62.7 40.5 

11. 誰からも好かれる 41. 4 32.0 36. 我をjillす傾向がある 19.2 12.0 

12. 物おしみちどしない 31. 2 9.7* 37. d.> "5:りじようだんをいわない 12.0 6.7長

13. 新しいことにもすぐなれる 40.5 12.0 38. 人中ではL、つも引こんでいる 93.0 37.0 

14. 人の中に出てもまごつかない 48.0 18暢 6 39. 理問I:f¥'、 28.9 27.4 

15. よ〈じ土うずさんをいう 23.8 0.4* 40. 利己的である 40.5 4.8持

16. 誰とでも土く話す 73.2 16.8 41. しばしば憂ちつになる 83.8 33.6 

17. 人の世話が好さ 16.9 3.7* 42. 気すfずかしい 38.3 36.1 

18. めんどうがちない 23.8 23.8 43. >zcが変りやすい 40.5 14.6 

19. 人のあっかL、がうまい 32.5 4.0* 44. 除気であろ 81. 4 20.5 

20. 気持があっさりしている 78.1 19.2 45. ~(ヵ:さかない 27.4 30.4 

21. 忠実するより活動が好き 37.0 4.5* 46. はにかみゃである 59.8 20.5 

22. ずこのまれたことはすぐ行う 22.8 21. 8 47. 些細なことを気に病む 54.1 29.6 

23. あまり迷わすに決心がつく 45.7 12.5 48. 不満が多い 50.0 46.1 

24. 誰とでも平気でつきあう 44.2 12.5 49. ぼんやり考えこむ癖がある 72.0 35.3 

25. 1止めrt'は楽しいと思う 41.4 8.4* 50. いつも自分は駄目だと思ろ 57.2 37.8 

*印は 111頁に述べる巌密な親:l1'~にm~ らすと 5%ν グエJ~ に達しないもの o

f~ iJ、らこの場合*印は慣用とはj自己無主主項目を語、ロ令する o

- 81ー



両者の合計について男女別の度数分布表を作ると第10衰の通りであって、 ζの年令に*>ける男女間

には殆ん左性差が認められないととがわかる。 ζの点から見ると、時に学級によって性差の著しく認

められる場合のあるのは、ゐそらくその学級特有の気風の影響と考え友ければならぬように恩われ

るO

Table 10 YK-n男女別度数分布(加茂中、上桂中、男189名、女205名〕

score M 

女

項目別に見た男女差も余りはっきりしない。先きに述べた加茂川中学及び皆山中学の三年生の合計

400名中 C，S両被験者群に属する 200名(男 104名、女96名〉について、カイニ乗検定の結果有意友

性差を示した項目は次ぎの 6項目にすぎ友い。(括孤内はカイ二乗の価)

1.男多勢と一緒にいるのが好き (2.9)

14.男人の中に出てもまどうかない (3.2)

25.男世の中は楽しいと思う (6.3)

47.女些相在ことを気比病む (3.4)

49.女ぼんやり考えとむ癖がある (6.3)

50.女いつも自分は駄目だと思う (2.9)

上の 3項目は男に多〈、後の 3項目は女に多い。叉大体において女子の無解答率が大きいが、 9，19， 

23， 26， 27， 47の7項目に差がない他、第7項「派手たととが好き」及び49項「ぼんやり考えとむ癖

がある」にゐいて男子の無解答率が多いととが注目される。

ところが検査が幾分ちがうが、先きに加茂川中学三年生243名 (2，5， 6， 7， 8組、男115名、女128

名〕に YK第一型式を施行した場合全員について男立:差のある項目を求めた時には、次ぎの 9項目

に男女差が認められた。

13.男新しいととにもすぐなれる (6.9)

14.男人の中に出てもまごつかない (5.7)

22.女たのまれたととはすぐ行う (3.9)

27.女心配性である (13.2)

33.女乙うふんしやすい (7.2)

34.女神経質である (4.0)

41.女しばしば憂うつにたる (4.6)

43.女いつも自分は駄目だと思う (7.2)
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46.男身なりをかまわえEい (11.0)

とのうち 13，14， 46項は男に多い項目である。 とのように「人の中に出てもまどっか友いJ及び

「いつも自分は駄目だと思うJの2項目が上の場合と一致するにすぎ、友いのは如何えにる理由によるの

ωであろうか。とれも今のととろ全〈見通しをつけるととができ友い。

回答率の問題をもう少し精し〈考えて見ると、上述加茂川中学及び皆山中是非の c，s両群に属する

男 104 名、女96~が、 YK 第二型式の50問に答えた10， 000回答は次ぎ、のように区分される。

男o 2，014; 男x 1， 747 ;男? 1， 439 

女o 1，529; 女x 1，384; 女? 1，887 

参考 2，111; 2，382 ; ω7 

ñlJちO も×も男に多〈、?のみがk~極めて多いo とれは中学生の結果であるから一般化するととは

危険であるかも知れねが、大体常識から期待されるととろと一致する。

友ほ参考として挙げたのは閉じテストを京都大学 1--2回生(男96名、女4名)に施行した結果で

あって、中学生の無回答率が上表の如く、男29%、女38%という高率であるのに対して、ととでは僅

かに10%であるととが注目されるo 因みに大体同b京大の学生群(紛O名〕が後に述べる YG検益の

予備検査 240問に答えた場合の無回答率はさらに小さし 96，(削分の 6，772即ち 7，1%にすぎ君主かっ

た。

c. YK検杢と淡路式向性検査との関係 上述の皆山中学校三年生比は昭和 27年 12月3，4両日

YK 第一型式の宵後~y実際式向性検査の変形である YA 検査を施行した。 189 名について相関を求

めたととろ r= 0.35であった。叉その 2週間後12月16、17、18の3日間に行われた YK第二型式と

YA検益とのや11関は r= 0.41という価を示したo YK第二型式は前にも述べたように、淡路式向性

検査からさらに十段項目を選んで YK第一型式に附け加えたもので、 ごつの場合の相関値が第二に

おいてより大きいのは当然であるといわたければならない。それにも拘わらずとれらの相関値が余り

たきくないのは、 YK検査が向性検査と類似しながら、しかもそれとは異怠る性格特性を測定するも

のであるととを示すものということができるであろう。

附、 YA検査第二型式の作製。 上述の如く YK検査が向性検査と必ずしも同一性格特性を測定

Aするものとは速断しえ危いとすれば、二てコの検査は独立に夫々の存在理由を特うものであるかも知れ

たい。との意味にゐいて我々が YK検査作製に用いた技術を淡路式向性検査にも適用して、モの内

的整合性を高める操作が有意味であると考えられる。もとより我々はかかる仕事を我々の主目的とす

る暇はない。そとで手近かにある材料で暫定的危接近を試みた。

A. 決略式向性検査の項目分析 先ず YA検査に項目分析を施行して、その綜合得点と各項目

との整合性を検定する。材料としては上述皆山中学のヂ{クと、奈良少年鑑別所の16-19才の非行少

年 428i'; (VQ 112以上 107名、 92以下 107名)について行われた同鑑別所用の淡:略式向性検査結果

(高橋雅蕃氏の好意による〉を利用した。その結果有意謹を示した項目は節11襲の通りであるC
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Table 11 淡路式向性検査の GP分析 (χ2)

(名皆山中 3年生189名、奈良少年鑑別所 423名)

主h
関

山
奈
良

皆
山

奈
良

項 目 項

26 話好きである

27 気むず;こハしL、

28 よくじよろずさんをいう

29 人のお記てにのりやすい

30 岡lJ間である

目

1 些細なことを気に病む

2 仲々決心がつ，j>.ない

3 何事にも大事をとる

4 決めた立見にこだわらない

5 思案するより活動が好き

6 陰気である

7 失敗にこりる

8 のんきである

9 口数が多い

10 感情をすぐ外にあらわす

11 よくはしゃぐ

12 気が変りやすい

13 牧事にこる

14 しんぼう強い

15 理屈ぽい

16 議論がj且激になりやすい

17 用心深い

18 動作がきびきびしている

19 仕事をなげやりにしない

20 派手なことが好き

21 仕事に夢中になる

22 空想家である

23 辞:癖である

24 持耽たそまつにする

25 無駄づかL、が多い

8.0ホ 12.2*

5.0 4.2 

4.0 23.5* 

6.6 2.7 

13.0* 11. 2* 

13.5キ 15.1*

8.5氷 3.7

5.3 

11.6* 15.7* 

15.7* 

10.0* 6.5 

27.0キ

5.3 5.7 

26.6* 16.8養

8.1* 32.2梼

24.2* 21.1後

3.8 3.9 

20.3後

5.2 4.6 

11.2後

31 不満が多い

32 人のうわさを気にしない

33 人の批辻、Fはしない

34 物事を人委せにできない

35 人から指図されるのが嫌い 8.2 

36 人のあっかL、がうまい 14.8* 

37 人のいうことを素直にきく 3.4 3.9 

38 気がきかない 4.1 

39 隠しだてはしない 3. 7 

40 すぐ人に同情する 3.5 7.1 

41 すぐ人を信用する 5.2 

42 仲々恨みが忘れられない 3.1 19.1快

43 はにがみやである 8.8* 5.1 

44 独りぼ、っちでいるのが好き 11.7* 6.S 

45 仲々友迫:ができない 11.3* 21.2* 

46 人前でも平気で話す 13.0* 22.2* 

47 人中ではし、つも引こんでL、る 10.4* 31.4* 

48 誰とでも¥fZスでつきあう 20.0米 16.0* 

49 世話好きである 4.6 

50 物i昔しみをしない 7.9 

22.2ホ

3.5 2.9 

10.5* 2.7 

4.2 

6.9 

註、奈良のテストは上のものとはややその表現を具にするo*日]は後(111頁)に述べる規liちからみて、

内的整合性を有すると思われる項目。

以上の結果から整合性のない項目を省き、それを他から補うために、今度は皆山中学生を YA検

査の得点によって四分のーずつの G 群と P群とに分かち、それによって YK第一型式の各項目に

GP分析を施した。有意差のある項目は次ぎの通りであるO

30. 無口である

31. 引こみじあんで、ある

34. 神経質である

37. あまりじようだんをいわない

43. いつも自分は駄目だと思う

45. きめたことは変えない

49. ぼんやり考えこむ癖がある

(17.9) 

( 8.3) 

(10.4) 

( 5.2) 

( 3.9) 

(13.5) 

(16.0) 

1. 多勢と一組にいるのが好き

3. いつもほがちか

5. 話好きである

11. 誰からも好b寸Lる

14. 人の中に出てもまごつかない

15. よくじようだんをいう

16. 誰とでもよく話す

(10.8) 

( 3.9) 

( 2.9) 

( 4.8) 

(10.3) 

( 3.6) 

( 3.3) 

以上の結果を基礎として改訂の試みをしたものが YA第ニ型式である。
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YA  向 性検 査第 一型式一

1. 些細なことを気に病む 26. 話好きである

2. 仲々決心がつかない 2:7. 引込みじあんである

3. 何事にも大事をとる 28. よくじようだんをいち

4. 決めたことはかえない 29. 人のおだてにのめやすい

5. 思撰するより活動が好き 30. 誰からも好かれる

6. いんきである 31. 人中に出てもまごつかない

7. 失敗にこりる 32. 自分の評判が気になる

8. のんきである 33. 多勢とー絡にいるのが好き

9. 無口である 34. 誰とでもよく話す

10. 気持をすぐ顔にあらわす 35. 人かち指関されるのが嫌い

11. よくはしゃぐ 36. 人のあっかL、がうまい

12. *剛情である 37. 人のいうことた紫砲にき〈

13. %:事にこる 38. 気がきかない

14. あまり冗談をいわない 39. l~苦しだてはしない

15. いつも自分は駄目だと思ち 40. すぐ人に同情する

16.*気むずかしい 41. すぐ人を信用する

17. 用心深い 42. イrjl々 恨みが忘れられない

18. 動作がきびきびしている 43. 日?でかみやであろ

19. 神経質である 44. 独りぼっちでいるのが好き

20. 派手なことが好き 45. {中々友達ができない

21. *不満が多い 46. 人的でも平気で‘話す

22. ぼんやり考えこむ癖がある 47. 人中ではL、つも引こんでし、る

23. 府(きれし、好き)である 48. 誰とでも平気でつきあち

24. 持物をそまつにする 49. 世話好きである

25. ぃvつもほがらかである 50. 物惜しみをしない

t)、上のように改訂の試みをしたが、その基礎となった資料は極めて片寄づたものであるかち、とれ

は今後にとれと同方向の改訂を試みる人に対する参考の意味を有するにすぎ友い。 12，*16，* 21*番

の如く社会向性項目を私行向性項目の方に移したととにも勿論疑問がある。たま:;I気が変りやすいJ

という項目は奈良のデ{グでは淡路式で要求されるのとは反対に内向項目として有意であったととが

注目される。
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目 第 一 部 の 結 び、

性格に極めて一般的た型があるかどうかは今のところイヱスともノーともいいかねる。しかし多く

の学者がそのととを主張したし、叉常識もそのととを期待するようにみえる。因子分析の結果は知能

にゐける gの如きものをまだ見出していたい。そのととについては第三部に;J"c;いて述べるが、とにか

〈そういう一般的た型、若〈は傾向を見出すととができれば、、色々た点で便利であるととは論をまた

たい。我々は淡路式向性検査に近いもので、しかも可成り異なる点を有する綜括的自己診断検査を構

成することに成功した。少くともそれは淡路式よりは内的整合性の視点において著しく程度が高く、

綜合評点を算出することに対して何等の危民をもいだく必要のたいようなものであるO

しかしこの検査は一体何を測定しているのであろうか。若し極めて限られた性格のー小部介のみに

限定されるとすれば、内的整合度が高くたったという ζ とは少しも進歩とはいえたいであろう O

周知の如く淡路式向性検主主はその前半25問が私行的特徴をテストし、後半の25問は社会的特徴をテ

ストするものといわれるけ.D. 432)。乙れは「選定された問題をその心理的性質に従って配列して見

たところ、偶然にこの二種の部類を成すととが見出されたJのであるO 従ってとの二つの区分に余り

拘泥する必要はたいが、若し向性在るものが性格の機能的た一般特性を示すものとすれば、それが私

行的状況に者いて現われるか、対人的状況に老いて現われるかは、ただ現象的区別であって、元型を

間関とする性格検査にとっては余り重要訟は別とはいいがたいようである。

これに反してYK検査の前半後半の区分は、その出発点が循環性及び分裂性の[え分から出発したと

いう事情があって、多少ともこの二つの性格特性を代表しているのではないかと思われるO 尤もとの

こつの特性が真に機能的意義を有するか否かはゐのずから叉別問題であるが、第二部の第20表に見ち

れるように一方 (Y)は社会的状況に働く諸因子 (S，R，G，A等)との相関が高〈、一方 (Y')は情緒

的諸因子 (D，C，I，N，等)との相関が高い ζ とた左を見ると、両者はやはり何か機能的、が果的特性を

示すものではないかという想像が楳拠のたいものではえにいようにみえるO

のみならずこの Y と Y'とを合した YK検査の綜合得点が、そとに見られる殆んどすべての諸

因子と相当高い相関を示すととを見ると、 Y及び Y'の関係は可成り独立してはいるものの、叉両

者が合しても綜合採点を可能にするようた unitを構成しているものである ζ とが想定される。果し

てこれが性格的危“g"であるか否かはととでは未定のままに残して置かなければたらない。

とにかくこれらの事実は、 YK検査の測定するものが決して限られた狭い範囲の特徴ではなく、性

格の全般的た型、傾向、 trendsとでもいうべきものであるといえるように思われるのであるO

こういう一般的傾向の綜括的診断検査が必要欠くべからざるものである ζ とは、淡路式向性検査が

広くかっ強く社会から要望されたということからも明らかであろうO ただその妥当性と信頼性とに問

題があったのであるが、我々の検査が若し ζの欠点を幾分友りとも補うととができたたらば、我々の

努力は酬いられるわけで、あるO それにはとの検査の性質に対する充分な理解と、その巧みたる適用と

が要求されるO 我々の/叙述がその手引きに友りうれば幸甚であるO
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第 音B 特性別自己診断検査の作製

研究担当者 竹 本 照 子

I 出発点

前章にゐいては極めて一般的性格特性と考えられる向性の検査についても、 GP分析法を適用する

ととによって、綜合点を与える ζ とに対して妥当なjJl拠を示す ζ とができた。本軍においては同様の

方法によって種々異なる多くの特性に対しても、夫々自己矛臆のない項目群を選定して、特性別に妥当.

た得点を出しうるような検査を作製しようとする。

その出発点として我々は Guilford-Martinの三つの inventory，ftDち ST D C R， G A MI 

N，及び PersonnelInventoryを使用するととにした。 ζれら三つの inventoryは13の性格特性を

診断するととができるものであるO

次ぎに Guilfordの仕事の大略を述べておくととにしようo Guilfordは最初 (8)一般に使用されて

いる向性検査から重要と考えられる36項目を選出し、 930名の大学生に回答させた結果からテトラコ

リツク係数を算出した。次ぎに Thurstoneのセントロイド法を用い、軸の回転を行った結果五つの

独立的性格特性を見出して、 ζれらを S(social introversion) E (emotionality) M (musculinity) 

R(rhathymia) T (thinking introversion)と名づけたo rhathymiaとはギリシヤ語で「のんきさJ

を意味する詰-であれ又E因子は後にC(cycloid disposition)と呼ばれるようになるo Guilfordは ζ

の分析を基礎として、さらに SE M 3因子を含むと想像される問題 123掘を選び、 ζれを 815名

(男382名、女433名)の新被験者に回答させ、 Sに対しては重要と思われる15問、 EK対しては13問、

M に対しては 12間に対する得点から上下各 4分の 1の被験者を選出して、 ζの2群の被験者群によ

る各問題の回答率を算出した1)。かかる操作を項目分析、かかる被験者を特徴被験者、かかる項目を

特徴項目と名づけるたらば、かれはとの第一次項目分析につづいて第二の項目分析を施行したらしい。

ζの第二次項目分析に用いた特徴項目としては第一次項目分析によって見出された因子負荷量の大き

な項目中、他因子と共通でないものを選んでいる。即ちS特徴項目としては、 1. 人中ではだまって

いる傾向がある(負荷 .72)02. 人中では後の方に引込んでいる傾向がある( .66)0 3.多く

の人と知合になるのを喜ばない( .65)0 4.実際の経験より読書による経験を尊ぶ( .43)0 5. 

ゆっくり考えて行動する(.41)0 6.話すより書く方が自分の気持を表現しやすい( .35)の6項

目である。この場合例えば集団行動で指導的役割を演ずる ζ とを好まない( .50)の如きは思想的内

向性を示すものと解釈される他の因子に沿いても大きな負荷量( .50)を示している故に省かれる。

かくして同様に E因子の純粋特徴項目としては、1.気分の動揺が放しい( .57)0 2.感情を傷け

られやすい( .56)0 3.未来の不幸を心配する(.54)0 4. しばしば空想、にふける(.42)0 5. 

自分自身について考えているととが多い( .35)の 5項目、 M因子の純粋特徴項目としては、 1.男

註1)因みにこの場合 rRg=十 .463，rRM口十 .402，rI<:M= -.010，であった。
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性である( .83)0 2. ぼんやりしているととは少ない(.47)0 3.物を売るととを好む(.44)。

4. 自分から進んで日記をつけたととはたい (.42)0 5. 自分の仕事を見ている人があるのを好む

( .34)の 5項目が選ばれた。

ほぼ同様の操作によって Guilfordは DR TAの4因子、及びN，GDの 2因子にづいても項目

分析を施行しているO 前者に関しては性)先ず、 89項目を1，∞0名(男610、女390)の大学生に回答せ

しめ、その中30項目を分析して 9勺の関子を児問した。かれは第一因子を D(depression)と名づけ

たが、とれについて負荷量の特に大きた項白は伐の六つである。 1. しばしばゅううつにたる(.66 

)0 2. 未来の不幸を心配する(.63)0 3. しばしば考えとむ(.57)0 4. のんきでたい(.53)。

6. 自ちを反省する(.41)。 第二因二子は R (rhathymia) であり、 1. 気がるたたちである

( .76)0 2. のんきである(.64)0 3. 実行する前に熟考することがない(.55)0 4.衝動的で

あ る (.47)0 5. しばしば刺激を求める(.40)0 6.勉強より運動が好き(.40)の6項目につい

て負荷量が大きい。第三肉子は LT(1iking for thinking)といわれ、 1. むずかしい問題について

考えるのが好き(.64)0 2. 謎を解くのが好き(.61)という 2項目について負荷量が大きい。第

四因子は前論文で Sと名づけられたものと同じ因子主考えられ、 1.人中で後の方に引込んでいる

( .69)0 2.見知らぬ人と話し始めるのに困難を感じる(.65)0 3.多くの人と知合に友るのを好

ま友い(.55)の 3項目について負荷量が大きい。第五因子ははっきりした性格をもづていない。第

六因子は前論文にゐける T 因子であるが、前の LTかち医別するために知的指導性(intellectual 

leadership) とも名づけられている。負荷量の大なる項目は、 1.内省的(.57)0 2. しばしば考

え込む(.47)0 3.他人の動機を分析する(.48)0 4.友人と真商目社問題を議論するのが好きで

ある (.39)の四つであるO 第七因子は A(alertness) と名づけちれ、1.周聞の事物と密接友接

触を保つ(.78)0 2. 周囲で起る事柄に人一倍注意する (75)0 3. 自分の直接的環境に対して人

一倍アラアハ即ち気をくぼっている(.54)の 3項目にゐいて負荷量が大きい。第八及び第九因子

は負荷量の特に大き左項目がなく、乗1]余因子と考えちれた。

N 及び GD両因子に関する研究 (5)は選ばれた 100項目を 6∞名の大学生に回答させ、そのうち

24項目について因子分析を行ったものであるO 七つの因子がえられたが、そのうちはっきりしたもの

はこつであって、一つは N(nervousne部)、他は GD(general drive)と名づけられた。第一因子

N~対して負荷量の大きた項目を挙げると、 1.一寸したことが仕事の邪魔になる(.53)0 2.坐

うていても落付かえEい(.55)0 3.予期したい刺激で驚かされやすい(.51)0 4. しばしば不眠に

悩まされる(.48)0 5.何かするのに人一倍エネルギーを消耗する(.44)0 6.坐っているとき色

々身体の位置を変化する(.43)0 7.鉛筆をなめたり jllをかんだりするような神経質的習慣をもっ

( .42)0 8.講義を聞いていながらいたずら書・きなどをする(.42)0 9. 困難友状況ではじきに汗

をかく(.34)0 10.感情をじき外にあらわす(.33)0 11.気がるでない(.33)0 12. 仕事を途中

で邪魔されるのを好まない(.32)0 13. 人中で爪の掃除をする人を見るといやた気がする(.24) 

の13項目である O叉第二因子 GDに対して負荷量の大きた項目は、 1. 動作が速い(.81) 2.短か

い時間に沢山の仕事をする ζ とができる(.60)0 3.一つの仕事から他の仕事へと忙しく立働く
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( .53)0 4. 口数が多い(‘45)0 5.気がるたたちである(.40)0 6.食事が人より速い(.38)。

7.実行する前に熟考するととがない(.36)0 8.時間があるのに患いで行< ( .34)0 9. ゆっ

くり考えて行動する方でない(.28)0 10.感情をじき外にあらわず(.23)の 10噴目である。との

他第四因子として、 1.一日のうちで色々仕事に変化のある職業を好む(.81)0 2. しばしばちがう

種類の仕事がしたい(.80)0 3. ゆっくり考えて行動ずる方でない(.57)という 3項目に可成り

高い負荷量をもっ悶子がえられたが、その意味がはっきりしたいので Gui1fordはこれに命名したか

った。その他の肉子は負荷量が低〈特徴がない。

さてその後の経過ははっきりしないが、上のようた掠作の結果、前に述べた STDCR及び G

A M 1 N と呼ばれる検査パツテリーが構成され、さらに幾分性質がちがうが oAg Coという三つ

の因子を含む使用者検蕊用質問表が構成されたのである(6，7，8)0 次ぎにとれら13因子の性質を簡単

に説明しよう O

S (社会均内向 socialin"troversion) 積極的性質一葦恥心、権遁性、社会的接触を避ける傾向O

消極的性質一社交性、社会的接触を求める傾向、人と一緒にいるのを好む性質。 ζれに対する項目例

一知合を選ばれた少数に限る、人中でだまっている、未知の人と話し始めに困難を感じる、しばしば

淋しがる、夕方を一人で過ごす、人生を真剣に考える、赤面する、人に指導的役割を委ねる O

T (思考拘内向 thinkingin"troversion) 積極的性質一眼想的叉は反省的傾向、哲学的傾向、自

己叉は他人を分析する傾向O 消極的性質一外向的危思想傾向O 項目例一他人の動機を分析する、過去

を追憶する、人生を真剣に考える、なずかしい悶題を解くのを好む、しばしば物思いに沈む、とまか

いととに注意する、気むずかしい、ほめられると仕事がよくできる。

D(抑欝性depression)積極的性質ーいてコも陰気である、悲観的気介、罪悪感。消極的性質一快活

さ、楽天主義。項目例一気むずかしい、自己を意識する、しばしば空想、にふける、心配性である、気

分が動揺する、感情を傷けられやすい、淋しがる、決心がつかたい、劣等感がある、興奮しやすい。

C (循環性傾向 cyclictendency) 積極的性質一著しい気分の変化、踏きやすいこと、情緒的不安

定性。消極的性質一気分の安定性、気持にむらがないとと O 項目例一気むずかしい、一時の衝動にか

ちれる，ほめられると仕事がしやすい、しばしば仕事を変える、空想、心航、気介の動揺、感情を傷

けられやすい、衝動的、興味がすぐ変る、淋しがる、感情的、ぼんやりしている。

R(のんきさ rhathymia) 積極的性質一気がるである、のんきである、活設さ、衝動性。消極的

性質一腰が重い、きれこちない、自己意識が強い、生真面白であるO 項目例ーのんきである、一時の衝

動にかちれる、刺i故を求める、議論が飛躍する、活援である、人をからかう、じっとしていない。

G (一般効活動性 generalactivity)積極的性質←烈しい活動に対する一般的な圧力O 項目例一動

作が速い、速く食事をする、速く歩く、活溌である、はりきって仕事を始める、愈ぐ、口数が多い、

衝動的、無鉄砲、集団の指導者となるO

A(支配性 ascendance) 積極的性質一社会的指導性。項目例ー未知の人との話し始めに困らな

い、困難にもめげない、組織的才能が爪る、社会的主導性をとる、人中で時るのが妻子き、責任をと

る、不時の出来事を先に立って処脅する、白骨の権利を守る、商売が上手O
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M(男子性 masculinity)項目例一身体的に強くたりたい、蛇、暗関、深い水を恐れたい、文学、音

楽、絵画、ダンス、草花、看護人よりも数学、科学、政治、狩猟、賭博、鉱山師、請負師を好む。

1 (劣等感 inferiorityfeeling) 積極的性質一自信の依乏、自己の過小評価、不適応感。項目例

一失敗したと感じやすい、じき当感する、興奮すると仲々平静に戻らたい、不器用である、人からは

げましてもらいたい、人から無視されるととが多いと思う、ぼんやりしている、じき力をjj-とす、決

断がおそいo

N(神経質 nervousness)積極的性質一驚きやすい、落付かたい、気が散る、いちいちする、色々

友ことが気にかかるO 消極的性質一平静である、沈着である、ゆったりしているO

O(客観性の欠乏 lackof ohjectivity) 積極的性質一何でも自分に関係付ける、過敏性、じきう

ろたえる、神経質である、批評を気にする、人に面倒たととを押しつける、じき気分を害する、色々

なととを気にするO

Ag (愛想、のないこと lackof agreea hleness )積極的性質一人の意見をききたがらない、大抵の人

を馬鹿だと思う、負けずぎらい、友好的でない、威張るのが好き、利己的である、 しばしば人と争

う、人の意見を軽蔑する、自負心が強い、あつかましい。

Co (協調性の欠乏 lackof ωoperati veness) 積極的性質一人を信用したい、人はずるけるもの

と思っている、交通整理を好まない、上役を好まない、財関に反感を抱く、あらゆる成功者に対して

疑惑をもづ。

以下参考のため GuiIford-Martin の三つのテストの項目を掲げてゐ ζ う。

An lnventory of Factors S T D C R の項目は次の通りであるO 原文は質問形に友っているが、

以下では叙述形に直して簡単に意訳しておく O 括弧内の左側は yes，中は?、右側は noを意味し、

指数のない項目には 1点、指数2の項目には 2点が与えちれるO

1 書くより話す方が知寺を伝えやすい(一一5) 17 会合の席ではいつも後の方に引っこんでL、る

2 友達の数は少い方がよい (5-R) ( 5D，5，R) 

3 会合ではいつも指導的な役目を引きろける(ー 18 勉強より連軍が好きである (R-T)

-5) 19 親しい者かち待たされると、かんしゃくを起す

4 心配i生でない (R2-T) (DR一一一)

5 こまb丸、、めんどうな仕事が好きである (T-R) 20 人中に出て話をするのが好きである (T，S，5D) 

6 いんきである (TDC-R) 21 過去のことや未来のことはあまり考えない

7 知らぬ人と話す時は固くなる (5一一〉 (一一-TD)

8 よく考えないでろっかり行動することが多い 22 気分がしばしば動揺する (TDC一一)

(CR-T) 23 動作はあまり活漉でないくー-R)

9 ほめちれると仕事がよくできる (TC-) 24 人よりもおこりっぽL、たちである (TDC-R)

10 いろいろちがう仕事がしてみずこL、(CR一一) 25 色々な人主知合いになるのが楽しみである

11 目上の人の前に出ると固くなる (5D，5，R) (-5，5) 

12 空;自にふける癖がある (DC一一一〉 26 人中ではだまつ・ている (5-R)

13 人生は楽しめるだけ楽しむのがよい (TR2一一) 2:7 新しいことにもすぐなれる (R，5， 5) 

14 何か不幸が起りそろで不安である (DC一一) 28 感情を外に表わしゃすい (C一一〉

15 時々ポカシとしていることがある (C一一〉 29 いつも自分について考える (TD，Dー)

16 人の批評は余り気にしない (R一一) 30 人の気持を色々分析する傾向がある (Tz一一)
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::31 いつも世間の事に気をつけている (R一一〉 64 空想にふける (C一一〉

32 度々ゆろうつになることがある (DC，DC-) 65 わけもないのに喜んだり悲しんだりする

33 大事なときになろとガタガタふるえてくる (DC-) 

(SC，SCー) 66 人目に立つようなことが好きである(一一S)

34 仲々決心がつかない (S，S-) 67 人かちからかわれても、めったに怒らない

35 起きていても夢ではなL、かと思ろことがある (C-D) 

( SD，S-) 68 人のするととの裏党三替えることが多い (T:!一一)

36 人とー紅白にはしゃぐことはめったにない 69 嘆行する前には、もち一度ゆっくり考える

(--R) (--CR?) 

37 人中でしゃべるのは気が引ける (S，Sー) 70 多勢の人に見られていると思うと落付けない

38 新しい友達はめったにできない (S，Sー) (S一一一〉

39 街跡的である(自分がおさえちれない)(CR:!一一) 71 何が起つでも割合平気でいられるくT一一)

40 社交的な集りのr.t，じになる (-S，S) 72 後からああすればよ・かったと恩ちことが多い

41 度々元気がなくなる (DC一一〉 (S-T) 

42 入が見ていると仕事ができない (S-R) 73 活稜である (R~ ， S，S) 

43 度々考え込む鮮がある (Tq一一一〉 74 深く物事を考える傾向がある (T2一一)

44 とてもありそうもないことを空想する CCR，Cー〉 75 自分はつまらぬものだと思ろくDC-)

45 異性(男なち女)の前では人一倍恥かしがる 76 困ることがあっても朗らかでいられる(一一DC)

(S，S，R) 77 人をかちかろ癖がある(九一一ー〉

46 用心深いすこちである(一一九) 78 往来では何んだか人から見られているよろな気が

47 いつも何か刺激がほしい (R2一一) する (C一一)

48 興味がじきに変りやすい (CR一一) 79 人中にいてもふと淋しくなることがある

49 退去の事交考え込む締がある (T2DC-ー) (D，Dー)

50 去っけもたく自分がみじ仇だと思ちことがある 80 レつも人に引け目白感じる(劣等感がある)

(DC，Dー〉 (SDC，S.R) 

51 度々自分が思いとL、ち気持に悩まされる 81 政治家より科学者になりTこい (S-R)

(D，Dー〉 82 !馬鹿正直である (ST2D-R1)

52 時々一人ぼっちナさと思ちょろな時がくる 83 自分で話すより人の話をきく方である (S一一)

(SDC一一ー) 84 人はいつも自分のうわさをしているよろに思う

53 他人から批評されるとひどく悲観するくDC.D，R) (TD，Dー)

54 はずかしがりやで困る (S，Sー) 85 一人でゆっくり考える時が法しい (T-R)

55 陽気な会に出ろより家で本合脅すf方がよい 86 時々その日の出来事が気になって眠れない

(ST-R) (DC，Dー〉

56 恥をかいた経験は人一倍忘れられない 87 伺のあてもなく散捧に出ることがあるくRs-T)

(STD，D，R) 88 いやな人は道で出会つでも避けて通る (D一一)

57 仕事にいろいろ変化のある職業につきたい 89 すく官能とでも友達になれる (-S，S)

(CR一一) 90 JiI'作はハキハキしている (R-S)

58 早〈決心すればよかったと後悔することが多い 91 人前に出るのは恥かしい (SDC， S.~)

(DC，Cー〉 92 講演を聞いていてもそわそわしていることが多い

59 感情的である (C一一) (R2-T) 

60 気が散って因る (DC一一〉 93 人は度々私を誤解することがある (DC一一)

61 話かけられた時気楽にすぐ返事ができる(R-S) 94 異性〈男なら女〕の友達はほとんどできたい

62 早合点、の傾向がある (CR~一一) 、 (S一一)

63 指導的な役目は他の人にやってもらいたい 95 時々気が散って考えがまとまらない (C，C-)

(S一一〉 96 しばしば興奮することがある (DCR，Cー〉
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97親友にも自分のことを話すのは好まない

(-R)  

98余り身なりはかまわない(一一R)

99 友達と真面白な話をすることを好む (T~一一)

100会合の席では余り自分の意見をはかない

(--R) 

101むずかしレ問題を考えるのが好きである

(T~一一)

102自分の心女反省(分析)するのが好きである

(T?-R) 

103一人きりでL、f::..'I.、 2ニ思ろことが時々ある

(TDC一一)

104人の行いが大変気になるたちである (T一一)

105何でもよく考えて見なければ気がすまぬ

(T~一一)

106未来のことには興味がない (R-T)

107運動競技を見ているときはいつも夢中になる

(R一一)

108坐っていると気が落ちつく(一一D)

109人づきあいはよい方である (CR，S，S)

110真面目な劇より万才がよい (R一一)

111疲れていても仲々寝つかれない時がある

(DC一一一)

112極めてのんきな性質である (R2-T)

113自分の仕事に生命をささげる (T一九)

114人の中で働いている時が一番楽しし、 (R-ST)

115世の中には不幸より幸福の方がず、っと多いと，思う

(一一S)

116しばしば物思いに沈むことがある (T~DC一一)

117心配で眠られぬことが度々ある (DC一一)

118人との交際が好きである (R-S)

119今の青年は道徳的に菅よりも優れていると思う

(R一一句)

120過ぎ去った失敗をいつまでも気にする傾向がある

(TDC一一〉

121頭の働きがよくなったり悪くなったり定まらない

(C，C-) 

122 '1. 、つも出来るだけ人を避ける傾向がある

(SC，S-) 

123お祭さわぎが好きである (R-T)

124失敗するとそれがし、つまでも忘れられない

(TDC，DC-) 

125会やグル{フ。のために働くのが楽しみである

(R一一〉

126自分の将来については極めてのんきである

(-D，D) 

127生きるのがし、ゃなほどゆろろつな時がある

(DC一一)

128こちらから求めて友達を作ることが多い

(R，S，S) 

129過去の過ちを考えてくよくよ時を浪費する

(DC-) 

130世間からはなれて暮らすのはたまらない

(-S，S) 

131生きがし、のあるよろなことはめったにないと思う

(DC--) 

132時々眠る前にその日の出来‘事をずっと振りかえる

(TDC一一)

133世間のつきあいは全く時間の浪費・である

(D一一)

134不平が多いずこちである (TョC一一)

135 '1. 、L、かげんな宣伝をしている人を見ると腹が立つ

(TD一一)

136人が来てちるさいと思ろことが度々ある

(TD一一)

137思ちょろにならないと人を恨む (C一一)

138気分は犬休おだやかな方である (-DC，DC)

139娯楽に行くときは大抵連れがある (-C，C)

140大体いつも機械がよい (-D，D)

141くだらぬ考が頭を去ちないので困ることがある

(DCR一一)

142人との交際はうまくやっていく方である

(-S， SD) 

143勝負に負けてくると、ひどくあわてる (C，Cー〉

144昔よかったことを考えて時をすごす (CR一一)

145偉い人に会う時は尻ごみされる (SC，SC-)

146いつも疲れた気持である (D，Dー)

147昔の自分は死んでしまったと思うことがある

(C，C， Tz) 

148人中に出ても別段固くならない (T2-S)

149友達が出来ても余り長つづきしない (R一一)

150色々な突世間の活動がしてみたい (R-S)

151人前で赤面して困ることがある (S-R)

152会話の最

(TDC一一〉

153自分は人から余りよく思われていない (C一一〉

154人からじろじろ見ちれているような気がする

(DC一一〉

155元気が溢れたり消耗したりして変化が激しい

(C，C-) 
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156時々なぜ人はあんなことをするのかと考えてみる

(Tz一一一〉

157秘密を打明けられる人はめったにない(不問)

158人とつきあうより本に親しむ方が面白い(不明)

159時々何に対しても興味がなくなる (DC，Dー)

160計画を立てるより早く実行がしたい (R一一う

161時々人生の意表について考える (Tz一一)

162怒りやすいがじきなおる (CR一一)

163時々 5年先きにはどちしているかなどと考える

(C一一)

164返屈した時には何か強い刺激がほしい (CR一一)

165いつも健廉である (-D，DC)

166お客をもてなすのが楽しみである (-S，S)

The Gu凶il日foωrd一一一白‘-M

167周聞の人々の気分がすぐ自分にも伝染する

(DC，Dー)

168人中で間違ったときは人一倍悲観する (S，S，R)
169空想にふけるのが楽しみである (TC--)

170今は不幸でもやがて幸福な時が来るだろろ

(C一一〉

171人と一間にし、るのは気づまりである (SD，Sー)

172陽気に仲間と時を過ごすのが好きである

(CR，S，S) 

173自分の気持を反省することは好まない (R-T2)

174何でもめんどろなことは好まない(一一T)

175上のよろないろいろの質問はばからしいと思う

(一一T)

目録は G項4引1、A項5ω0、M項5臼2、I項6ω9、N項6ω9から成り払、 とのうち 9項目だだ、けがが守電複している。 採

点紙がないため精確な対応がわから完友にいので、それは省略することにした。なゐとの目録には 186問

から成る省略形があるO

1 誰でも自分については自分が一番よく知っている 26 つまらねことでいらいらすることが多い

2 自分の性格は他の人とは大分ちがっている 27 人かちi経:唱されるとすくI哀を立てる

3 てきぱきと牧事を片付ける 28 馬が虐待されるのを見るとたまらなくなる

4 どちらかといろと不器用である 29 自分には大抵のことができそろな究がする

5 人中でお化粧をする人を見るといやな気がする 30 退居することが多い

6 実行するも前にもろ一度考えなおしてみる 31 気のきいたことをいおうと思ちがし、wつもおそすぎ

7 気持を慌にあムわしやすい る

8 目立つよろな席に坐るのを好まない 32 自分は社会から適当な報酬を払われてL、る

9 軌を値切って買ったことがある 33 目との人に叱られるとすぐ泣きそろになる

10 物売りなどを断ることが仲々できない 34 困難な時は却って描勢を張り通す

11 人から云われずに日記をつけた経験がある 35 劣等感で強〈苦しむことがある

12 自分のょいと思ろことは人にもすすめたい 36 健康は人並み以上である

13 深い水のあるところは恐ろしい 37 映画]やラジオで度々興奮することがある

14 何事もあまり迷わずに実行ができる 38 ぐずぐずする人をみているといらいらしてくる

15 思うよろにならないとすぐ気がくじける 39 坐ればじき気分がおちつく

16 痛みは割合平気で我慢できる 40 念、に刺激されるとひどく構くことがある

17 涙もろい 41 押売りを断るのがわずかしい

18 自分の財産は不当に監理されている 42 押しつけがましい人は避けるよろにしている

19 人はL、つも自分をみとめてくれる 43 府民が後から来た人な先きにするとj主芯してやる

20 自分のなすべきことに余り迷ちことはない 44 自分の仕事をのぞき込わ人は貯まない

21 余り永レ間両親から離れて暮したくない 45 多くの人と知合になるのが楽しみである

22 人からいつも注目されてし、るよろな気がする 46 自分の着物のことでから刀、われるとすぐ気を悪く

23 新しいスポ{ツを習い?の、とは思わない する

24 人の成功に対してはいつも気楽にお祝をいろ方で 47 食事は人一倍速い方である

ある 48 I訪作はゆっくりしている方である

25 いつもベシや銘舗に力を入れて太い宇を輯〈 49 いつもはりきっている
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50 あわてると仲々落付くことができない 94人に勝手なことをされても大概はだ空っている

51 興味が度々変化する 95仲々突いが止まちぬことがある

52 図書館員より建築家になりたい 96しばしば精神的な混乱を感じる

53 映画や劇のテグシ戸ユ/を好む 97夜墓地を平気で通ることができる

54 自分をおさえることができない方である 98きたない爪をみるのはたまらない

55 自分が主となって会を作った経験がある 99話をきいていてもじっとしていることが少ない

56 人前で目上の者から呼びかけられるのは好まない 100ぜいたくな着物を好む

57 どちらかというとおこりっぽいたちである 101汗の臭気を好まない

58 どんなことでもうまくやる自信がある 102親類は皆成功している

59 蛇はおそろしい 103友達の数は少ない方がよい

60 人のニ々ピを見るのはいやらしい 104羽を傷めたJ鳥を憐む

61 若い時分には楽しい時があった 105きしむ音を聞くとむしすが走る

62 新しい計画を実行してみたい 106いつも静かに落付いていたい

63 同年輩の者に比べてお金を作ることがうまい 107自分のすることは大括正しい

64 しよろと思っていることを催促されると腹が立つ 108自分の能力には自信がある方である

65 自分のためより上役のためによく働く 109往来で人かち見られているよろな気がする

66 鉱山で働くより草花が作りたい 110大抵の人は自分よりも要領がし、ぃ

67 釣針にかかった魚が可愛さうに思う 111むずかしい問題を考えるのが好きである

68 いつもまめに働くたちである 112短レ時間に沢山の仕事をする白{日がある

69 友人や家族の世話ばかりしている 113街蹴的である(自分がおさえられない〉

70 人から向う見ずだといわれることが怠る 114じっと坐っているのが人一倍つらい

71 自分の計ifF!iはし、つもなるべく変えたくない 115鉛筆をなめたり爪すとかんだりする癖がある

72 人のうわさに過敏である 116会などをうまく導いていく才能があお

73 目上の人がし、るといつも固くなる 117講師と意見がちがう時はすぐ質問する

74 政治家よりも芸術家になりず品、 118よくぼんやりしていることがあろ

75 人よりもずっと早く仕事をすることができる 119人の前で話すのが好きである

76 勉強よりも運動が好きである 120不精だといわれ示と肢がすーη

77 困難な時には汗をかくことが度々ある 121いつも時間より平くtBかけていく

78 一つの仕事が済むとすぐ他の仕事にうつる 122口数が多い方である

79 寄附を募集する役は引受けたくなし、 123人からさいそくされないと働かない

80 1~11違った発言に対してはすぐ弁駁する 124身体的に人より劣っていると思う

81 夜眠ちれぬことが多い 125植林をやらよりデザイナ F になり?でーい

82 時々じっと動かずに坐っていることがある 126興奮しでもじき平静になれる

83 何かする時あまり他人に気がかしない 127責任は自分ひとりで引受ける

84 競技の時はしばしば固くなる 128野外に獄などに行くのを好わ

85 人一倍長い時間限る 129失心しhことがある

86 失散しゃしなし、かと心配するこ Eが多い 130友人から軌を借りるのはとてもいやであ之》

87 人中ではいつもおとなしくしている 131自分の権利が侵害される時はいつも立上る

88 家族や友人は自分がえらくなると思っている 132友達は自分よりは幸福である

89 請負師になるより保母になりたい 133人はいつも自分の判断を信用してくれる

90 素人員却の仲間入りがしたい 134物思いに沈むことが多い

91 なるべく面倒なことにはかかりあわぬ土うにして 135順番を乱して列の先に入る人には注意してやる

L 、る 136 ろなされることが時々ある

92 勘定が高いと思ろときは遠慮なく申出る 137 ノミを見るといやな気持がする

93 名前を云い合ろ時はL、つもこちらから先にいろ 138人かち励まされないと仕事に張合が出ない
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139仕事がないときはL、つも何か手なげさみをしてい

る

140探険家になるより秘書になりたい

141野卑な言葉をにくすr

142 怒勺ても原因が去れば速かにl~û復する

143興奮的な楽しみより静かな楽しみた好む

144符盗がもっと美しければよいと思う

145心が定まらないために時々脱線することがある

146爪をかわ人を見るのはL、やであお

147困難にぶつかるとすぐ討がくじける

148しばしば刺激を求める

149一寸したことがすぐ仕事の邪魔になる

150会合のi~役の人に按拶するのが属崎される

151食堂で思い食物を出されたl時はl白:なに抗議する

152何か事件が起った時は進んで一子助けたする

153附売が好きである

154大勢で何刀、する時は進んで指j母滑になる

155馬鹿といわれると討にさわる

156強盗が心配になる

157何かするのに人一昨エネルギ{宥使う

158成功欲が人--f汗強い

159神経質な方である

160じきにうろたえるブjである

161想像の友述をもったことがある

162強い感動の後何も干につかねようになった経験が

ある

163子供の時はよく Lい、うこと右をffぎ~bかIド、な β

1凶64買4物羽に欠F点‘三1カが:主あ》つナたこときはすぐI版民母詩に乙いく

165いやな仕事でも割合我慢してやり j麗すことができ

る

166聞や吋をピグピクさせる癖がある

167ひげをそらぬ男を見るとう気分が意弘、

168自分よりずっと強L、相手とでもベストなはして勝

れする

169人に待たされると人F イ川、 F凡、らする

170見込の少ない場合でも機会をとらえてやってみる

171 人中で爪の削除をする入党見るとえ分が~~~~~、

172神経がし、らだつことが度々あお

173勝負事よりダンスのブjがよい

174火を特にこわがる

175何事も自分の窮極乃理想を妨げらことは‘むきない
僚

と思ち

176子供の時しばしば仲間をり戸ドしたことがあろ

177面倒な事は出来るだけ避けるようにしω、る

178不利益でもすることはしないとえがす?ない

179 )1，......)1，.に背くプレイヤ戸には遠慮な〈注按ずる

180友人が自慢する持物も自分には大抵何でもない

181人並は子れたことは恥しくてできない

182用がある時は超過動務を断って蹄る

183人違いで挟拶した時はひどく困惑する

184勝負の慣から指図されるのは大きらいである

185いつも疲れた気持である

186子供。九時仲間はずれにされていた経験がある

187 rR1¥'、地下室に入る時別にこわいとは思わぬ

188道ヰピ庶く時は人一倍速い方である

189大きなグそなどを見ると虫ずが走る

190同性の友達同志、でキスするのはたまちない

191大きな自でびっ〈りすることが時々ある

192究楽なたもである

193特技叉は特別の趣味をもっている

194いつも何かしていないと気がすまない

195最近5年間に了二度以上何かのリ{ダ F になったこ

とがある

196しばしば元気があふれで図お

197人一倍食啓治立盛んである

198弾の入っている銃を扱ろのはこわい

199しばしば入力込ら貯かれないことを恐れる

200義理で判戚の:者をキスするのを好まぬ

201高いところに立つのは人一作品ろい、

202負けずぎらいである

203音が永く鳴っていると神経がし、ち立つ

204時々生きがし、がないよろに思うことがある

205時々もっとお金がほしいと思うことがある

206自分の意見はかえにくい

207年とってからのことが心配である

208就職の件で人に依頼するのは臨E署される

209文学や美学より数?とや科学の勉強がしたい

210人とけんかなするといつも後で後悔する

211朝記きた時にも疲労感の去ちぬことが多い

212異性の友達を作りたいとL、ち傾向が強い方である

213い〈ち喰べてもやせる傾向がある

214神経をしずめちために薬をのんだ経験がある

215 ¥， 、くち体をつかっても殆んど疲れない

216知らぬ人と話すのも別段苦にならぬ

217負けそろな勝負はすぐなげる

218肺病などになりはしまし、かと心配したことがある

219時々自分は人生 l)央敗者だι思うことがある

220西日抗議lJより何よ!'考えさせる躍IJ乃方を好すr

221日中でも休息し7品、ことが度々ある

222時々自分がもっとこ美しければと思ちことがある
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223理由もなく不安になることが時々ある

224何かする時は秩序立ててする

225あやうく乗物に乗りおくれた時ひどく腹が立つ

226青年時代家かち速く離れずこいと思った経験がある

227他人は私のことを快活であろといち

228自分の出口を云いふちす人には必ず抗議する

229自分はどこか人より優れたものを持っている

230自分のチ{ムが負けた時は本当にくやしいと思う

231 早く目的地につきたし、と;li)せることが度々ある

232目上の人とも遠慮しないで一議論することがある

233i見が定めた範囲で生活することができない

234目上の者が余分の仕事を課するといらいらする

235何だかわう￥らないが何かがひどく欲しいことが時

々ある

236同輩よりも体力が強い

237今迄に自分に協力してくれなかった人が沢山ある

238好きな人が他の人とつきあうと不快である

239書いたり読んだりしている時のぞき込まれるのは

いやである

240仲間での活動ではいつも端役をさせられた

241いちいちすると消化不良などを起しやすい

242時々他人が羨ましいことがある

243新しい計阿にとりつく時は極めて熱心である

244人中で知ったよろな人に逢った時は大担話しかけ

てみる

245もっと力が強かったらよいと思ちことが時々ある

246仲々決心がつかず機会守失うことが多い

247 4動を投げつけナこし、ほと、腹がたった粧験がある

248機敏な行動を必要とする計闘に参加するときが一

番楽しし、

249話中に電話を切った交換手にはどなりつけずこし、ほ

ど腹が立つ

250もっと追った境遇に生れたらと思ちことが時々あ

る

251人のすることがおそいのでいらいちすることが多

L 、

252もっと身長が高かったち(低かったら)ょいと思

ちことカ:ある

253車がつかえてろごiJ>'1.斗時はひどくいらいちしてく

る

254人からあまり自分のことを聞かれるのは好まない

255自分より若い者は自分より楽しい生活をしている

256じっと動かずにする仕事は好まない

257何かにつけ自分は人かち無視されていると思月

258大抵のことは人上りも先きにすまぜる

259近所とち空<1.. 、かぬため住居ちと変夫?こL、と思った

ごと力:ある

260窓が仲々開かない時ひどくいちいちする

261入?てわけないよろにもっと強〈なりたい

262家の一許が遊びに出ても自分だけ喜んで官{守番をす

る

263人自に立つよろなこ Eはしすこことがたい

264最良の配偶者は世の中に一人しかないと胃、ち

265感情が激すろとじき棋が出そろになる

266できれば「つの仕事が済んでから他の仕事に移る

267 自分の道具党投げたりこわしたりするほど怒勺た

経験がある

268現代の社会では婦人は責任がないのに特権ばかり

ある

269階段を上る時いつもこ段ずつ空たぐ

270自分の府、4どからかわれると恨みに思ち

The Guilford-Martin Personnel lnventory 

の項目は次の通りである

1 人には各々適当な職分がある

2 人は金もちけよりも自分の職分を愛することが大

切である

3 適当な職分でないと成功することがわずかしい

4 努力すればどんな職業においても成功するこ左が

できお

5 大概の人は適職についている

6 上役ははっきりと仕事をきめてくれるような人が

望ましL、

7 過ちを繰返さないことは1~能に近い(一一Co2 )

8 個人の自由を束縛するよろな法律が沢山あると，思

ろ(ーCoョ，Coョ)

9 いくじのない人は我慢ができない (--Ag)

10 いつも白分について考えている傾向がある

(一一 O~)

11 暖助はしてくれても多くの人は冬れで迷惑するの

たおそれている (-Co，Co)

12 合法的脱税をする人を見ると不快である

(--Ag) 
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13 度々 人の，g:見がたしかめてみたい(-0，0) った経験がある(一一Ag2)

14 人から?比評されるとひどく気にさわる(一-Oz) 41 世間の人は大抵馬鹿だと思う(ー-Ag2)

15 Yes manは軽蔑すお(一一Ag) 42 時々人に打開け話がしたい(一一O2)

16 女は大抵ぞの責任を巣たす能力がない 43 わざと自分をi駈ける人がし、る(一一0)

(-Co2，Co己) 44 余り無礼な人には蹄ってくれとL九、たくなること

17 自分のよく知っていることで人が困っているのを がある(一一Agz)

見ると助けてやりたい (Ag2 ，Ag~ー) 45 収入以上の暮しをしている人が沢山あるよろに思

18 上役は大抵いやな仕事を目下の者に押しつける ろ(-CC'，Co) 

(一一Co2) 46 保釈制度はよい制度だと思う (Co一一)

19 人から指図されるのは好まない(ー-Ag2) 47 我慢しているのも知らないで私の気持を傷ける人

20 じきうろたえるたちである(一一0:;) が多い(一一O2)

21 誰かに自分の気持を読まれているような気がする 48 催眠術合使って私のしたくないことをさせようと

ことがある(-02，02) した人がある(一一O2)

22 何もかもうまく行かないと思う日が時々ある 49 自分は迷惑しでも人には成るべくしナ品、ことをき

( - 02，02) せて置く (A-O)

23 社長はできるなら勤労者から昇進するのがよいと 50 わざといやがらせをする人がある(一一0ρ

思う(一一Co) 51 新しい社会に入るときはそこでの重要人物を予め

24 恥をかL、ずこ経験はいつまでも忘れられない 知って置きず品、と帯える(一一Co2)

(一一心:;) 52 人と大いに議論するのが楽しみである(一一Ag)

25 一方の頬をも向けるような人はなぐられるのが当 53 法廷でも貧乏人は正当に取扱われないと思う

り前だと思う(一一Agョ) (--Ag) 

26 理由もなく人を恐ろしいと思うことがある 54 出世するた巧には舗をいう人が多い〈一一Co2)

(--0) 55 特に触れられたくない秘密がある(一-0，1)

27 独占事業は禁止すべきだと思う(一一Co:e) 56 ひそかに自分を見探っている者がある(一一Co:)

28 自分の功績を取ろうとする人がある(一一0) 57 自分の計剛は人より優れていることが多い

29 映画などの人物が自分に似ていると思うことが時 (一一-Ag)

々ある (--02) 58 非常に知能の高い人は多くは身体が虚弱であると

30 人の親切には裏があるように思われる〈一一0) 思ろ(一一Co2)
31 会のブラシは自分のが一番L、L、ことが多い 59 他人の争いを見てしばしば不快になることがある

(-Ag2) (--0) 

32 交通整理をもっとしっかりやってほしい 60 悪意で人から無視されたり鹿待されたりしたこと

(一一CO2) がある(一一Co2)

33 幸福になるには財力が必要だと思う(一-Ag) 61 大抵の人は指噂者に宵従する(一一Co2)

34 秘密結社は禁止すべきだ(一一Co) 62 自分に何かしてくれる人は大抵何かを期待してい

35 上役より高い給料を買うおう hのある人は少くな る人ずさと思ろ(一一CO)

い(一一CO2) 63 講演者が自分に話しかけているように思ちことが

36 責任のないことでひどく罰せられた経験がある 時々ある(一一-02)

(一一Co) 64 ずるい人は誰れかが負かしてくれればし、いと思ろ

37 話はいつも自分の得意な問題になりやすい (-Ag，Ag) 

(一一心) 65 大抵の人は人に気付かれなければずるけると思ろ

38 患者でも罰ぜられれば気の毒だと思(一一0) (一一Co:;)

39 自分が忠くもないのに窮地に陥ることが度々あ九 66 些細なことて予も議論で負けるのは堪えられない

(--O~) (一一Ag)

40 人から噌されて、しかもそれが誰t:J寸〉トむなか 67 よいことは大抵他人にせしめられるよろに思ろこ
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とが多い(一一Co~)

-68 人カリ甫たがるのを見るのはたまらない(一一0)

<69 今の世の中では引きのない人が出世することはわ

ずかしいと思う(一一CO2)

70 他人の権利を考える人は少ない(一一Co2)

71 いつも自分を人と較べる傾向がある(一一03)

72 多くの人は関を作っていると思う (--Co)

73 一般的にいって自分自身を守れぬ人は虐待されて

も仕方がなレと思う(一一Co)

74 ~金事は自分干しなければ気に入るよろに行くもの

ではないと思う(-C02，C02) 

75 いつも自分のことばかり考えていなくとも、人は

日分の努力で出世することができると思う

(Co--) 

76 自分はどもれかといろと神経質な方である

(一一03)

-77 両親の時代より今の方が成功の機会が多いと忠ろ

(C02.C02ー)

78 他人は必要以上に私の行動に気をくばっている

(一一CO2)

79 退屈したときは何か刺激を求める (--Ag2)

80 我国の教育制度は色々な点で極めて土くないと思

う(一一Co~)

81 人の忠告は大抵すなおに受け入れる方である

(0一一)

82 専門家でも大抵のことは自分より大して優れてい

るとは思わない(一一CO)

83 知合のうちにも監獄に入れてやり t..:¥、ような人が

ある(一一Agょ)

-84 色々生活様式を変えずごし、のでもっと収入が;壬しい

(一一Co)

85 余り役に立たないくせに報酬だけはよい人が沢山

いる(一一Co2)

86 友達を助けるたbたには雌をついてもかまわないと

思ろ(一一0)

87 友達や家族の者かム指関されるとひどく腹が立つ

方である(一一Ag2)

88 人の善行はすぐほめる方である (0一一〉

-89 人は度々自分のかげ口をいちょろである

〈一一Co2)

90 親友や家族の者がひどく痛がるのを見てはL、られ

ない方である(--0)

91 時々顔出しをしないと人治、β無視されるといちこ

とは本当だと思ろ(一一0)

-92 スパイのよろな人を個人れに沢山知っている

(一一Co~)

93大抵の人は心から信用しでもか空止ないと思ろ

(Co~一一)

9-1自分の恩ろ通りに人を動かすめがとても楽しみで

ある(一一Ag2)

95役員は結局自分の利佐を計るよ久になると思ろ

(一一CO2)

96 企業は漸次If~営にするのがよいと忠久

(一一Co)

97じき!感情TIJ与する?ごもであるくー--0;，)

98礼儀は大抵深刻な闘争そ隠すためわ粉飾にすぎな

L 、(一一CO2)

99央敗の責任はいつも日分におし勺け C)れる

(一一Co~)

100自分でなくてもすわよろなっ空 1>，ぬ仕事なさせら

れるのはかなわないと思ろ(一一0)

101人の同情をうるために自分の不幸合大げきにい円

人が沢山いる(一一CO2)

102人が私を利己的だといった時或る開度は尤もだと

思ったことがある (--Ag2J

103ひぞかに官、全負かぞろとしている人が弘ると忠、ろ

(一一Co2)

104つまらぬ仕事より、 η ムくとも面白い仕事が望ま

しい(--0)

105財力や権力をえて自分を軽く見広人ゎ府守あかし

てやりたL、と思月ととがjt)る(一一Agョ〕

106友人や家族な守おためにいつもトラフ 71がたえた

L 、(--Ag2)

107恨みは仲々忘れられない(ー-Ag)

108人1mの性質はよくたい点が多いと思 'j 一一Co2)

109，減突な友i圭.は少ない(一一OCo)

110人は私全心臓だといろ (-Ag2，Ag2)

111あムゆる事が皆自分に関係があるよ円に忠オ)11.-る

(--02) 

112余り威張る人にはわざと反対がしてみたくなるこ

とがある(一一02A民)

113わざと私にL、じわるちどする人が多い(一一Co2)

114皆が自分にぽ対しているよろに思ろ時が時々ある

(--02) 

115 )]i?獄図があった時何とはなしにつかまらなければ

ょいと思ったことがある(一-0)

116他人の，fE見をばからしいと思うことが時々ある

(一-Ag2)

117他人から自分のすべきことた注;巴ぐされると精にさ

わる(一一Ag3)
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118人とー慌に事手どする!時取り残されたと思ろことが

度々ある(一一O2)

119仲々人にだまされない方である (-Ag)

120政府はあらゆる市民に立派な生活をさせる義務が

あると思ろ(一一Co)

121重要な資材含遊ばせておく人はそれを盗用する人

と問ピ非難:てfilliずろ(一一Co)

122 私のことた不当に忠く噌する人がある(一一O~)

123 fui談の時相手は自分合響成していることが多い

(一一Co)

124 自分の今の地位は役ド足だと J鼠ろ(一一Co2)

125罰せちれなければ正庇にやって行く人は少ないと

思う(一一Co~)

126なくし軌をした時はじき人を疑行方である

(--02) 

127庄制者に威張んさせるのは多くの場合威躍らせる

人に責任があると思う(一一Co)

128時には抗議集会を聞いて団結の力で解決しなけれ

ばならね事があると思ろ(一一Co~)

129人から裏切られた経験がある(一-0)

130保釈制度は罪人にはよいが計会には有J雄くない

(一一Co)

131人を押しのけおよりも人に押しのけムれた-ljがよ

い (Ag-O)

132おせっD九、な人にはもっと自分の仕事に気合つけ

ろといってやりずこし、と思うことが主〉る

(-Ag2.Ag~) 

133正義のためには立ちにがらなければならねと思ろ

ことが時々ある(一一Ag2)

134役員を引き受けるのが好きである(一一A臥)

135払えないほどの借金たして悶った経験がある

1 YG性格検査の作製

(一一Co)

136 I，Jj体行動ではなるべく自分の計ffhjを興行させたい

と努力する(一一Ag2)

137人か九不当に非難された粧験が度々乱る

(--0宮Co2)

138人と争っても自分の権利を守らなければなムぬこ

とがしばUf払九(一一Ag)

139自分の功織全人に!持政りきれh経験がt，あ
(一一Co2)

140何!J.全世界の人にすまぬよろに思η7こ経!検が怠る

(一一0)

141失敗の責任官人-'ftiれわされた経験が弘る

(一一Co2)

142気をつけていたいと人はしばしば自分に仕事合押

しつける(一一Co)

143特に出しゃばらぜたくないと思う人がある

(一一Ag~)

144大抵の人は命令されなければ働かないL思ろ

(-Ag宮，Agョ)

145ぞの山楽を聞くといつも泣きたくなるよろな曲が

ある(一一一0)

146多くの人は日分がーケえるよりも多くの報酬をえよ

ろとすろ(一一Co2)

147 ~官f在f叫七ιよに合jわ)なLレ、こと βが;リh山:イウ'1

こと治が引;立清!i争々 Jあbも〉為 (一一Co町2) 

148人がかげで自分の日I":!合いっているように思ろこ

とがi時々ある(一一O2)

149列のJiiJに割込t人にはnβ:してやる(一一Ag)

150ハイ、ィ、ェ、戒は?のしむし合残らずつけまし

1::1)、

1. 項目の選揮。 さて我々は ζれらの13因子を出発点とし、日本語をmいて、成るべく少数の因

子で成るべく広〈性格の特徴を把握できるようなテスト・バッテリーを構成しようとする。そのため

には先ずとれちの因子を充分に表現し、代表しうるような特徴項目群を見附さなければならない。幸

い Guilfordの STDCRの採点紙を見ると、或る項目に対して特徴的反応を示した特猷被験者

群が何々であるかを知る ζ とができるO 例えば第一間「あなたは書くよりも訴すととによづて自分を

よりたやすく表現するととができますかJrc.対しては S特徴被験者併のみが否定的同容にゐいて特

に特徴を示したのであろう ζ とが推測されるO 叉第二問「あなたはえす色を選ばれた少数に限定する傾

向がありますか」に対しては S被験者群の肯定的回答及び R被験者群の否定的[司容にま2いてのみ著し

い特徴が現われているのである。そ ζで我々は少〈とも STDCRvr.関する限りにま了いては、同
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• 

じ型の回答を与える項目を抽出していくつかの特徴項目砕を作り、これを基礎として項目分析を行う

ことができると考え允。

かかる構想の下に分析の基礎として適当と考えられる反応の型を抽出した付果、 7欠ぎの如き 9種類

の特徴項目群がえられ1:0 ち

1. S項目群、 S被験者詳の肯定詰くは否定の反応にゐいてのみ特徴を示す項目 (12項目〕。

2. S~R 項目群、 S被験者群の肯定に特徴が現われると同時に、 R被験者群の否定に特徴が現わ

れる項目、及びその逆の項目 (12項目)。

3. T項目群、 T被験者群のみの肯定若くは否定に特徴を示す項目 (12項目)。

4. T-R項目群、 T 被験者昨の肯定に特徴が現われると同時に、 R被験者群の否定に特徴が現わ

れる項目、及びその逆の項目 (12項目)。

5. D項目群、 D 被験者群のみ向上 (6項目)0

6. C項目群、 C被験者群のみ向上 (6項目〕。

7. DC項目群、 DC両被験者群が同時に肯定若くは否定する項目 (12項目)。

8. R項目群、 R被験者訴のみ向上 (12項目)。

9. CR項目群、 CR両被験者群が同時に肯定若くは否定する項目 (12項目)。

ζれらを総計して96項目になるが、これら以外にも同じ型に属する項目がないわけではない。しか

し日本の習慣に合わぬものや、表現などがうま〈いかたいものは除くととにした。叉その他にもこっ

以上の被験者群によって特徴的反応が示される複雑た型の項目もあるが、それらも分析の基礎として

の純粋性を欠く故に除外された。

G A M 1 N 等には採点表に上の如き純枠性を識別しうるような表示がないので、 それらの肉子

については常識的に代表価の多いと思われるものを各12項目選出するととにし任。即ち

10. G項目群、 これは Guilfordの G項目 (12項目)。

11. A項目群、 これは Gu:i.1fordの A項目 (12項目)。

12. 1項目群、 これは Guafordの I項目 (12項目)。

13. N 項目群、 これは Gui1fordの N項目 (12項目)。

14. 0 項目群、 これは Guilfordの O項目 (12項目)。

15. Ag項目群、 これは Gui1fordの Ag項目 (12項目〕。

16. Co項目群、 とれは Guilfordの Co項目 (12項目)。

ζの他に第一部で取扱った YK検査から

17. Y項目群 (12項目)、及び 18.Y'項目群 (12項目)を加えた。

但し Guilfordの M 項目は余りにも心理学的意義に乏しいと思われるので、後にとの検査を西京

大学の男女学生各 100名に施・行した結果から、男女聞に有意差を示した項目を選出して、 ζれに充当

するととにした。

以上の 204項目の他、さらに諸種の検査を参照して重要と思われるもの36項目を加え、総計240聞

のテスト・パツテリーを構成した。
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項目の配列は1， 11， 21番……等rr.S項目を酷し、下 1桁に 2のつ〈番号には S-R，' 3わっく

番号には T、 4番に T-R、 5番陀 D 及びC、6需に DC、 7番に R、8番に CR、 9番R.Y、

10番R.Y'とした。 ζれら 10種類で 120番までを占めるが、 121番から 240番までの 1番には G、2

番には A、3番には 1(Mはとのテストでは省略されている)、 4番には N、 5番には O、 6番に

はAg、 7番には Coを配し、他の 8，9， 10番は追加された 36問に当てちれた。か〈して出来上った

テストが第12袈に示し売ものであーって、以下とれを YG予備検葦(失間前ギJレフオド予備検杏)と

呼ぶ ζ とにしよう O

第12表で括弧内の番号はオリジンを示すo Sは STDCR，G は GAMIN，Pは Personnel

Inventory， Bは Bemreuter，U は内田式神経質々問夜、 YKは失岡部 Kiblerを意味

する。

Table 12 YG予備検査

(アシチグ番号は逆に採点、したもの〉

l( S 1) 話すより響く方が気持を伝えやすい

2( S 2) 友達は選ばれた少数だけでよい

3( S 43 ) 度々考えこわくせがある

4( S 4) のんきなすこちである

5( S 51 ) 度々後悔で駒が一杯になることがある

6( S 14 ) 何か下幸が起りそうで不安である

7( S 16 ) 人の批評は余り気にしない

8( S 8) よく考えずに行動してしまうことが多い

9(YK 1 ) 多勢とー慌にいるのが好きである

10( YK 27) 心開性である

11( S 3) 会などの時はいつも人の先に立って働く

12( S 11 ) 目上の人の前に出ろと聞くなる

13( S 30 ) 人の気持を色々と推測してみることが多

L 、

14( S 5) こまかし、めんどちな仕事が好きである

15( S 79 ) 人中にいてもふと淋しくなることがある

16( S 41 ) 度々元気がなくなる

17( S 31 ) 周聞の人とろまく調子を合わせていく

18( S 10 ) 色々hがろ仕事がしてみたい

19(YK 3 ) いつもほがちかである

20(YK 30) 無口である

21( S 7) 知らぬ人主話す時は問くなる

22( S 73 ) 汚漉でない

23( S 68 ) 人のすることの裏合考えることが多い

24( S 18 ) 運動より勉強の方が好きである

25( S 88 ) いやな人とよ震で出会ろと避けて通る

26( S 50 ) わけもなく自分がみじめだと思ろ事があ

る

27( S 31 ) 人とー絡にはしゃぐことが多い

28( S 39 ) 衝動泊である(自分がおさえられない)

39(YK 4 )気立てがよい

30(YK 31) 引込みじあλJポある

31( S 25 ) 色々な人と知合になるのが楽Lみで書、る

32( S 42 ) 人が児ていると仕事ができない

33( S 71 ) 何が起つでも情合平気でいられる

24( S 85 ) 一人でゆっくり考える時がほしい

35( S 108) 坐っていても気分が落付かない

36( S 58 ) 平く決心すればよかりたと悔むことが多

L 、

37( S 46 ) .用心深いたちである

38( S 44 ) とてもありぞうもないことを塑想する

39(YK 6 ) 親切である

40(YK 35) すぐふきげんになる

41( S 37 ) 人litrで話すのは気がひける

42( S 45 ) 異性(男なム女〉の前では人一倍恥しがる

43( S 74 ) 深く牧事を考える傾向がある

44( S 87 ) 伺のあてもなく散歩に出ることがある

45(S 140) 大体いつも機蹴がよい

46( S 65 ) わけもなく喜んだり悲しんだりする

47( S 47 ) いつも何か刺激を求める

48( S 48 ) 気が変りやすい

49(YK 8 ) いきいきしている

50(YK 42) 気すfずかしい

51( S 38 ) 新しい友埠はなかなかできない

52C S 61 ) 人に対してはいつも気楽に返事ができる

53( S 99 ) 友述と真面白な話をするのが好きであろ

54( S 92 ) いつもそわそわして落付かない

55( S 146) いつもつかれた気持である
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56( 5 75 ) 時々自分をつまらぬ人間だと思う事があ 96( 5 129) 度々過去の失敗をくよくよと考える

〆J 97( 5 125) 会やグノt--プの為に働くのが楽しみであ

57( 5 77 ) 人をから刀、うくせがある る

58( 5 57 ) 仕事に変化がないとすぐし、ゃになる 98( 5 162) 怒りやすいがすぐなおる

59(YK 9 ) がんこでない 99(YK 18) 何でもあまりめんどうがちない

60( YK 41) 度々ゅううつになる 100(YK47)些細なことを気にやむ

61( 5 63 ) 世話伎はL、つも人に頼むことにしている 10l( 5 94) 異l性(男なら女〉の友達は殆んどできない

62( 5 26 ) 人中ではだきっている 102( 5150) 色々な枇聞の活動がしてみたい

63( 5 101) わずかしい問題を考えるのが好きである 103( 5161) 時々人生の立義について考えてみる

64( 5 102) 時々自分で自分の心を反省(分析〕する 104( 5123) お祭さわきごが好きである

65( 5 15 ) 時々ポカユ/として川ることがある 105( 5121) 頭がよくなったり!尽くなったり定まらな

66( 5 76 ) 困ることがあってもほがらかでいられる L 、

67( 5 100) 思ったことは透慮、なく L寸方である 106( 5159) 時々何に対しでも興味がなくなる

68( 5 62 ) 早合点の傾向がある 107( 5149) 友達は時々変わる方である

69( 5 27 ) 新しいことにもすぐなれる 108( 5164) 退屈したときは何か強L、刺獄がほしい

70( 5 134) 不満が多い 109(YK20) 気持があっさりしている

7l( 5 66 ) 人目に立つようなことは好まない 110( YK49) ぼんやり考えこわくせがある

72( 5 91 ) 人前に出るのが恥かしい 111( 5130) 世間から離れて一人で生活がしたい

73(5 104) 人の品行(行し、〕が気になるたちである 112( 5151) 人前で赤面するので困ることが多い

74( 5 106) 未来のことにはあまり興味がない 113( 5174) 何んでもめんどうなことは好まない

75( 5 28 ) 会(t与を印にあ r)わしやすい 114( 5114) 人中で働いている時が一番楽しい

76( 5 117) 心開で限れjしむことが度々あ九 115( 5139) 一人で遊びに行くことはめったにない

77( 5 107) 迫動説技な見ている時はL、つも夢中であ 116( 5167) JM悶の人々の気分がすぐ自分に伝染する

る 117( 5160) 計l耐を立てるより早く実行がしたい

78( 5 69 ) 実行するliijに考えなおしてみることが多 118(5172) 陽気に仲間と時をすごすのが好きである

L 、 119( 5 89) 誰とでも平気でつきあう

79( YK 14) 人中に出てもまごつかない 120(YK50) いつも自分はだめだと思ろ

80( YK 45) 会〈がきルない 121( G 3 ) てきぱきと牧事を片付ける

81 人r!Iではあがるたわである 122( P 18) 自分はし、つもいやな仕事を押しつけられ

82(5 118) 人とjよくつきあうのが好きである る

83( 5 105) 何でもよく考えて見ないと気がすまない 123( P 66) 負けずきらいである

84( 5 112) きヵ:るなすこち.cある 124( P 20) じきにうろたえるたちである

85( 5 59 ) 感情的である 125( G 9 ) 物の値段が高ければ遠躍なく負けさせる

86( 5 127) 生きるよ〉方、、ゃなほどゅううった時があ 126( G 8 ) 目立つような席に坐るのは好まない

る 127( G 5 ) 人中でお化粧する人はL、ゃな気がする

87( 5 110) 真面白な劇より万才の方がよい 128( G 166) 休の一部分をピグピグさせるくせがある

88(5 144) 昔のことな考えるのが楽しみである 129( G194) いつも何かしていないと気がすまない

89( YK 16) 誰とでもよく話す 130(YK10) 秘密をもたない

90( YK 46) はにかみやでJιる 131(G 47) 食事は人--fi¥J色、方である

91( 5 84 ) 自分で話すより人の話を聞く方である 132( P 36) 思くもないのに罰せられた経験がある

92( 5 128) こちらから進んで瓦誌を作る事が少ない 133( P 79) 平凡に暮すよりは何か変ったことがした

93( 5 156) 度々人はなぜあんな事なするのかと考え L 、

;s 134( P 22) 何もかも旨く行かないと思う日が時々あ

94( 5 113) 仕事はいつも真剣にやる る

95~ 5 95 ) 時々気が散って考えがまとまらない 135( G 10) 気が出L、ので物づ己り女断るのに苦労する
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136(G 16) 人からいつも見られている様で不安であ 170(YK19'1 人のあっb丸、がうまい

る 171( G 78) 一つの仕事がすむとすぐ次の仕事に移る

137( G 40) 忠に刺激されるとひどく鰐くことがある 172( P 70) 世の中の人は人の事などかまわないと思

138( G218) 肺病その他の病気を人一fi?とわがる う

139( G243) いつもはりきって新しい仕事にとめ:うφ、 173(P136) 新しい計!alIか立てるのが好きである

る 174( P 55) 人から触れちれた〈ない秘密がある

140(YKll) 誰からも好かれる 175( G 116) 会などをうまく導いてL、く才能がある

141(G 48) 動作はきびきびしている 176( G 108) 何治寸こつけて自信がない

142( P 54) 成功するためにはうぞも必要だと思う 177( G 149) 同 4 寸したことがすぐ仕事の邪魔になる

143( P102) 私を利弓主義だとL、ち人がある 178((; 7i) 困難な状川では河がmて来て困る

144( P 30) 人の料切にはド心がありそうで不安であ 179( S 98) 余り身なりそかまわない

る 180( YK22) ずこのまれたことはすぐ行う

145( G 69) いつも友人や観戚の世話ばかりしてし、る 181( G 121) ¥， 、つも時tlllより早く出かけてL、く

146(G 27) 軽;蔵されたと思ろとひどく腹が立つ 182( P 80) t止の rl1 は 1~公 fなことに満ちてレると風。

147( G 81) 度々わっ刀寸Lないで困ることがある 行

148( G 115) 鉛筆をなめたり)f¥をかんすfりする癖があ 183( P 138) 自分十守るには人と争うのもやむをえな

る
L 、

149(YK17) 人の批話が好きである
184( P (3) 滑演す聞きながら時々合槌すうっ癖があ

あ
150(YK23) 余り迷わずに決心がつく

185( G 127) 会心仕事などは喜んで引きうける
151( G 70) 人から向見ず記といわれることがある

186( G2(5) 興奮するとじきかiが出る

152 人から虐待された経験がある
187( G223) 理由もなく不安になることが時々ある

153( P1l6) 人の意見を度々馬鹿らしいと思う事があ
188( S 126) 自分の将棋につL、ては極めてのんきであ

4いヲ〉

る
154( P 37) いつも話題は自分のことになりやすい

1~9( S 136) 人がイミてうるコいと思うことが度々ある
155( G 83) 正しいと思うことは人にかまわす、実行す

190( S 24) 会〈が~lJ\、
る 191( G 122) 口数が多L、方である

156( G 35) 劣等感(人に劣る感じ)に悩まされる 192( P 92) スパイのような人が沢山いる
157( G 84) 競技などのとき固くなる

193( P149) 列の先に割込む人にはj議障なく i主意する
158( G136) うなされることが度々ある

194( P 71) 1. 、つも自分ケ他人と比較する傾向がある
159( G169) 空想にふけるのが楽しみである

195( G 147) 閤難にぶつかると気がくじりる
160(YK12) 物おしみをしない 196(G199) 人刀為ら邪臓にされはしてまいかと心配であ
161(G 75) 仕事は人よりもずっと速い方である

る
162( G 65) 人が見ていたいと大抵の人は怠けると J出 197( G254) 余 1)自分のこと索開D

つ :f.) 

163( P132) 余り出しゃばる人は押えるのがよいと思 19S( S 82) 馬鹿正I(J:て?ある

ワ 193( B 89) 大切な決心なする時も余 1)人に相談しな

164( P 42) 時々誰かに打明け話がしたい L 、

165( G 91) 成るべく面到なことにはかν、わり主 200( YK33) こうふんしやすし、

L 、 201( G 123) 人からざいそくされないと働かない

166( G 86) 失敗しゃしなし、かといつも心配である 202( P 95) へは結局利慾のために働くのだと思ち

167( G 114) じっとおとなしくしている心が苦子ーであ 203( P 41) 世rnlの人は馬鹿ばかりだと思うことがあ

Q る

168( G247) 物を投げつけず品、粧Jilを立てた経験があ 201( P 97) すぐ感i慌を傷付けられやすい

る 205:， G 152) 何ρ事件が担また時には進んで世話をす

169( S 97) 親友にも自分のことは打明けない ろ
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206( G242) いつも他人が羨ましいと思う 223( P 12) 不正なことはだまっていられない

207( U 50) 広い通りを慎切る時非常に不安になる 224( P118) わざ、とのけ者にされたことが度々ある

208( S 17l) 人とー拡にいるのが気づまりである 225( G 181) 人ともがちととは恥かしくてできたい

209( G 12) 自分のよいと思うことは人にもすすめる 2?6( G250) もっとちがち境遇に生れたか勺ナごと思う

210(G159) 神経質である 227( S 22) 気分がしばしば動揺する

21l( G 112) 短L、時間に沢山の仕事をする自信がある 338( S 116) しばしば物思いに沈むことがある

212( PI09) 鋭友でもほんとうに信用する事はできな 229 度々人の気持を確かめてみたい

L 、 230(YK44) いんきである

213( P 44) 失礼なことをされるとだまっていない 231( G262) 家の者が遊びに出ても喜んで留守をする

214( P111) 色々な事が皆自分に関係があるJ慌に思え 232( P141) 自分はL、つも運がわるし、

;s 233( P 19) 人から指関されろのはきらいであお

215( G 164) 民牧に欠点があればどんどん返しにいく 234( P122) 私のことをレ勺も忠("ぺ人がある

216( G246) 仲々決心がつかず機会を失うことが多い 235( G232) 日kの人とも遠置なく議論する事が払る

217(U 54) 気狂になりはしまいかと心配した事があ 236( G257) い勺も自分は人から無視されていると思
Q 、づ'

つ

218( S 103) 一人ぎりでしイこL、と思うことが時々ある 237( P107) 侮曙きれh恨みはL、つ?でも忘れられな

219( G 34) 困難な時は却って元気を出す L 、

220(YK37) 余りじようだんをいわない 238( S 152) 会話の最中にふと考えこわくせがある

221( G188) 足が速いので、いつも人を追いこして場く 239( P119) 余り人からだまされぬナこちである

222( P124) 人は私党充分に認めてくれない 240(YK38) 人中ではいつも後の方に引込んでいる

2. YG予備橡査の施行とその解答率。 とのこ予備検奈は昭和28年 5月19，21， 30の 3日聞に五り、

京都大学 1--2回生400名に施行された(上述 YK第二型式の施行直前である)。被験者は自分に当て

はまる項目番号をOで囲み、当てはまらむものは×、どうしても決められない時には( )で囲むよ

うに要求されるO 実験者は各項目を約6秒(読む時間 3秒、休み 3秒{立)で読み、総計約24分を費や

した。

被験者別の解答率は第13表及び第14表に掲げた。

これらの表中 AGroup， B Group としたのは全く偶然に 200名宛の 2群を作ったもので、両者

の差は些少であると思われるO 表の数値を集計すると 1)

O × ワ

A-Group 21261 23211 3528 

(44.3% ) (48.4%) (7.3% ) 

B-Group 22324 22432 3244 

( 14. Cマら〕 (46.7% ) (6.7% ) 

A十B (400名) 43585 45643 6772 

(45.4% ) (47.5% ) (7.1%) 

となり、 AB両群聞には全く有意の差はたく、合計ではOと×とがほぼ同数で、無答率は極めて小さ

"'0 
全員 400名中無答率%以上の者は 1名もなく、 2割以上の者は AGroupに15名、 B Groupに

討 1) 喫は第12表でアシチク番号をつけた24項目は採点が逆にしてあるので、この集計には幾分無理

ヵ，(払，ち。
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13名あるO ζの A Grorp の 15名中 12~tiは、後に 160 問から成る類似の YG 検査の第二型式を受け

たが、 ζの場合にも凡べて15%以上の無答率を示した。 20%以上のものは 9名である 01〉しかしとの無

答率の大きいというととは例えば Maslowの考えたように、或る性格特性を表わすものであるか否

かは明らかでない。少くとも YG検蒼の第二型式で測定された STDCRGAMINOAg

Coの 13特性との問には何らの相関もないように見えるO それはとの12宇;の被験者が ζれらの13梓性

について獲得した得点を比慨するのに、如何なる特性に::kいても高得点者及び低得点者が殆んど均分

に含まれているし、叉問分の一以上若くは以下の得点を示す特性が夫々37及び39合計初であって、偶

然の分醗から予期される156/2=78の価と全く一致するととからも知られる。

なおOの判断が×の判断の 2分の lに主主しない被験者は 4∞名中21名、逆の場合が 5名あるが、と

れらの者も我々のデータが示す限り YG検査の得勺点とは殆ん，!:'無十11関のように見えるO

項闘別の解答率は第15棄に掲げる。乙の表で重要なことは同じ京大分校生の 200名ずつのこ群が、

各項目に対して果して同じ型の解答率を示すかということである。表の数値を 2X3の が testにか

けてみると、 1 % levelで有意義のある項目は 19，62， 111， 162， 174， 176， 197， 198， 208の 9

項目であり、 5 % levelでは 52，79， 88， 135， 144， 172. 196， 209の 8項目合計17噴悶である。

とれらは何れも BGroup によってより内向的に反応されている。従って BGroupは AGroup 

よりも内向的な Groupであると考えられるO ζの差が如何にして生じたかは今のととろ決定する手

段がたい。ただ A，B両群共京大分校生から構成されているが、 A群は全部入学当初の一回生であ

るのに反して、 B群は一回生 132名と二回生63i';とから成るという十H異がある。

そζで ζの点を検討するために、 ζの一回生 132名と二回生.68名との上iLG17項目に対する解答率を

が testにかけてみると、有意差のある項目は 5% leve1でも僅かに88項と 174項との二項を認めう

るに過ぎたかった。従って上述第15表に見られた相異は一回生と二同生とによる相異では友いととが

わかる O

とにかく A，B両群の塾は 240項目中の僅かに 9項目(多く見て 17項目〕に過ぎないのであるか

ら、以下においては特に必要のない限り、 AGroupを以て京大生の代表と考えていくととにしたい

と思うo (なゐ上の17項目中88，197， 209の3項目は以下のテスト構成では全然使用されていない。)

吹き切に回答率の不規則友項目について考えてまyくととにしよう O 先ず無間寄事が10%を蹴えるもの

は次ぎの34項目である。そのうち20%を越えるものは140及び222の2項目にすぎ、ない。

7 (13%)， 19 (12%)， 22 (10%)， 24 (17%)， 29 (17%)， 42 (IO Oi;) ， 

49 (1691)')， 63 (13%)， 71 (1396)， 80 (13%)， 87 (139-6')， 97 (1296)， 

101 (10%)， 

140 (25%)， 

169 (10%)， 

213 (12%)， 

105 (14%)， 

141 (13%)， 

170 (11%)， 

113 (12%)， 

142 (13%)， 

175 (119(;)， 

219 (13%)， 222 (20%)， 

114 (13%)， 

143 (10%)， 

195 (10%)， 

223 (11%). 

115 (1096)， 

155 (13%)， 

202 (11%)， 

130 (11%)， 

160 (12%)， 

205 (11%)， 

註 1) 但しこの予備検査で無~r.:f': 乃低」、高で、型式 E の検査で高い者も認めちれろので、この関係は汐として絶

対的のものではない。
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Table 13 被験者別解答率

(YG予備検査 AGroup) 

Ss I 0 x ? TSS I 0 x ? I----=S_ 0 x ? I Ss I 0 x ? 

104 130 6 51 131 105 4 101 103 133 4 151 74 143 23 

87 91 62 52 95 117 28 102 116 124 O 152 133 98 9 

83 139 18 53 85 78 77 103 117 113 10 153 128 104 8 

120 112 8 54 60 122 fiK 104 80 111 49 154 90 14G 4 

87 140 13 55 123 115 2 105 121 100 19 155 121 114 5 

6 115 124 1 56 96 135 9 106 66 168 6 156 i 147 90 3 
7 116 114 10 57 86 148 6 107 106 119 15 日7| 67 126 47 

8 75 134 31 日|田明 10 108 129 107 4 158 94 125 21 
9 101 105 34 59 I 92 134 14 109 142 9:3 d 同 159 64 123 53 
10 89 107 44 60 66 145 29 110 120 118 2 160 105 131 4 

11 104 111 25 61 74 115 51 111 128 103 9 161 138 98 4 
12 146 E5 9 62 90 131 19 112 119 111 10 162 134 101 :J 

13 62 150 28 63 103 125 2 113 125 107 8 163 109 120 11 

14 138 7G 26 (j4 86 134 20 114 95 127 18 164 99 129 12 
15 113 112 15 G5 126 108 6 115 105 117 18 1C5 112 121 7 

16 143 86 11 66 79 94 67 116 115 116 9 166 105 125 10 

17 105 128 7 67 88 131 21 117 105 114 21 167 119 73 48 
18 87 150 3 68 133 91 16 118 135 96 9 168 81 89 70 
19 78 149 13 69 125 109 6 119 136 92 12 169 109 121 10 
20 94 128 18 70 93 144 3 120 90 143 7 170 136 85 19 

21 87 140 13 71 114 。1 :5 121 116 122 2 171 86 149 L同E 

22 53 116 71 72 113 93 34 122 86 141 13 172 99 124 17 
23 91 140 9 73 103 121 16 123 89 140 11 173 92 130 18 
24 123 84 .'13 74 77 162 124 9ア 143 。 174 145 90 d 円

25 105 132 3 75 151 84 5 125 140 97 3 175 167 53 20 

26 111 98 31 76 109 121 10 126 124 115 176 123 81 3G 
27 97 135 8 77 105 128 i ヲ 127 131 91 18 177 88 109 43 
28 94 103 43 78 112 111 17 128 100 129 11 178 113 103 2，1 

29 108 69 63 79 お7 1;39 14 129 115 112 13 179 110 125 5 
30 71 151 18 80 133 103 4 L~O 96 119 2G IRO 141 95 4 

31 141 95 4 81 99 119 22 131 84 146 10 181 91 129 20 
32 136 85 19 82 103 129 8 132 135 102 3 182 133 105 2 

33 148 86 6 お3 72 132 36 133 128 91 21 183 106 127 7 
88 98 54 84 87 145 8 134 86 144 10 184 92 132 16 
99 101 40 85 133 10-1 ‘r》， ]35 77 118 45 185 109 127 4 

36 115 123 2 86 お8 134 18 136 72 153 15 186 101 119 20 
37 117 117 6 円7 132 94 14 B7 121 89 30 187 97 126 17 
38 124 112 4 88 122 104 14 138 80 111 49 188 131 86 23 
39 98 115 27 お9 122 115 3 1ら9 J 22 113 5 189 89 147 
40 78 133 29 90 1;)8 101 1 140 111 110 19 190 137 94 9 

41 117 108 15 9] 113 117 10 141 94 140 6 191 111 116 13 
42 79 ]56 戸d 92 108 日9 43 142 101 127 12 192 74 149 17 
43 129 88 23 9:1 108 ]28 4 143 111 124 5 193 85 128 27 
44 116 122 2 H4 9:~ 130 ] 7 144 63 152 25 194 123 105 12 
45 74 164 2 95 140 90 10 145 96 130 14 195 124 71 45 

46 122 114 4 96 123 102 15 146 108 127 5 
47 110 125 5 97 91 136 13 147 155 83 2 197 I 93 95 52 
48 36 128 76 98 111 100 29 148 74 127 39 198 ! 101 115 24 
49 113 121 6 99 13:{ 96 11 149 126 106 8 199 I 82 126 32 
50 120 92 28 100 1 127 91 22 150 59 138 43 200 I 108 126 6 
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Table 14 被 験 者 別 解 答 ' 率

(YG予備検査 BGroup) 

。，.×
 

O
 

S
 

Q
U
 

い~ムー S9 I () :v: ? 

201 123 107 10 251 99 140 1 201 113 124 3 351 110 105 25 
202 135 101 4 262 106 134 O 302 127 92 21 352 150 86 4 
203 146 92 2 253 105 111 24 303 116 116 8 353 13~ 99 6 
204 93 142 5 254 114 113 13 304 143 54 43 354 111 128 
205 124 112 4 ~55 97 132 11 3C5 141 96 3 355 150 1<6 4 

206 106 128 6 256 142 48 50 306 133 100 7 356 97 143 O 
207 48 137 55 257 115 115 10 307 117 113 10 357 E5 151 4 
208 75 158 7 258 69 113 58 308 145 91 4 358 124 110 6 
209 63 102 75 259 148 84 8 309 86 141 13 359 125 106 9 
210 115 117 8 260 i 

87 142 11 310 118 114 8 360 73 152 15 

211 123 106 11 261 92 94" 54 311 85 138 17 361 81 140 19 
212 106 125 9 262 91 125 24 312 112 128 O 362 134 91 15 
213 149 75 16 263 125 105 10 313 140 96 4 363 102 131 7 
214 83 93 64 264 ， 104 93 43 314 80 128 32 364 103 ]24 13 
215 62 139 39 265 157 79 4 315 92 118 30 365 111 119 10 

216 135 94 11 266 142 53 45 316 117 122 1 366 89 124 27 
217 138 98 4 267 98 136 6 317 115 120 5 367 I 77 151 ]2 
218 79 122 29 268 57 152 31 318 142 97 1 368 120 114 6 
219 158 81 1 269 95 142 3 319 98 134 8 369 87 111 42 
220 65 102 73 270 117 118 5 320 144 95 1 370 9:'{ 134 13 

221 79 148 13 271 I 78 115 47 321 115 116 9 371 75 147 18 
222 60 136 44 272 C5 116 59 322 126 97 17 372 10811814 
223 88 136 16 273 1と5 77 28 323 109 131 O 373 141 91 8 
224 112 68 60 274 108、25 37 324 96 137 7 374 99 138 3 
225 121 107 12 275 108 114 18 325 104 135 1 375 87 127 26 

226 111 83 46 276 149 78 13 326 107 131 2 376 109 126 d 四

227 111 120 9 277 127 107 6 327 121 116 3 377 I 119 108 13 
228 134 99 7 278 105 ]28 7 328 12i' 76 37 378 115 119 6 
229 ]56 80 4 279 77 134 29 329 14] 99 。 379 137 96 7 
230 115 115 10 280 73 119 48 330 131 98 11 3~0 108 118 14 

231 141 98 281 94 72 74 331 106 127 7 381 93 129 18 
232 123 105 12 282 141 92 7 332 122 113 5 382 136 101 3 
233 122 107 11 283 98 131 11 333 104 134 2 383 59 135 46 
234 134 99 7 284 106 128 6 334 118 110 12 384i 108 132 O 

235 135 96 9 285 106 118 16 335 128 107 5 385 134 101 5 

236 105 110 25 286 95 117 28 336 160 76 4 386 ! 121 106 13 
237 108 112 20 287 138 38 64 337 i 104 135 1 387 107 124 9 
238 148 90 2 288 120 103 17 338 88 146 6 388 97 121 22 
239 117 115 8 289 123 97 20 339 116 79 45 389 125 93 22 
240 119 100 21 290 92 134 14 340 141 91 8 390 139 82 19 

241 85 139 16 291 139 94 7 341 93 136 11 391 110 98 32 
242 130 110 O 292 I 118 112 10 342 149 76 15 392 104 113 23 
243 146 64 30 293 146 87 7 393 I 145 90 5 
244 137 99 4 294 110 64 66 344 I 78 147 15 394 ! 135 96 9 
245 99 134 7 295 107 123 10 345 I 104 93 43 395 I 140 100 0 

246 98 117 25 296 72 166 2 346 I 98 140 2 
247 84 151 5 297 93 115 32 397 103 127 10 
248 114 119 7 298 99 123 18 348 I 141 93 6 398 ]29 107 4 
249 58 131 51 299 121 82 37 349 I 99 137 4 399 i 134 102 4 

80 159 1 300 91 137 12 350 I 114 120 6 400 I 88 151 

4即

-107ー



Table 15 項目別 解答率 (YG予(箱検査 京大生 400名〕

項目
A Group B Group ? 

O × ワ (コ〉く
項目

A Group ワ
υ × 

B Group q 
o x 

1 。~;:)円 93 12 110 80 10 61 109 76 15 122 59 19 

2 134 49 17 150 44 6 62*本 8:=1 97 20 114 67 19 

3 135 57 8 147 45 8 63 105 65 30 101 76 23 

4 111 77 12 111 72 17 64 177 19 4 169 26 5 
d 円 129 63 8 139 52 9 65 114 81 U 円 126 67 7 

G 34 157 9 43 148 9 66 121 64 15 133 55 12 

7 56 120 24 52 126 22 67 66 113 21 69 117 14 

8 79 100 21 89 98 13 68 101 85 14 105 87 8 

9 96 89 15 85 95 20 69 135 53 12 111 69 20 

10 108 80 12 129 62 9 70 60 128 12 79 110 11 

11 147 38 15 143 39 18 71 117 58 25 123 49 28 

12 111 74 15 129 55 16 72 86 102 12 103 87 10 

13 157 34 9 162 34 4 73 89 103 8 105 89 6 

14 60 123 17 64 122 14 74 154 26 20 156 34 10 

15 123 64 13 135 55 10 75 86 97 17 88 97 15 

16 106 83 11 121 71 8 76 27 165 8 31 158 11 
17 119 60 21 114 70 16 77 92 95 13 72 115 13 
18 127 58 15 115 75 10 78 46 132 22 52 131 17 
19** 80 94 26 63 116 21 79* 102 85 13 75 109 16 

20 76 107 17 88 94 18 80 67 109 24 71 102 27 

21 101 89 10 114 72 14 81 125 61 14 140 50 10 
22 75 105 20 91 89 20 82 84 99 17 92 92 16 
23 96 89 15 102 90 8 83 118 66 16 124 64 12 
24 82 80 38 78 92 30 84 85 102 13 85 95 20 
25 97 85 18 106 79 15 85 90 87 23 107 81 12 

26 70 121 9 76 117 7 86 52 142 6 66 128 6 
27 112 78 10 89 102 9 87 40 138 22 47 124 29 
28 54 131 15 68 115 17 88* 85 96 19 108 81 11 
29 120 4646235 4 

116 51 33 89 78 106 16 69 113 18 
30 111 124 64 12 90 103 89 8 122 64 14 

31 56 122 22 69 119 12 91 131 53 16 133 47 20 
32 108 75 17 123 60 17 92 112 73 15 118 63 19 
33 87 104 9 78 111 11 93 142 48 10 134 61 5 
34 160 32 8 154 30 16 94 148 37 15 143 42 15 
35 35 149 16 54 130 16 95 140 49 11 149 40 11 

36 85 102 13 91 98 11 96 103 81 16 113 76 II 
37 57 128 15 45 143 12 97 5:1 123 24 53 125 22 
38 126 66 8 133 63 4 98 82 102 16 83 106 11 
39 163 18 19 156 26 18 99 77 106 17 80 10218 
40 56 132 12 59 130 11 100 109 82 9 127 67 6 

41 111 71 18 117 72 11 101 115 61 24 129 55 16 
42 84 94 22 93 88 19 102 85 101 14 104 88 8 
43 135 52 13 131 56 13 103 145 47 8 161 38 1 
44 80 112 8 74 125 1 104 137 47 16 129 59 12 
45 49 141 10 63 129 8 105 68 101 31 86 90 24 

46 25 167 8 35 159 6 106 91 99 10 98 92 10 
47 104 80 16 106 83 11 107 37 157 6 36 152 12 
48 87 106 7 99 86 15 108 135 52 13 144 51 5 
49 95 72 33 76 94 30 109 113 65 22 112 74 14 
50 54 136 10 65 128 7 110 119 72 9 124 66 10 

51 83 99 18 98 86 16 111*ホ 42 144 14 79 108 13 
52* 61 128 11 86 102 12 112 88 104 8 98 89 13 
53 139 41 20 143 41 16 113 106 79 15 101 69 30 
54 175 20 5 160 34 6 114 152 28 20 134 36 30 
55 52 142 6 73 116 11 115 117 70 13 127 46 27 

56 117 73 10 131 64 5 116 92 88 20 99 83 18 
57 89 104 7 79 112 9 117 62 118 20 68 120 12 
58 85 95 20 93 96 11 118 146 37 17 147 38 15 
59 139 46 15 119 68 13 119 71 117 12 72 119 9 
60 101 90 9 102 92 6 120 31 157 12 51 138 11 

ゴ‘チグ番号は逆に採点した項目 o *は 5%、料は 1%levelにて有意差。
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項
目

121 
122 
123 
124 
125 

126 
127 
128 
129 
130 

131 
132 
133 
134 
135本

136 
137 
138 
139 
140 

141 
142 
143 
144* 
145 

146 
147 
148 
149 
150 

151 
152 
153 
154 
155 

156 
157 
158 
159 
160 

161 
162*本

163 
164 
165 

166 
167 
168 
169 
170 

171 
172ホ

173 
174** 
175 

176*ホ

177 
178 
179 
180 

Table 15 (続き)

A Group B Group 
o x ? 0 x 

86 98 16 76 110 14 
30 155 15 38 145 17 

147 34 19 160 29 11 
54 132 14 67 121 12 
31 157 12 33 156 11 

138 45 17 141 39 20 
136 42 22 138 49 13 
30 158 12 33 159 8 
66 120 14 47 137 16 
88 90 22 72 108 20 

64 134 2 52 140 8 
82 108 10 86 105 9 
140 49 11 136 50 14 
122 72 6 131 63 6 
118 70 12 90 95 15 

54 139 7 72 121 7 
83 101 16 97 91 12 
47 144 9 60 132 8 
117 60 23 125 61 14 
61 82 57 65 90 45 

82 94 24 58 113 29 
89 80 31 85 95 20 
61 124 15 59 114 27 
35 153 12 51 126 23 
18 172 10 13 178 9 

13814268 3 9 135 53 12 
67 5 63 134 3 
39 159 2 31 168 1 
50 137 13 64 123 13 
68 115 17 65 126 9 

41 153 6 56 138 6 
46 147 7 52 145 3 
132 53 15 131 62 7 
42 144 14 59 132 9 
84 87 29 84 92 24 

65 119 16 87 101 12 
114 75 11 136 55 9 
15 180 5 24 165 11 

117 64 19 137 59 4 
89 86 25 94 83 23 

60 120 20 52 133 15 
67 118 15 83 96 21 
127 58 15 129 55 16 
123 73 4 121 72 7 
60 122 18 52 129 19 

82 108 10 87 99 14 
56 126 18 45 136 19 
108 90 2 112 86 2 
42 137 21 54 127 19 
47 125 28 46 138 16 

104 80 16 93 91 16 
84 96 20 110 74 16 
164 25 11 165 24 11 
60 131 9 9~~ 99 8 
31 145 24 30 150 20 

46 129 25 83 102 15 
87 101 12 107 86 7 
67 121 12 68 122 10 
96 91 13 103 83 14 
146 41 13 131 55 14 

項
目

181 
182 
193 
184 
185 

186 
187 
188 
189 
190 

191 
192 
193 
194 
195 

196* 
197ホ*

198** 
199 
200 

201 
202 
203 
204 
205 

206 
207 
208** 
209* 
210 

211 
212 
213 
214 
215 

216 
217 
218 
219 
220 

221 
222 
223 
224 
225 

226 
辺7
228 
229 
230 

231 
232 
233 
234 
235 

236 
237 
238 
239 
240 
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A Group B Group 
o x ? 0 x ? 

108 78 14 95 94 11 
148 35 17 149 35 16 
118 61 21 136 49 15 
72 118 ]0 57 138 5 
39 143 18 45 146 9 

56 137 7 65 123 12 
45 150 d 四 58 134 8 
72 115 13 72 120 8 
93 97 10 ]11 78 11 
77 115 8 76 115 9 

60 129 11 56 131 13 
41 138 21 43 140 17 
20 167 ]3 21 173 6 
139 48 ]3 149 48 3 
123 5fi 22 122 59 19 

C9 123 8 97 92 11 
97 89 14 129 57 14 
50 137 13 80 106 14 
104 82 14 111 81 8 
70 118 12 91 100 9 

167 30 3 155 31 14 
104 77 19 104 72 24 
74 117 9 59 132 9 
104 84 12 114 78 8 
50 129 21 52 125 23 

36 155 9 49 141 10 
15 184 1 23 175 2 
46 139 15 74 111 15 
149 43 8 127 67 6 
116 69 ]5 126 63 11 

57 128 15 52 137 11 
51 127 22 55 128 17 
90 85 25 78 101 21 
64 121 15 72 114 14 
51 131 18 57 ]32 11 

116 65 19 130 63 7 
34 162 4 50 146 4 
140 54 6 144 49 7 
110 63 27 95 79 26 
72 119 9 74 110 16 

96 95 9 94 99 7 
65 95 40 66 92 42 
104 74 22 97 77 26 
27 169 4 36 150 14 
116 68 16 113 71 16 

71 120 9 69 119 12 
103 86 11 114 78 8 
115 73 12 131 60 9 
120 71 9 121 70 9 
45 139 16 42 138 20 

62 123 15 56 130 14 
35 153 12 50 139 11 
117 63 20 131 ちo19 
22 163 15 26 154 20 
106 84 10 101 88 11 

17 178 5 21 163 16 
60 126 14 70 121 9 
100 85 15 105 87 8 
128 58 14 109 66 25 
75 108 17 95 86 19 



Qe>回答率が 20%以下のものは 16頃目で次ぎの通り L牢印のものは採点が逆になっている)。

11*(199-6)， 46 (15%)， 54叱13%)， 74ド(15%)， 76 (17%)， 114穴16%).

128 (16%)， 145 (8 %)， 148 (17%)， 158 (10%)， 175 (1596')， 193 (10%)， 

201ぺ15%)， 207 (109"0")， 224 (16%)， 234 (12%). 

xの回答率が20%以下のものは 8項で次ぎの通り。

13 (17%)， 34 (16%)， 39 (11%)， 64 (l1Q的， 9t (20o{)')， 118 (19百)，

123 (169/0')， 182 (189{)'). 

3. YG予備検査の項目分析。 上に述べたように我々は S以下 18特性に対して犬々 12問ずつの

特性項目群を選定した。そとで今度は AGroupの被験者 200名の成績を用い、各特性項目若干.の得点

について夫々上位者 4分の lと下位者 4分の 1との 2群を選出する乙とにした。次ぎにこれらの 2群

が 240項目の各々について獲得した得点の総和をカイ二乗検定にかけて、有意差のある項目とない項

目とを識別しようとしたのであるO ζ の GP分析の仕事は結局18x240のイ聞についてカイ二乗検定を

行わなければならないから大変な手聞を必要としたので、カイニ乗の価の算出はやむをえず略拝を用

いた。従って第16表では小数点以下を省略してあるO しかし我々の目的に対してはとれで充分であっ

たと考える O

採点法はOをつけた場合2点、?には 1点を与えたから満点は24点であり、最低は O点である。似し

第 4項、第11項等長1+1に番目ー数字をアンチクにした24項目では逆に×をつはたものに 2点を与えるこ

とにしてあるO

カイ二乗検定の場合には?をつけた被験者の回答はO及び×の度数に半分ずつ加えるととにした。

第16表の読み方 例えば項目の 1の S特性に勺いていうと、 S特性項目 12胞の総得点につい

て高得点群(Q~以上)と低得点群 (Ql以下)とを分け、とれら 2 群の項目 1 に関する得点をカイ二乗検

定にかけた場合のがの価が24であることを示しているO 同様に項目 1 の S~R 特性については S~R

特性項目12暗の綜合得点について高得点群と低得点群とを分け、 ζれら 2群の項目 1に関する得点を

カイ二乗検定にかけた場合のがの価が20であることを示しているO 検定は 2x 2の式に従ったから

5 % levelのが=3.8， 1 96 levelの XZ= 6.6， 0.1% levelのが=10.8であるが、表中アンチク体

の数字はその持性項目12題の J:fl!亡当該項目自身が合まれているので割引きを必要とするO との自己尺

度による価に対する割引きの程度を如何ほどにするかについては色々考え方があると思うが、我々の

場合は充分な代表的価値を有する特性項目を選ぶのが目的であるから、暫定的にではあるがが=25

以下はあまり克分ではないと考えてみた。従って項目 1の S持出に対する代表価は充分にはフ・レグナ

ントではないということになる Oこれに反して S-R特性に対する代表価はが=20であって S特性の

24よりも小さいが、との場合には全く自分には無関係な尺度によって測られたものであるから、樹め

でたきな有意性を有することになるO

な主主 どの価でゴチク数字を用いたものはその特性噴目群と逆相関を有する項目であり、項目番号

でゴチク数字を用いたもの (24項目)は表現の肯定若くは否定が他の同一項目群の意味と逆になって

いるために、×に対して得点を与えた項目であるつ
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但し表中 M 項目の価は西京大学女学生と京大男学生との差を示すもので、後に述べる YG検査の

第一型式の項目選定に使用された価とは一致しない。

さて上に述べた尺度r-pに自分が合まれるためにどれだけ割引きしなければたらぬかという問舗をも

少し考えて見ょう O との内的基準の取り方によっては上に選ばれた12項目が特性の代表者として適当

であったとも考えられるし、叉槻めて不完全であうたとも考えられることにたる。今尺度比用いられ

る 項目数制的いた め に 山 値 目 然 起 る と期待され.QilUf.~ o =ウとし、

Ip-ql-φ 
=ニニニ ι ー ェなる式を適用すると、内的整合度の検定基準とすべきがの値は次ぎのよ

下/σp2+σ，/-2骨σpσq

うにたるであろう O

項目数 (n) 12 25 50 

f 1 % level 19 13 9.4 
N=l00 

5 % level 16 10 7.0 

1 % level 31 20 13.4 
N=200 

( 5 % level 27 16 11. 0 

N=G十 P

そζで第16表中アンチク体で示した自己尺度項目の値は、 ζの:f:号合被験者総数が2∞ 名 で あ る か

ら、 G群プラス P群の人数 Nは 1∞の場合にあたり、 5%レヴェルとすれば 16，1%レヴェルとすれ

ば 19になるわけである O 尺肢としてはやはりどうしても 1%1立は必要だと考えると吹きやのリストが

示すように、例えば S，S-R項目;群の如く殆んどすべての項目が有意義を示すものもあるが、その他

は必ずしも充分に内的整合であるとはいい難い。

基準以上のがを 基準以上のがを
示す項目数 示す項目数

S 項 目 11 CR 項 目 9 

S-R項 目 12 G 項 目 6 

T 項 目 8 A 項 目 9 

T-R項 目 4 項 同 9 

D 項 目 6 (6宅貞目中*) N 項 目 7 

C 項 目 5 (6項目中勺 O 項 目 9 

DC 項 目 9 Ag 項 目 8 

R 項 目 7 Co 項 目 9 

* 6項目の場合は上の基準に従うと 1% level 
29， 5 % level おとなる

とのように最初に選択された特性項目群は必ずしも充分に内的整合性をもったものではなかったの

で、我々はもっと完全たテスト・パツテリーを構成する必要に迫られた。それは単に内的整合性の視

点からだけではなく、各特性聞の独立性という視点からも可成りの疑問が持たれたのである。第16表

に見られるように多くの項目は多くの特性に対して一様に有意書を示している。しかもその程度は著

しく高いのであるO
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YG予備検査の尺度項目

s 項 目

51 新しい友遁はなかなかできない 53 

41 人前で器苧のは気がひける 52 

101 異性(男なら女)の友達lま殆んどできない 40

21 知らぬ人と話す時は聞くなる 39 

71 人目に立つようなことは好まない 38 

81 人中ではあがるたちである 35 

31 色々な人と知合になるのが襲しみである 34 

91 自分で話すより人の話を聞く方である 33 

61 世話役はいつも人に頼むことにしている 31 

11 会などの時はいつも人の先に立って働< 27 

1 話すより寄〈方が気持を伝えやすい 24 

111 世間かち離れて一人でー生活がしナュ、 15 

S-R 項目 f 

72 人前に出るのが恥かしい 79 

82 人と広くつきあうのが好きである 67 

噌

62 人中でlまだまっている

12 目上の人の前に出ると聞くなる

22 活濯でない

92 こちらから進んで友謹を作ることが少ない 55

42 異性(男なら女)の前では人一倍恥しがる 53 

32 人が見ていると仕事ができない 49 

52 人に対してはいつも艶欝に返事ができる 46 

102 色々な世間の活動がしてみたい 46 

112 人前で赤面するので因ることが多い 42 

2 友達iま選!まれた少数だけてやよい 21 

T 項目 χ2 

83 何でもよく希えてみないと債がすまない 52 

43 深〈物事を宥える傾向がある 50 

3 度々希えこむくせがある 33 

63 むずかしい問題を脅えるのが好きである 31 

93 度々人はなぜあんな事をするのかと脅える 29 

23 人のすることの裏を宥えることが多い 28 

53 友遣と鼻面目な話をするのが好きである 20 

73 人の品行(行い)が気になるたちである 20 

103 時々人生の意義について考えてみる 17 

113 何でもめんどうなことは好まない 14 

13 人の気持を色々推測してみることが多い 13 

33 何が起つでも割合平気でいら袖る 5 

T-R 項目 χ2 

84 きカミるなたちである 52 

4 のんきなたちである 34 

χ“ 

104 お捺さめぎが好きである

24 運動より勉強の方が好きである

14 こまかL、めんどうな仕事が好きである

44 何のあてもなく散歩に出ることがある

34 一人でゆっくり考える時がほしい

94 仕事はし、つも真実iJ:こやる

74 未来のことには余り興味かない

114 人中で聞いている時が一番楽しい

54 いつもそわそわして落付かない

64 時々自分で自分の心を反省(分析〉する

D 項目
。χa 

4

7

5

3

1

0

8

8

5

5

 

円

J

9

M

1

ム

1

A

1
ム

胃

A

55 いつも疲れた気持てゃある 67 

15 人中にいてもふと淋しくなることがある 54 

5 度々後悔で胸が一杯になることがある 52 

45 大体いつも機嫌がよい 39 

25 いやな人と準で出合うと置けて通る 34 

35 躍っていても気分が落付かない 28 

C 項目 f 

1

8

5

 

6

5

5

 

65 時々ポカンとしていることがある

85 感情的である

95 時々気が散って帯がまとまらない

4

4

2

 

d

4

A

A

A
せ

75 気持を顔にあらわしやすい 41 

105 顕がよくなったり悪くなったり定まらない 29 

115 一人で遊びに行くことはめったにない 8 

DC 項目 χ2 

26 わけもなく自分がみじめだと思う事がある 79 

16 度々元気がなくなる 72 

56 時々自分をつまらぬ人間だと思う事がある 59 

106 時々何に対しても興味がゐくなる 56 

96 度々過去の失敗をくよくよと希える 53 

86 生きるのがいやなほどゅううつな時がある 52 

36 阜〈決心すればよかったと悔むことが多い 39 

6 何か不幸が起りそうで不安である 34 

66 困ることがあっても!まがらかでいられる 21 

46 わけもなく喜んだり悲しんだりする 13 

76 心配で眠られぬことが度々ある 13 

116 周囲の人々の気分がすぐ自分に伝染する 12 

R 項目 f 

27 人と一緒にはしゃぐことが多い 52 

77 運動競技を見ている時はいつも夢中である 34 

107 友遣は時々変恥る方である 34 

47 いつも何か刺灘を求める 28 

117 計画を立てるより早〈実行がしたい 28 

57 人をからかうくせがある 25 

-116ー



17 周囲の人とう宮〈間予岩倉市せてい〈 24 215 買物に欠点、があればどんどん返しにいく 14 

貯金やグル}プの織に働くのが楽しみである 18 145 いつも友人や親戚の世話ばかりしている 4 

67 思った己とは遠慮なくいう方である 17 
I 項闘 χ2 

37 用心漂いずこちである 16 

87 真面目な劇より万才の方がよい 13 
156 劣等感(人に劣る帳じ)Iこ』脳宮される 67 

7 人の批評は余り気にしない 10 
166 失敗しゃしないかといつも心聴である 67 

196 人から邪離にされほし宮いかと心酷である 61 
CR 項目 χ- 216 仲々決心がつかず機会を失うことが多い 59 

68 早合点の傾向がある 53 176 何かにつけて筒慣がない 46 

8 よく帯えずに行動してしまうことが多い 49 136 人からいつも見られている栂で不安である 45 

28 衝動的である(自分がおさえられない〉 44 226 もっとちがう境遇に生れたかったと，思う 37 

48 気が変りやすい 41 206 いつも他人が親宮しいと思う 26 

58 仕事に変化がないとすぐいやになる 35 186 興奮するとじきi震が出る 24 

98 怒り最いがすぐなおる 35 126 目立つような席に舟るのは好まない 12 

18 色々ちがう仕事がしてみたい 31 146 軽蔑されたと思ちとひどく臨が立つ 12 

108 退屈したときは何か強い刺灘がほしい 29 236 いつも自分は人から無視されていると思ち 10 

38 とてもありそうもないことをZ思想する 23 
N 項目 χ“ 

78 興行する前に考えなおしてみることが多い 17 
177 一寸したことがすぐ仕事の邪置になる 67 

88 昔のことを考えるのが楽しみである 8 

118 陽気に仲間と時をすごすのが好きである 7 
227 底分がしほし!ま動構する 44 

137 愈に刺激されるとひどく驚くことがある 42 

G 項目 χ- 187 理由もなく不安になることが時々ある 37 

121 てきIまきと物事を片付ける 62 147 度々ねつかれないてー困ることがある 32 

161 仕事l玄人よりずっと速い方である 58 157 競技などの時聞くなる 29 

211 短い時間に溜山の仕事をする闘備がある 49 237 侮噂古れた憎みはいつまでも恵れられない 29 

141 動作はきびきびしている 48 217 気狂になりはしまいかと心配した事がある 15 

171 一つの仕事がすむとすぐ次の仕事にうつる 28 127 人中でお化粧する人はL、ゃな気がする 14 

191 口敏が多い方である 22 167 じっとおとなしくしているのが苦手である 10 

151 人から向見ずだといわれることがある 16 197 余り自分のこと令聞かれるのはいやである 10 

221 足が速いのでいつも人を追いこして歩く 16 207 rl¥¥，、通を横切るのが気づまりである 5 

181 いつも時間より早く出かけていく 9 。項目 χ z 

201 人からさいそくされないと働かない 8 134 何もかも皆〈行かないと思う日が時々ある 48 

131 食事は人一倍速い方である 6 204 すぐ感情を偶けられやすい 44 

231 家の者が遊びに出ても喜んで留守をする 6 174 人から鯛れられた〈ない秘密がある 35 

A 項閤 χ- 214 色々な事が皆自分に開係がある様に思える 32 

165 成るべく商倒なことにはかか恥りあめない 38 
124 じきにうろたえるたちである 28 

205 何か事件が起きた時にI~遡んで世舗をする 37 
164 時々離かに打明け器がしたい 27 

235 目上の人とも遺産慮なく識摘することがある 37 
194 いつも自分を他人と比較する傾向がある 24 

224 恥ざと除け者にされたことが度々ある 23 
185 会の仕事などは喜んで引きうける 36 

lG5 正しいと思うことは人にかま和ず興行する 35 
154 いつも髄踊は自分のことになりやすい 21 

184 講演を開きながら時々合槌を打つ癖がある 10 
195 困難にぶつかると気がくじける 34 

234 私のことをいつも悪く L寸人がある 8 
135 気が弱いので物売り走断るのに昔蝉する 25 

144 人の制切には下心がありそうで不安で乱る 7 
175 会などをうまく鳴いていく才能がある 21 

225 人とちがうことは恥かし〈てできない 21 Ag 項閤 χ-

125 物の値段が高ければ連置なく負けさせる 14 213 失礼なζ とをされると黙っていない 48 
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223 不正なことは黙っていられない 45 

133 平凡に暮すよりは何か変ったことがしたい 27 

153 人の意見を度々馬鹿らしいと思う事がある 25 

163 余り出しゃlまる人iま抑えるのがよいと思う 24 

233 人から指図されるのはきらいである 22 

183 自分を守るには人と争うのもやむをえない 20 

203 世間の人は馬鹿1まかりだと思うことがある 20 

143 私セ利己主義だとL、ぅ人がある 12 

193 列乃先に割込む人には遠慮なく i主立する 9 

123 負けずぎらいである 6 

173 新しい計附を立てるのが好きである 6 

Co 項目 f 

222 人!ま私をす分に認めてくれない 48 

202 人l土結局利懇のために働くのだと思う 41 

162 人が見ていないと大抵の人l主君、けると，思う 35 

172 世の中の人l主人の事などかま恥ないと思う 35 

212 親友でもほんとうに信用する事はできない 29 

152 人から嘩待された経験がある 26 

192 スパイのような人が津山いる 26 

182 世の中lま不公平なことに満ちていると思う 23 

142 成功するためには嘘も必要だと思う 21 

232 自分はいつも運がわおL、 17 

122 自分はL、つもいやな仕事を押しつけられる 11 

132 悪くもないのに罰ぜ:られた経験がある 10 

第17A表も同じ関係を示したものであるが、最上列の数字は各特性に対して 1% levelで有意えに項目

の実数であり、最左端の数字は同じものを 240項目に対する百分比で示した値であるO 表中の他の数

字は各特性問に一致して有意差を示す項目の実数(右上)とその一致一可能数に対する百分比(左下〉

であるO そこで例えば S特性群とらR特性群とは有意項目数が97%も一致しているのであるから、

Table 17A 有意項目の一致度数

(右 i二は実委主左下は%)

S 41 

S-R 50 

T 16 

T-R 17 

D 51 

C 27 

S S-R T T -R D C DC R CR G A M 1 N 0 Ag Co y y， 

98 119 38 40 122 64 105 64 44 54 89 15 124 101 97 33 69 127 148 

95 22 28 72 37 71 42 11 43 76 7 73 57 47 8 24 92 87 

97 24 32 87 46 84 46 18 44 80 11 89 C8 56 21 34 97 96 

58 63 15 31 22 28 12 9 6 12 0 27 27 25 2 19 26 29 

70 80 40 22 8 23 36 15 23 19 0 20 12 8 4 2 30 33 

73 73 82 55 61 93 25 28 25 57 11 104 94 50 12 46 92 107 

58 72 58 20 95 54 9 22 9 27 .5 58 56 50 11 31 43 56 

DC 44 I 72 80 74 58 89 84 26 19 29 55 10 94 80 78 10 40 86 96 

R 27 I 66 72 32 90 36 14 41 15 36 35 2 25 14 11 9 7 44 37 

CR 18 I 25 41 24 38 64 50 43 35 6 10 3 25 21 26 9 11 12 26 

G 23 I 80 81 16 58 46 17 54 67 14 34 2 25 11 12 5 5 42 36 
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Table 17B 各尺鹿聞の共掴被験者散

. 
CY-G予備検査 GP各群50名)

S S-R T T-R D C DC -R CR ーG -A I N 

』一-ー←一一一

S 38/1 14/10 18/8 17/4 15/7 20/2 20/3 9/12 24/5 28/3 25/3 20/4 

S-R 33/1 14/11 18/7 21/1 14/9 21/2 21/2 7/7 22/5 27 /2 27/3 18/5 

T 16/7 20/7 25/6 20/6 14/7 16/3 20/9 6/23 16/14 9/12 16/10 14/8 

T骨 R 19/6 20/8 16/7 17/13 17/10 17/9 27/6 7/20 14/9 13/8 14/12 10/9 

D 16/5 28/6 20/5 16/8 21/7 3112 15/9 21/5 10/9 17/7 27/1 27/2 

C 19/9 20/8 16/8 9/17 23/7 23/5 10/14 20/5 15/12 23/9 20/7 19/7 

DC 22/6 29/5 21/8 15/8 25/2 23/4 12/13 19/4 14/8 17/5 29/2 2G/0 

-R 21/8 25/6 17/6 19/1 17/11 10/11 20/5 6/23 21/3 15/3 19/13 17/15 

CR 14/11 11/10 8/8 7/19 19/4 18/4 12/8 5/25 12/12 13/10 21/5 16/4 

-G 21/7 21/3 17/13 16/10 22/11 15/11 18/7 23/6 6/15 17/9 18/9 19/14 

-A 26/3 27/0 14/14 13/7 24/8 17/13 17/4 18/10 14/11 25/5 20/3 22/7 

I I 23/4 30/1 16/9 12/7 29/2 24/1 28/0 17/10 19/10 15/9 25/5 27/3 

N 27/8 30/5 17/11 14/13 31/1 21/4 27/0 9/12 18/2 9/11 15/4 31/0 

右上持続はP群、左下舶はG群。

左上数字は一致人数、右下数字はGePとが逆になった人数。

R，G，A，?特性についてはこの関係は逆に記入したo

なお尺度が夫々金〈独立と仮定した場合の偶然的1致度は200+16 = 12.5名である。

金〈識別力をもたず、独立特性としての意義を有したいといわなければならたい。とのようにして、

DとDC、或はRとT-Rとの間にも l疋別がつけられない。尤もこれらは GuiJfordの検査においても

区別されていなかうたものを、我々がしいて民別したのであったが、一方 DとC，N或は Cと1，N 

或は叉S-RとA等の如く、はてコきりと別の特性とされたものの間にも識別力がたいという結果がえら

れている。そこで我々はとの内的整合性の増進と、特性問の独立性の地進とを目標として、新しい検

査の作製に努力するに五ったであるO

なゐ節目B農は同じ関係を被験者の一致度から見たものである。

4. YG検査第一型式の作製。 このような見地から我々は比較的独立た特性を代表し、しかも

極めて有意な項目のみからなるテストパツテリーを構成しようとしたのであるが、 ζの場合祝日rií~ω取

り方托よって 2種類の検査を作製した。以下これらを YG検査の第一型式及び第二型式と命名すると

とにするO

YG検査第一型式にゐいては特性数を16とし、各特性を代表する項目数配25ずっとしたol!fJち合計

16 X 25 = 400となるはずであるが、異なる特性問に項目の軍被を許したから、実数は2∞問となった。

特性数を 16に限定したのは S特性と S-R特性とを合併し、D特性と DC特性とを合併し、又 T-R

特性を路棄したととによるoS特性25~司及び S-R 特性25問の得点合計相互間の;相関は何れも .9 を越

える。叉 T-RとRとの相関は .88であるのみなず、T-R項目として選ばれた12項目は 4項目を除き他

ハ可
U



はその代表価に*'いて不充分であるととが見問されたからであるO 各特性に25問を選んだのは、比較

的代表価の高い項目を出来るだけ多数採用したいと考えた結果に他ならね。

かくして作製された YG検奈の第一型式を構成する各特徴項目は次頁の通りであるが、各項目の末

尾には念のため第16表に示したカイコ乗の価を並記して.i>いた。但しM項目の数値は第16表のものと

異なり、これは前にも述べたように後に回京大学生男女各 100名ずつの解答数に対してカイ二乗検定

を行った結果であるO

YG予備検斉の AGroup 200名が ζれらの特徴項目群に対して示した得点の度数分布は第18衰に

示される O

Table 18 YG-lの度数分布

(京大生 AGroup 200名〉
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6 G G 10 10 10 5 13 0 12 11 5 2 0 5 11 

6 6 12 5 15 13 12 8 1 6 15 4 1 0 7 11 

7 2 6 9 9 3 9 6 0 8 9 8 0 0 10 11 

8 3 10 6 7 1 4 5 0 0 2 2 0 2 4 9 

3o  7 3 2 3 1 10 0 3 1 0 0 0 0 6 

13.4 11.7 13.6 11.7 12.0 10.2 12.5 12.2 7.6 11.0 9.8 11.0 7.9 9.2 11.6 12.5 

15.9 20.2 13.3 15.4 11.3 15.6 16.2 12.3 23.2 13.5 12.1 15.7 21.9 24.3 14.8 11.3 

27.1 28.6 24.7 24.0 22.0 23.0 26.0 22.2 27.8 23.0 20.5 25.428.1 31.5 23.822.4 

39.0 38.3 36.1 33.3 32.3 30.8 36.7 30.5 34.0 30.9 28.3 32.3 32.4 38.5 32.5 31.6 
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YG検査第一型式の尺度珊厨

(プチグ数字は自己尺度によるもの)

円印は第二型式と一散する項目)

S項 目 χ備 84. きがるなずともである 13 

92.*こちらから進んで友達を作ることが少ない 55 196. 人かち邪!布に竺れはしまいかE心聞である 13 

89. *誰とでもよく話す 49 63.*むずかしい問題を考えるのが好きである 31 

62.*人中ではだまっている 44 204. すぐ感↑山本J傷付げられやすい 12 

82.本人と広くつきあろのが好きである 44 218.*一人きりでし寸品、と思うことが時々ある 11 

72.人前に出るのが恥かしい ~18 229. 度々人の気持を確かめてみたい 11 

119. *誰とでも平安〈でつきあろ 38 96. 度々地去の失敗をくよくよと考える 10 

90. はにかみやである 37 216. イ中々決心がつ均寸こ機会を失うことが多い 10 

240. 人中では何時も後の方に引込んで‘いる 37 214. 色々の事が皆 I~~分に関係がある様に思える 10 

12. 目上の人の前に出ると間くなる 37 93. 度々人はなぜあんな事をするのかと考える 29 

51. *新しい友達は仲々できない 53 23.*人のすることの環女考えることが多い 28 

41. 人前で話すのは交がひける 52. D項目 χ z 

52. 人に対してはいつも気楽に返事ができる 29 16.*度々元気がなくなる 53 

32. 人がみていると仕事ができない 26 55.*いつも疲れた気持である 67 

191. 口数が多い方である 26 166. 失敗しゃLないかといつも心配‘である 41 

230. いんきである 25 96.*度々過去の央敗かくよくよと考支る 39 

79.*人中に出てもまごつかない 22 196. 人から;，m鹿にされはしまいかと心配である 38 

112. 人前で赤面するので困ることが多い 22 60.*度々ゅうう勺になる 36 

121. てきぱきと牧事宏片付ける 22 204. すぐ!¥本↑l怜 P傷付けあれやすい 36 

97. 会やグ‘;1--.....フ。の為に働くのが楽しみである 21 15.*人中にいてもふと淋しくなることがある 54 

157. 競技などのとき悶くなる 20 32. 人が見ていると仕事ができない 35 

208. 人とー絡にいるのが気づまりである 20 177. ---寸しすごことがすぐ仕事の邪魔になる 35 

21. *知らぬ人と話す時はかたくなる 39 216. 制1々 決心がつかす概会合失ちことが多い 3、G

67. 思ったことは速躍なく云うブjである 19 100. 些細なことを気にやむ 34 

71.申人目に立つよろなことは好まない 38 106.*時々何に対しても興味がなくなる 33 

91. 自分で話すより人の話を聞くブJである 33 5. 度々後'lDJ'c胸が一杯になることがある 52 

T項目 χ“ 
156. 劣等感(人に劣る感じ)に悩まされる 31 

228. しばしば物思いに沈わことがある 44 228.*しばしば物思いに沈むことがある 31 

83.*何でも土く考えてみないと気がすまない 52 26. わけ摘もなく日分がみじめずさを思ろ事があろ 2.0 

43.ホ深く物事を考える傾向がある 日 86. 生きるのがL、ゃなほどゆろうつな時がある 29 

60. 度々ゅううつになる 25 10. ，心配1生である 26 

110. ぼんやり考えこすyくせ目がある 23 230.* ¥， 、んきで主〉る 26 

15. 人中にいてもふと淋しくなることがある 21 70. 不満が多い 25 

78.*実行する前に考えなおしてみることが多い 20 227. 気分がしばしば動拠する 25 

238.*会話の最中にふと考えこすrくせ・がある 17 G6.常時々自分をつまち白人間行と思う事がある 25 

100. 些細なことを気にやむ 15 19. いつもほが%かである 21 

9. 多勢とー拡にいるのが貯きであろ 14 3. 度々考えこすJ、くせがある 20 

109. 気持があっさりしている 14 C項目 χ。-

3.*度々考えこわくせがある 33 16. 度々元気がなくなる 26 

16. 度々元気がなくなる 13 65. 時々ポカ νとしてL、ることがある 44 

37.申用心深いたちである 13 8G.*感情的である 44 



106. 時々{可に刈しでも興味がなくなる 24 41. 人前で話すのは気がひける 12 

48.*気が変りやすい 22 205. 何か事件がおきた時には進んで世話をする 11 

110. ぼんやり考えこむくせがある 21 24. 運動より勉強の方が好きである 27 

227.*気分がしばしば茸!揺する 21 CR項目 χ-

95.*時々気が散って考支がまとま%ない 42 8. よく考えずに行動してしまろことが多い 49 

75.*気持な聞にあちわしやすい 41 47. いつも何か刺激を求める 28 

105. 頭がよくなったり恋〈なったわ定まらない 39 200. こうふんしやすい 24 

216. {中々決心がつ 19 28. 衝動的である(臼分がおさえちれな¥..，) 44 

189. 人が来てちるさいと思うことが度々ある 19 68. 早合点の傾向がある 53 

60. 度々ゅううつになる 18 27. 人と一緒にはしゃぐととが多い 21 

228. しばしば物思いに沈わこ正がjt)~) 18 48. 気が変りやすい 41 

58.中仕事に変化がないとすぐし、ゃになる 16 227. 気分がしばしば動揺する 20 

68. 早合点の低向がある 16 167. じっとおとなしくしているのが苦手である 18 

186. *興奮するとじき涙が出る 16 166. 失敗しゃしないかといつも心配である 17 

56. 時々白分がつまらぬ人間i~ と思ろ事がある 16 124. じきl亡ろろずごえるTこちて?ある 15 

112. 人前で赤面するので困ることが多い 15 $8. 仕事に変化がないとすぐL、ゃになる 35 

204. すぐ感情を傷付けられやすい 15 98. 怒りやすいがすぐなおる 35 

200.*こうふんしやすい 14 154. いつも話題は自分のことになりやすい 14 

134. 何もかも旨く L、かないと思ろ日が時々ある 14 190. 気が短い 14 

86. 生きるのがし、ゃなほどゅううった時が払る 13 116. 周囲の人々の気分がすぐ自分に伝染する 13 

26. わけもなく自分がみじめだと思号事がある 13 43. 深く牧事を考える傾向がある 12 

40.*寸』ぐふきげんfどなる 13 85. 感情的である 12 

R 項白 X“ 
117. 計伊iを立てるより早く実行がしたい 12 

82. 人と広〈勺きあろのが好きである 41 5. 度々後悔で胸が一杯になることがある 11 

27.*人とー協にはしゃぐことが多い 52 18. 色々もがち仕事がしてみたい 31 

83. 何でも土〈考えてみないと気がすまない 30 57. 人をかちかろ〈せ・がある 11 

9.*多勢と--*ょにいるのが好きである 29 35. とI~勺ていても気分が落付かない 10 

84.*きがるなたちである 29 75. 気持を顔にあらわしやすい 10 

49. L 、きし、きじでし、る 26 108. 巡回した時は何か強い刺激がほしい 29 

68.*早合点の傾向がある 25 G項目 χ-

89. 誰とでもよく話す 25 121. *てきぱきと牧事を片付ける 62 

191. *口数が多い方である 24 161. *仕事は人よりずっと速い方である 58 

104.*お祭りキわぎが好きである 19 211. *短L、時聞に沢山の仕事をする自信がある 49 

119. 誰とでも平気でつきあう 19 141.事動作はきびきびしている 48 

220. あまりじ土ろだんを?いわない 19 62. 人中ではだまっている 26 

62. 人中ぞはだまっている 18 49.*いきいきしている 23 

102. 色々なi!tU-i1の活動がしてみ十い 17 240. 人中ではし、つも後の方にひっこんでいる 19 

167. * Lηとおとなしくしているのが苦手である 17 69.*新しいことにもすぐたれる 17 

2. 友よ主は)翠ばれh少数だけで上い 16 84. きがるなすこちである 16 

66. 関ることがあってもほがらかでいられる 15 41. 人前で話すのは気がひける
ゆ

15 

91. n分手話すより人の話すきく 11である 15 52.事人に対してはいつも気楽に返事ができる 15 

170. 人のあっかL、がうまい 15 19.*いつもほがらかである 14 

4. のんきなたちである 34 79. 人中に出てもまごつかない 13 

109. 気持があっきりしてし、る 14 89. 誰とでもよく話す 13 

19. いつもほがらかである 13 55. いつも疲れた気持である 12 
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66.ホ困ることがあってもほがらかで¥"C:;れる

72. 人前に出るのが町かしい

82. 人と広くつきあうのが好きである

102. ぃメル、ろな世間の活動がしてみずこL、 12 

180. tこ心まれたことはすぐ行う 12 

117. 計耐を立てるより早く実行がしず山、 11 

219. 困難な時は却って元気を出す 11 

17.* ]羽聞の人とうまく調子宏合わせていく 10 

80. 気がきかない 10 

171. 一つl乃仕事がすむとすぐ次の仕事に移る 28 

A 項 目 χ" 

240.*人中ではいつも後の方に引込んでし、る 41 

72.*人前に出るのが恥かしい 38 

12.*目上の人の前に出ると問くなる 36 

62. 人中ではだまっている 35 

61. *世話役はいつも人にずこのむことにしている 29 

67.*思ったことは遠慮なく云ろ方である 28 

90.申はにかみやである 27 

97.*会やグル戸フ。の為に働くのが楽しみである 26 

41. *人前で話すのは気がひける 25 

49. いきし、きしている 24 

219. 困難な時は却って元う誌を出す 24 

42. 異性(男なら女〉の前では人一{古河!~，しがる 21 

91. *自分で話すより人の話会?聞く方である 21 

149. 人の倣話が好きである 21 

52. 人に対してはし、つも気楽に返事ができる 19 

92. こちらから進んで友速を作る事が少ない 19 

11. *会などの時はし、つも人の先lC立って働く 18 

21. 知らぬ人と話す時は聞くなる 18 

89. 誰とでもよく話す 18 

165. 成るベ〈面倒なことにはかかオ〉りあわない 38 

205. 何か事件がおきた時には進λノで世話をする 37 

235. 目上の人とも遠慮、なく議論することがある 37 

185. 会の仕事などは喜んで引受ける 36 

155. 正しいと思ろことは人にか宮わず興行する 35 

195. 困難にぶつかると気がくじける 34 

M 項目

(数値は岡京大学々生の男女接、)
コチク番号は男性的 X. 

199. ，~大切な決心をする時も余り人に相談しない 16 

120.*いつも日分は駄目だと思ろ 14 

194.*いつも自分を他人と比較する傾向がある 14 

118. *陽気に仲間と時をすごすのが好きである 10 

198.*馬鹿正臨である 10 

26.*わけもなく自分がみじめだと思ち帯がある 8 

12 1 56. .:.1';等感(人に劣る感 C)に悩まされる

12 176. 何かにつけて自信がない

12 181.*いつも時間より早く出かけていく

Q

U

0

0

0

0

 

212.*親友でも本当に信用することはできない 8 

86.水生きるのがし、ゃな陪どゅうつな時がある 7 

111.*世間から離れて一人で生活がしたい 7 

127. *人巾でお化粧すろ人はし、ゃな気がすろ 7 

65. とさどさポカンとしていることがji)る 6 

71. 人目に立つようなことは好まない 6 

134.*何もかも旨く行かないと思う日が時々ある 6 

57. 人たからかろくせがある 5 

5 62. 人中ではだまっている

ぼんやり考えこわくせ・がある

気が弱L、ので物売りキピ断るのに苦労する

しばしば物思いに沈むことがある

21. 知らね人と話す時は固くなる

nO. 

135. 
同b

問。同。228. 

4 

56. 時々自分たつまらぬ人間だと思う;事がある 4 

92. こちらから進んで友速を作ることが少ない 4 

237. 侮賭された恨みはいつまでも忘れられない 4 

I項目 X2 

156.申劣等感(人に寄る感じ)に悩まされる 67 

166.*失敗しゃしない恥といつも心盟である 67 

72. 人前に出るのが恥かしい 30 

222. 人は官、を充分にi認めてくれない 30 

225.*人と%がちことは恥かしくてできない 29 

230. L 、んきである 22 

240. 人中ではいつも後の方に引込んで、いる 22 

21. 知らぬ人と話す時は聞くなる 21 

187. 理由もなく不安になろことが時々ある 21 

194. いつも日分全他人と比較する傾向がある 21 

112. *人前で赤面すろので剖ろことが多い 20 

157.*競技などのとき聞くなる 20 

90. はに司かみやである 19 

95. 時々気が散って考えがまとまらない 19 

121. てきぱきと牧事を片付ける 19 

141. 動作はきびきびしている 19 

12. 日との人の前に出ると岡くなる 18 

23. 人のすろことグ〉裏を考えること力内多い 18 

40. すぐふきげんになる 18 

70. 不満が多い 18 

195. *困難にぶつかると気がくじける 18 

226. もっともがう境遇に生れずこかったん思 1) 37 

38. とても;li;>りそうもないことを弔想する 16 

41. 人前で話すのは気がひける 16 

62. 人中ではだまっている 16 
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N 項目 χd 105. -4<顕がよくなったり悪くなったり定まらない 20 

177. *一寸したことがすく。仕事乃邪魔になる 67 187. 理f討もなく不安になることが時々ある 20 

210.*神経質であろ 27 218. 一人きりでいず品、と思ろことが時々ある 20 

156. 劣等感(人に劣る感じ)に!悩まされる 26 174. 人かち触れちれたくない秘密がある 35 

137. 急に刺激されるとひどく蒔くことがある 42 214. 色々の事が皆自分に関係がある様に思える 32 

40. すぐふきげんになる 19 124. じきにうろたえるたちである 28 

58. 仕事に変化がたいとすく¥、ゃになる 18 164.ホ時々誰かに打明け話がしたい 27 

178. 困難な状況では汗が出て来て困る 18 Ag項目 χ。-

110. ぼんやり考えこわくせがある 17 47. いつも何か刺砿を求める 27 

187. 理由もなく不安になることが時々ある 37 213.*失礼なことをされるとだまっていない 48 

70. 不満が多い 17 223.*不正なことはだまっていられない 45 

25. いやな人と道で出会うと避けて通る 16 104. すぐ感情を傷付けられやすい 23 

186. 興奮するとじき涙が出る 15 202.*いろいろな世間の活動がしてみたい 22 

33. 何が起つでも割合平気でいられる 14 235.*目上の人とも遠慮なく議論することがある 21 

92. こちらから進んで友達を作る事が少ない 14 108.*退屈したときは何か強い刺激がほしい 20 

214.*色々な事が皆自分に関係がある様に思える 14 237.*侮厚された恨みはいつまでも忘れられない 16 

112. 人前で赤面するので因る事が多い 14 155.*正しいと思うことは人にかまわず実行する 15 

218. 一人きりでL寸こL、と思う事が時々ある 14 28.*衝動的である(自分がおさえちれない) 14 

1. 話すより書く方が気持を伝えやすい 13 146.*軽蔑されたと思ろとひどく腹がたつ 14 

76. 心問で眠られぬことが度々ある 13 222. 人は私を充分に認めてくれない 14 

208. 人と一緒にいるのが気づまりである 13 200. こうふんしやすい 11 

3. たびたび考えこわくせがある 12 205. 何か事件が起?こ時には進んで世話をする 11 

6. 何か不幸が起りぞうで不安である 12 229. 度々人の気持を確かめてみたい 11 

35. 坐っていても気分が落付かない 12 142. 成功するためにはうそも必要だと思う 10 

147. 度々ねつかれないで困ることがある 32 162. 人が見ていないと大抵心人は怠、けると思う 10 

237. 侮辱された恨みはL、つまでも忘れられない 29 58. 仕事に変化がないとすぐし、ゃになる 10 

0項目 χー 190.*気がt弘、 10 

227. 気分がしばしば動揺する 40 194. いつも自分を他人と比較する傾向がある 10 

26. わけもなく自分がみじめだと思う事がある 36 44. 何のあてもなく散歩に[1:¥ることがある 9 

60. 度々ゆろうつになる 34 129.*いつも何かしていないと気がすまない 7 

229. 度々人の気持を確かめてみたい 34 133.*平凡に暮すより何か変ったことがしたい 27 

196. 人から邪魔にされはしまし、かと心型である 31 153. 人の意見を度々馬鹿らしいと思う事がある 25 

228. しばしば物思いに沈むことがある 31 163. 余り出しゃばる人は抑えるのがよいと思う 24 

86. 生きるのがL、ゃなほどゅううつな時がある 29 Co項目 χ司

106. 時々何に対・しでも興味がなくなる 29 222.*人は私を充分に認めてくれない 48 

110. ぼんやり考えこわくせがある 29 26. わけもなく自分がみじめだと思う事がある お

156. 劣等感(人に劣る感じ)に悩まされる 29 16. 度々元気がなくなる 20 

16. 度々元気がなくなる 27 156. 劣等感(人に劣る感じ)に悩まされる 20 

134. 何もかも旨く行かないと思ろ臼が時々ある 48 202.*人は結局不Ij慾のために働くのだと思う 41 

204. すぐ感情を傷付けられやすい 44 153. 人の意見を度々馬鹿らしいと思う事がある 18 

40. すぐふきげんになる 24 60. 度々ゅううつになる 18 

55. いつも疲れた気持である 24 203. 世間の人は馬鹿ばかりだと思うことがある 17 

177. 一寸したことがすぐ仕事の邪魔になる 23 206. いつも他人が羨ましいと思う 17 

5. 度々後悔で胸がし、っぱいになる 20 23. 人のすることの裏を考えることが多い 16 

68. 早合点心傾向がある 20 40. すぐふきげんになる 16 
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174.ホ人から触れられたくない秘密がある 15 196. 人かち邪魔にきれはしまいかと心開で主〉る 25 
162.*人が見ていないと大抵の人は怠けると思う 35 230. いんきである 25 
172.申世の中の人は人の事などかまわないと思ろ 35 9. 多勢と一緒~Iこいるのが好きである 45 
204. すぐ感情を傷付けられやすい 14 139. いつもはりきって新しい仕事にとりかかる 24 
236. いつも自分は人から無視されていると思う 14 92. こもちから進んで友達セ作ることが少ない 21 
55. いつも疲れた気持である 13 118. 陽気に仲間と時をすごすのが好きである 21 
47. いつも何か刺激を求める 12 49. いきいきしている 40 
106. 時々frtH乙対しても興味がなくなる 12 Y'項目 χ 2 

138. 肺病その他の病気全人一倍こわがる 12 60. たびたびゅうろつになる 77 

224.*わぎと除け者にされたことが度々ある 12 86. 生きるのが嫌なほどゆちろつな時がある 52 
237. 侮辱された恨みはいつまでも忘れられない 12 16. 度々光気がなくなる 48 
212. 親友でもほんとうに信用する.事はできない 29 208. 人とー絡にいるのがう気づまりである 48 

152. 人から麿得された経験がある 26 166. 失敗しゃしないかといつも心酷である 45 

192.*スパイのよろな人が沢山いる 26 228. しばしば物思L、)，こ沈すrことがある 45 
Y項目 χ制 72. 人前に出るのが恥かしい 44 

89. 誰とでもよく話す 67 55. いつも疲れた気持である 41 

82. 人と広くつきあうのが好きである 45 204. すく'感情な傷つけられやすい 40 

52. 人に対してはいつも気楽に返事ができる 42 100. 些細なことを気にやむ 58 

19. いつもほがらかである 58 156. 劣等感(人に劣る感じ)に悩まされる 37 

208. 人主一緒にいるのが気づまりである 35 176. 何かにつけて臼{言がない 37 

2. 友達は選ばれた~激だけでよL 、 34 96. 度々過去の失敗をくよくよと考える 35 

16. 度々元気がな〈なる 32 26. わけもなく自分がみじめだと思う事がある 34 

17. 周囲の人とうまく調子を合せていく 32 134. 何もかも皆く行かないと思ろ日が時々ある 34 

32. 人が見ていると仕事ができない 31 5. 度々後悔で胸が一杯?となることがある 32 

119. 誰とでも平気でつきあう 50 240. 人中ではいつも後のブiに引込んでいる 32 

140. 誰からも好かれる 30 45. 大体いつも機嫌がよい 30 

228. しばしば物思いに沈むことがある 30 210. 神経質である 30 

238. 会話の最中にふと考えこわくせがある 30 40. すぐふきげんになる 46 

60. たびたびゅうちつになる 29 110. ぼんやり考えこむくせがある 45 

240. 人中ではいつも後の方?と引込んでいる 29 90. はにかみやである 42 

69. 新しいことにもすぐなれる 48 120. いつも自分はだめだと思ろ 41 

51. 新しい友達はなかなかできない 26 10. 心配性である 38 

109. 気持があっきりしている 46 50. 気むずかしい 38 

5. YG検査第ニ型式の作製。 第二型式の作製は次ぎのようにして行われた。第一型式では或る

一つの特性についてがの{直の大きい項目を軍棋院拘わらず 25問ずつ集めたのであったが、第二型式

では多くの特性比対して有意義を示す項目が相当多数あるととに着目し、との有意性の配分比何らか

の型を見出すことができまいかという考え方を指導原理として、項問の分類が試みられた。との場合

は勿論出来れば項目の重複をj撞くべきであると考えられるO 分類の手段としては第 16表に示された

がの価が利用されたのであるが、それらを試行錯誤的に色々と組合わせ、主として 12項目を一群と

して、それらに対-ずる各被験者の綜合得鮎を算出し、それを基礎として、 ζ れらの項目群が内的整合

性を示すか否かを計検定によって見出そうとしたのであるO ζの仕事は非常に面倒な仕事であった

が、それにようて我々は S，D， C， G， A， 1， N及び Rの 8特性比勺いては完全に自己矛膚の主主い各
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12項目から成る特徴項目群を構成する ζ とに成功した。叉 T特性では 3項目が 5%レヴェルである

が、やはり全部が有意差を示している。 ζれに反して M，0， Ag， Coの 4特性については満足た結

果がえられたかった ζ とを告白せざるをえたい。しかしとれらの特性についても第16表が示す価に準

拠して各12項目ずつの集群が作られた。 これらの集群はそれ自身の GP分析によっては必ずしも充

分に整合的では友かったが、しかし第16表においては夫々の特性について有意差を示したものである

ので、その限りに.:i3いて決して無意味たものというととはできない。たゐ本型式にむいては第一型式

で問題とされた CR及び Y，Y'の 3項目は一応取扱わないことにした。そ ζで乙の型式は結局

Guilfordの Inventoryと同じような13枠性から構成されるととになった。とれらの特性に割当てら

れた項目介類表を次ぎに掲げるととにしよう。右端に示された数値は各群別に GP群を構成して分析

された各項目に対するがの価であるO たおゴチク活字で印刷した項目は 1%レヴェル以上で有意・な

項目、初めの数文字をゴチク活字にしたものは 5%レヴェルで有意た項目を意味するO

YG検査第二型式の尺度項目

(*印は第一型式と一致する項目)

s項目 χ z 228.ホしほしぼ物思いに沈むことがある 75.7 

89. *離とてもよく話す 82.8 60.""度々ゅううつになる 81. 0 

82.*人と広〈つきあうのが静きである 77.4 96.*度々過去の失敗をくよくよとち替える 56.3 

119. *誰とても平気でつきあう 67.2 110. ぼんやり脅えこむくせがある 53.3 

51. *新しい友遣は仲々できない 65.6 15.ホ人中にいてもふと淋し〈なることがある 49.0 

92.*こちらから進んで友達去作ることが少ない57.8 109. 気持があっさりしている 49.0 

31. 色々な人と知合になるのが難しみである 53.3 106.*時々何に劃しても興味がな〈なる 47.6 

20. 無ロである 50.4 56.申時々自分をつまらぬ人間だと思う事がある47.6

62.*人中てはだまっている 50.4 55. ;~いつも疲れた気持である 41. 0 

101. 異性(男なら女)の友遣は殆んどできない47.6 187. 理由もな〈不安になることが時々ある 3，1.8 

71. *人目に立つようなことは好まない 44.9 230.*いんきである 31. 4 

21. *知らぬ人と話すときは調くなる 38.4 C (E)項目 χ輔

79.本人中に出てもまごつかない 30.2 227.ボ気分がしぽしぼ動揺する 74.0 

T項目 χ 2 200. ':'こうふんしやすい 50.4 

83.本何でもよく脅えてみないと気がすまない 69.4 48.辛気が変りやすい 50.4 

43.木深〈物事を考える傾向がある 49.0 5. 度々後悔で胸が一杯になることがある 50.4 

3.事度々考えこむくせがある 46.2 58. 仕事に変化がないとすぐいやになる 49.0 

78.*実行する前に脅えなおしてみることが多い39.7 85.*感情的である 49.0 

238.*会話の最中にふと希えこむくせがある 34.8 36. 早〈決心すれほよかったと晦むことが多い49.0

218.車一人きりていたいと思うことが時々ある 25.0 40.申すぐ不機嫌になる 44.9 

63.*むずかしい問題走者えるのが好きである 22.1 137. 一寸したことでひどく措くことがある 42.2 

23.本人のすることの裏を考えることが多い 21. 2 75.*気持差額にあらめしやすい 39.7 

208. 人と一緒にいるのが気づまりである 21. 2 95.事時々気が散って脅えがまとまらない 36.0 

37.*周心漂いたもである 18.5 186.*興奮するとじき漢が出る 30.2 

4. のんきなたちである 16.8 くE)は emotionalunstable 

14. こまかいめんどうな仕事が好きである 16.0 R 項目 χ2 

D項目 X' 27.*人と一緒にはしゃぐことが多い 60.8 

16.*度々元気がなくなる 86.5 84.ホ気がるなたちである 50.4 

-126ー



167.ホじっとおとなし〈しているのが管理Fで事る44.9

47. いつも何か刺灘を求掛る 44.9 

68.車早合鵬の傭向がある 43.6 

191. *ロ散が多い方で串る 42.2 

8. よく脅えずに行動してし宮うことが多い 33.6

9.*多僻とー紺にいるのが静脅である 31. 4 

149. 人の世話が好きである 27.0 

104.*お捺古恥ぎが静きである 25.0 

117. 肘繭を立てるより串〈興行がしたい 23.0 

18. 色々ちがう仕事がしてみたい 23.0 

G項目 χ2 

22. 活漉でない 67.2 

19.*いつもほがらかである 64.0 

141. *動作はきびきびしている 62.4 

49.*いきいきしている 62.4 

121. *てきIまきと物事告片付ける 50.4 

161. *仕事l主人よりずっと温い方である 50.4 

52.*人に制してはいつも支え捕に返事がで者る 47.6 

45. 大体いつも欄婚がよい 44.9 

69.本新しい事にもすぐなれる 36.0 

17.*周囲の人とうまく醐予告合めせてい< 36.0 

211. *短い時聞に濁山の仕事をする自慣が串事 34.8 

66.本国ることがあってもほがらかでいられる 33.6 

A (L)項目 χ2 

90.*はにかみやである 81. 0 

72.*人前に出るのが恥かしい 72.3 

240.ホ人中てはいつも後の方に引込んでいる 67.2 

30. 引込みじあんである 64.0 

41. *人前で話すのは筑が引ける 60.8 

12.常闘上の人の前に出ると聞〈なる 57.8 

61.事世話役はいつも人に欄むことにしている 54.8 

91. *自分で翻すより人の話器開〈方である 44.9 

11.事会などの時はいつも人の先に立って働< 41. 0 

67.申思ったことは遭躍な〈いう方である 41. 0 

97.*会やグループの鴻に働〈のが離しみである39.7 

170. 人のあっかいがうまい 33.6 

(L)は socialleadership 

M 項目 (プチグ番号は男性的) χ2 

26.市助けもな〈自分がみじめだと思う事がある60.8

86.本生きるのがいやなほどゅううつな時が掛る38.4

.134.申何もかも皆〈行かないと思う日が時々ある29.2

111.申世間から離れて一人で生活がしたい 25.0 

212.*親友でもほんとうに佃用する事はできない21.2 

118. *隅鉱に仲間と時をすごすのが鰐きである 19.4 

120.*いつも自分はだめだと，臨ろ 13.0 

198.車馬鹿正直である 11. 0 

127.*人中でお化粧する人はいやである 8.4 

199.*大切な・決心脅するi時も余り人に相談しない 2.6 

181.ホいつも時明より早く出かけてL、< 2.3 

194. *いつも自分を他人と比較する傾向がある 1.2 

I項目 χ2 

166.ホ失敗しゃしないかといつも心闘で串る 68.9 

157.*繭技などのとき閤〈なる 59.3 

196. 人から邪暗にされはしまいかと心臨で串る56.3

156.申劣帯感(人に劣る感じ)fこ1脳宮される 54.8 

176. 何かにつけて自憎がない 51.8 

112. *人前で赤聞するので閤ることが幸い 49.0 

225.*人とちがうことは恥かし〈てで脅ない 46.2 

42. 典性(男なら女)の前でl主人一倍恥しがる 43.6 

216. 仲々決心がつかず掛金を失う ζ とが多い 41. 0 

195.申閤離にぶつかると拭が〈じける 39.7 

124. じきうろたえるたちである 39.7 

150. 余り迷市ずに決心がつ< 33.6 

N 項目 χ2 

177.*一寸したζ とが仕事の邪魔になる 86.5 

100. 蝉細なことを鈍にやむ 75.7 

204. すぐ感情を備付けられやすい 65.6 

210.ホ紳組賀である 56.2 

10; 心眼性である 53.3 

136. 人からいつも児られている様て不安で串る46.2

73. 人の品行(行い)が既になるたちで事る 43.6 

189. 人~t来てうるさいと，思う ζ とが度々揚る 43.6 

32. 人が見ていると仕事がて者ない 34.8 

214.事色々な事が皆自分に胸備が事る様!こ思える32.5

7. 人の抗野は余り試にしない 27.0 

50. 既むずかしい 27.0 

。(P)項目 以

38. とてもありそうもないことを盟撤する 55.3 

147. 鹿々ねつかれないで困ることがある 49.0 

65. 時々ポカンとしていることがある 38.4 

159. g思想にふけるのが離しみである 33.6 

105.本臓がよ〈なったり悪〈なったり定まらない29.2

164.申時々融かに打明け蹄がしたい 25.0 

25. いやな人と逝で出食うと避けて通事 24.0 

178. 閤離な状況では汗が出て来て困る 21. 2 

35. 坐っていても気分が落付かない 16.8 

152. 人から膚縛された経験がある 16.8 

76. 心配でねむちれぬことが度々ある ::;5.2 

46. わけもなく喜んだり悲しんだりする 13.7 

(P)は phantastic
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Ag (A)項目 x~ 

213.*失礼なことをされるとだまっていない 40.3 

102.事色々な世間の活動がしてみたい 34.8 

223.申不正なことはだまっていられない 32.5 

190.ホ気が短い 29.2 

129.ホいつも何かしていないと気がすまない 28.1 

28.事衝動的である(自分がおさえられない) 26.0 

108.*退屈した時!土何か強い刺激を求める 26.0 

146.*軽蔑さホたと思うとひどく腹が立つ 23.0 

133.*平凡に暮すより何か変ったことがし?の、 16.0 

155.*正しいと思うことは人にかまわず実行する16.0

237. *侮辱された恨みはいつまでも忘れられない15.2

235.*目上の人とも遠慮なく議論することがある2.G6

(A)は aggressive

Co (F)項目 χ2 

226. もっとちがう境遇に生れたかったと，思う 43.6 

222.*人は私を定分に臨めて〈れない 37.2 

70. 不満が多い 37.2 

202.*人は結局利趨のために働くのだと思う 30.2 

162.*人が見ていないと大抵の人lま怠けると思う27.0

192.*スパイのような人が酒山いる 25.0 

174.*人から鯖れられたくない秘密がある 25.0 

182. 世の中i土不公平なことに満ちていると思う24.0

229. 度々人の気持を縮かめてみたい 22. 1 

144. 人の親切には下心がありそうでド安である18.5

172.*世の中の人は人の事などかまわないと思う 17.6

224.*わざと除け者にされた事が度々ある 11.2 

(F)は frustrated

ζれらの各特性項目12問ずつに対して、 YG殻備検主主ゐいて京大生 AGroupの200名が示した得

票占の度数分布は第19表に掲げた通りである。

Table 19 

(予備検育の A Group 200名による)
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b. 諸尺鹿相互聞の関係。 我々は今まで三種類の尺度を取扱ったo---::Jは YG環備検査を構成

するにあたって Guilfordその他の諸検査から採用した暫定的尺度でく101頁以下参照〉、 19(Mを

加えて)の特性に各12項目を選定したものであるO ζれが我々の研究の!日発貼となったのであるO と

の尺度にづいては特性聞の相関係数は算出しなかったが、第17薮に示したように有意項目の一致度数

表が作製してあるO これを見ると各特性問の一致度は一般的に極めて高いものであるととが止〕かる。

第二には YG検査第一型式の尺度であって (121頁以下参照)、とれば第16表に示した項目分析表

中カイ二乗の値の高いもののみ2日頁目ずつ(軍複がある)を16特性に対して選定したものであるO 従

って ζの尺度は一応出発賄尺度を純粋化したものと考えることができるであろうO その各特性聞の相

関表は第20衰の左下半分に示してある。

第三には YG検益第二型式の尺度であって (126頁以下参照)、 ζれも第16表に示した項目分析表

中カイ二乗の値の高いものから選定されたのではあるが、 ζの場合には各特性を代表する項目聞に軍

複の起るのをさけるととにしたから、項目数は12、特性数も13に限定された。 項目の重複をさけたとと

は一応我々の目標の一つであった持性の独立性を高めたと考えられるが、一方第一型式に用いたより

も小さいカイコ乗の{直を示す項目をも採用する ζ とになり、内的整合性を低めるまyそれがあると考え

Table 20 YG検査の相関 Matrix

(右上第二型式、左下第一型式)
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られた。そとでとの場合には新し〈選ばれた項目群を基準として一々 GP分析を施行し、かかる操

作を試行錯誤的にしばしば反復するととによって、.上述の如き内的整合度の高いグ、Jレ{プを選定する

ととができた。従って第二型式の尺度は特性の独立性に者いても、亦尺度の内的整合性の黙にあいて

も、何れも高い水準を有するものと考えちれるoζの尺度の特性相疋聞の相関表は第20衰の右上半分

に示しであるO

但しとの右上半の表*Y及び Y'の墳に記入された値は YG予備検杢の出勢点尺度の Y及びY'

得点と第三型式の各特性の得点との聞の『関係数である。叉第三型式では CRの倍は計算してない。

第20衰の周辺に掲げた値は第一部に述べた YK向性検査第三型式の綜合得点と YG第一及び第二

の各特性との忙関であるO 最下欄は YK--IIの綜合得点と、 YG第一型式の各25項目を YK-IIと同

ヒ施行日に行った YG予備検査から抽出して採点したものとの相関、最右欄から 2行自は同じく

YK-IIの綜合得点と、 YG予備検査から抽出された YG第二型式の各 12項目ずつの得点との相関

である O 最右欄の数値はこの同じ YK-IIの綜合得点と、五ナ月後に行われた YG第二型式の新型検

査(後述)にゐける各特性に関する得点との相関であるO

さてとの表で直ちに気づかれるととは、左下の第一型式に対する相関値が、右上の第二型式の相関

値比対して著しく高いという ζ とであるO しかしとれは主として第一型式の尺度項目には多くの←電視

があるというととの結果にすぎ、たい。(因みに Gui1iordの検査得点から算tHされたアメリカの

Lovellの相関去の値は第26表に示しであるが、ぞれは上の両者の中聞に位する。)との重複のために

高くたィったと考えられる点を除外して考えると、二てコのH1関表は極めて類似せるものであるととがわ

かるO 例外ともいうべきは.:i;そらく T特性の値が第二型式K..:Jないて他の感情特性に関して苦しく後退

している点位めものであろう O

との二うの花関表の類似は表の周辺に示した YKとの十11関値比も現われるO 同じ YK(j)得点と第

一型式及び第二型式の各特性との間のネ[J~則的土、前者が一般に高い水準にあるということを除いては、

極めて類似しているO との場合にも例外は T 特性に(ゐそち< R 特性にも)認めちれる。

さらにとの二つの型式の類似は次ぎに述べる第21去のやt1関によっても明らかにされるであろう O

Table 21 三つの尺度聞の相関

(YG予備検杏?の資斜による〉

S T D C R CR G A M I N O Ag Co 

90 75 92 84 77 89 92 84 79 72 68 75 79 

common items (9) (9) ( ~l) (9) (7) (10) (10) (12) (6) (3) (2) ¥1t.:) (7) 

rOrl{，-I 89 70 81 75 77 89 73 79 75 79 80 64 63 

Common items (5) (5) (3) (5) (1) (8) (5) (6) (3) (5) (6) (5) (7) 

87 77 79 70 79 70 68 81 71 64 63 75 

Common items (5) (5) (2) (3) (3) (4) (0) (5) (1) (1) (3) (6) 
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第21襲は問t-YG予備検査の資料(京大生 A Group 200名)を用い、上記述べた三つの尺度聞

の相関を求めたものである。上が YG第一型式と第二型式、中が出発点尺度と第一型式、下が出発点

尺度と第二型式との相関で、 Common i tems というのは両尺度項目の問に存する共通項目数であ

るO 一一・特性を代表する尺度項目数は上院も述べたように、出発点尺度と第二型式とは何れも12項目ず

つであり、第一型式のみは25項目ずつであった。

ζれちの11直のうちにはその絶対値比ゐいては必ずしも大きくないものを合んでいるが、その相対的

関係にゐいては、少数の例外を除き極めてよく一致しているO とれば三つの尺度が可成り類似せる特

徴を測定していると考えるととを許すものであろうO 絶対値が大雪〈ないのはとの種の inventoryの

限界を示すものとも考えられるO 特に 0，Ag， Co等に可成り小ざい値が見出されるが、 ζの三者は

Guilford-Martinの使用人採用検査から選ばれたものであって、性格特性というよりはむしろ社会的

態度の如きものを表わし、従うて他の特性に比べてより不安定であるとと左免れないためではなかろ

うか。

7. YG検査第二型式の実施。 ζのように三勺の尺度が可成りの程度に一致するものであるなら

ば、実用的には最も純粋化されたと考えられる第二型式を使用するのが当然である。そ ζでとの型式

の尺度項目を、採点その他の視点から最も便利友ように配列する ζ とにした。その配列の仕方は吹きや

のようであるO 即ちそれは大体予備検杢の構成と同様であって、先ず 1番かち 120番比至る 1のづく

番号に S項目、 2のつ〈番号に T項目というように並べ、 121番以下は1， 2， 3のつく番号比 O

項目、 4，5， 6のつ〈番号に Ag項目、 7，8， 9のつく番号に Co項目を配当した。第二型式の 13

特性はとれらの 156問で完全に測定されるわけであるが、参考のために Y 及び Y'特性をも同時比

採点しうるように、項目は重複するが、吹きの各25問ずうをそれらの代表項目と定めた。即ち Y特

性に対しては 1，11， 21， 31， 41， 51， 111， 3， 13， 23， 33， 43， 6， 16， 26， 36， 46， 7， 17， 27， 

37， 47， 130， 140， 150を、 Y'i特性に対しては 81，3， 13， 23， 33， 43， 93， 34， 76， 8， 18， 28， 

38， 48， 68， 9， 19， 29， 39， 49， 10， 20， 30， 40， EOを共同使用するととにしたのであるO

被験者には例の通り 1項目約6秒の速度で読み開かせ、別に用意した answersheetにOx( ) 

の印を記入させるO 採点はOvz:2点、( )に 1点を与えて特徴別に集計する。但し S項目中の 1，

11， 21， 51， 111， 1L項目中の 2，12， 22， 32， 42， 52， 62， 72， 82， 92， 112， D項目中の 63，G 

項目中の 6，A項目中の 87，97， 107， 117， M 項目中の 58，98， 108， 118， 1項目中の 119，

N 項目中の 110の 28項目は逆に×印に 2点を与える ζ とにした。

項目の既列は鮪22襲、答案用紙の型式は蹄23袈の通りであるO 答案用紙中数字をアンチク字体にし

たものは×の方に得点を与える項目、*印は Y項目、 r は Y'項目を意味する。右側の NR(normal 

range)というのは表恭の得点に該当するものが、被験者の 27子の 1以上めるととを示す大体の数値

であるO なゐ 160番は採点しない。
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Table 22 Y-G自己診断表

型式 E

1 誰とでもよく話す 43 ぼんやり考えこわくせがある

2 何でもよく考えてみないと気がすまない 44 仕事に変化がないとすぐし、ゃになる

3 度々元気治;方くなる 45 平合点の傾向がある

4 気分がしばしば動揺する 46 てきぱきと牧事を片付ける

5 人といっしょにはしゃぐことが多い 47 人前で話すのは気が引ける

6 活1設でない 48 親友でもほんとうに信用する.事はできない

7 はにかみやである 49 イ町山につけて白fffがない

8 わけもなく自分がみじめだと思う事がある 50 心~g2'[生である

9 失敗Lゃしなし、かといつも心配である 51 色々な人と知合になる乃が楽しみである

10 一寸したことが仕事の邪魔になる 52 一人きりでし、?とし、と思うことが時々ある

11 人と広くつきあうのが好きである 53 人中にいてもふと淋しくなることがある

12 深く物事喜子考える傾向がある 54 感軒的である

13 度々物思いに沈むことがある 55 口数が多い方である

14 こうふんしやすい 56 仕事は人よりずっと速い方である

15 気がるなたちである 57 目上の人のl請に出ると固くなる

16 いつもほがらかである 58 陽気に仲間と時党すごすのが好きである

17 人前に出るのが恥かしい 59 人前で赤面するので困ることが多い

18 生きるのがし、ゃなほどゅううつな時がある 60 人から見られているよろで不安である

19 競技などのとき固くなる 61 無口である

20 些細なことを気にやわ 62 すrすかるしい問題す考える f乃が好きである

21 誰とでも平気でつきあう 63 気持があっさりしている

22 度々考えこむくせがある 64 早く決心すればよかったと仰わことが多い

23 度々ゅうちつになる 65 よく考えずに行動してしまうことが多い

24 気力;変りやすし、 66 人に対してはいつも気楽':;:'.~rz事ができる

25 じっとおとなしくしているのが苦手である 67 世話役はL、つも人に頼わことにしている

26 動作はきびきびしている 68 いつも日分はだめだと思ろ

27 人中ではいつも後の方に引込んでいる 69 人とちがうことは恥かしくてできない

28 何もかも旨く行かないと思う日が時々ある 70 人の品行〈行い〉が気になるた九である

29 人から邪魔にされはしまL、かと心配である 71 人中ではだまっている

30 すぐ感情を傷つけられやすい 72 人のすろことの裏を考えることが多い

31 新しい友達は仲々できない 73 時々何に対しでも興味がなくなる

32 実行する前に考えなおしてみることが多い 74 すぐ不機嫌になる

33 度々過去の失敗党くよくよと考える 75 多勢とー怖にいる，乃が好きで、:ふろ

34 度々後悔で胸が一杯になることがある 76 大体いつも機嫌がよい

35 いつも何か刺殺生求める 77 自分で話すより人の話を聞く方である

36 いきいきしている 78 自分は馬鹿正直である

37 引込みじあんである 79 異性(男なら女〉の前では人一f~\恥しがる

38 世間から離れて一人で生活がしたい 80 人が来てうるさいと思うことが度々ある

39 劣等感(人に劣る感じ)に悩まされる 81 異性(男なち女〉の友達は殆んどできない

40 神経質である 82 人とー怖にいる』乃が気づまりである

41 こちらかち進んで友達を作ることが少ない 83 時々白分をつまらぬ人間だと思ろ事がある

42 会話の畏rll~亡ふと考えこすr くせがある 84 一寸したことでひどく驚くことがある
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85 人の世話が好きで乱る 123 時高ポカシとしていることがふる

86 新しい事にもすぐなれる 124 失礼なことをされるとだまっていない

87 会などのときは人の先に立って働く 125 色々な世間の活動がしてみたい

88 人中でお化粧すする人はいやである 126 不正なことはだ M杢っていムれない

89 仲々決心がつかず機会を失ろことが多い 127 もっとちがろ境遇に生れたがったと思ち

90 人が見ていると仕事ができない 128 人は私を充分認めてくれない

91 人目に立つよろなことは好まない 129 不満が多い

92 用心深いたちである 130 友j主はえらばれt-/v数だけでよL、

93 いつも疲れた気持である 131 ?ii想にふけるのが楽しみである

94 気持ちど頓に弘らわしやすL、 132 珂がよくなったり忠くなったり定まちない

95 お祭きわぎが好きである 133 時々誰かに打明け話がしたい

96 周囲の人とちまく調子守合わせていく 134 う気治:短L、

97 思ったことは遠置なく L寸方である 135 いつもなにかしていないと矢がすまない

98 いつも自分を他人と比較する傾向がある 136 衝動的である(円分がおさえムれない)

99 困難にぶつ:かると交がくじける 137 人は結同手IJ燃のために働くのだと思月

100 色々な事が皆自分に関係がある織に思える 138 人がみてL、ないと大抵の人は怠けると思ろ

101 知ちぬ人と話すときは悶くなる 139 スパイのような人が沢山いる

102 のんきな?とちである 140 誰からも好かれる

103 理由もなく不安になることが時々ある 141 いやな人と道で出会ろと避けて活不

104 時々気が散って考えがまとまちたい 142 困難な状川では河がtHて来て困る

105 計酬を立てる上り早く実行がしわし、 143 坐っていても気分が詐付恥ない

106 鯨い時間に沢山の仕事をする自信が主〉る 144 退問したときは何か強い刺激がほしい

107 会やグル{フ。の為に働〈のが楽しみである 145 軽蔑きれたと思ろとひどく腹が立つ

108 大切な決心ちどする時も余 h人に相談したい 146 平凡に暮すより{i1}，-，'変ったことがしたい

109 じきちろhえるたhである 147 世の中は不公平なことに凋丸ていると思う

110 人の批評は余り気にしたい 148 度々人の気時全~在ρ 'Òちてみたい

111 人中に出てもまごつかない 149 人から触れられたくない叫密が主〉る

112 こまかL、めんどちた仕事が好きボある 150 し、つもはりきって新しい仕事にとりかかる

113 いんきである 151 人から虐待された粧1~&tiJ;ある

114 興奮するとじき訳が出る 152 心配でおわれねことが度々ある

115 色々もがう仕事がしてみたい 153 わけもなく喜んだり悲しんだりする

116 悶ることがあってもほがらかでL、られる 154 正しいと思ちことは人!とかまわず興行する

117 人のあっかL、がちまい 155 侮帰された恨みはL、つまでも忘れられない

118 いつも時間より早〈出かけていく 156 目上の人とも遠慮なく議論することがある

119 余り迷わずに決心がつく 157 世のrl.の人は人心事などμ込まわないと思ろ

120 交すrずかしい 158 人の間切にほ下心がι1);ヂろで f~安ーである

121 とてもありぞろもないことを空想する 159 わざと除け者にされたことが度々ある

122 度々ねつかれないで困ることがある 160 あまりじよう托んをいわない方である

尺度名の変更についてO これまで我々は尺度の名称占 Gui1fordに従りて STDCR等と呼ん

で来たo しかし我々の尺度は種々なる探作の過程を粧て Guilfordの名材、とは必ずしも一致しない側

面を捧呈するに五つ売。とれは Guilfordの分析の不備忙よる点もあり、丸我々の持作の方に欠点が

あったかもうr;nれないo とにかく数個の名称、は変更する方が適当であると考えられるようにたったo

1. 先ず第ーに C項目の名称は循環性 (cyc1othyr叫a)というよりは、感情不安定}性 (emotional
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Table 23 Answer Sheet for YG-II NR 

unstable)という方が適当と思われるので、 E と符号化したい0

2. 第二~A 項目は支配性 (ascendance) というよりは、指導性 (social leadership)という方

が適当のようであるO 従勺てこれは L と符号化するO

3. 第三に 0 項目は特に意識的に主観性を志床する項目を集める努力をしたにも拘わらず、それ

らは殆ん左すべて操作中に脱落して、残ったものは肉体的た意味での神経質症状のようなものを主と

するものとなった。神経質項目は別にあるので、最も負荷量の大きい項目の特性を取って暫定日々にで、

はあるが、空想性 (phantastic)と名づけようと思う O 符号は Po

4. 第四に Ag項目は愛湿のよさ (agr'3eableness)というよりも、攻撃性(aggre3si ve )という

方が適当であろう o'll号は A。

5. 第五に Co項目は協調性(cooperativen:~3めというよりも、不満性(frustrated) という方

がよろしい。符号は F。

勿論本論文では混乱を避けるためになるべ〈旧符号を用いていくが、必要な場合には新符号を括孤

内に入れて並記するととにしよう O

さてこの YG検査の第二型式は先きに YG予備検査に参加した京大学生の A Groupに属する

150名に施行されたo その得点の度数分布を彼らが YG予備検査にゐいて同じ項目に反応した得点の

分布と共に表示すると第24袈の通りであるO 両検査に:t;ける各/持性聞の相関は表中の最下欄に示して

あるが、両検査の施行間隔が 5ク月であるとと、及びその項目配置が可成りちがっていることを考感

に入れると、この数値は相当高いものというととができるであろう O

次ぎにとの YG第二型式は奈良少年鑑別所の非行少年133名(受刑j中の者96名鑑別j中の者37名)に

施行されたo 年齢は大学生と同じ20才前後であるO その得点の度数分布は第25表aの通りであうて、

とれを京大生の度数分布と比較し、 tテストにかけると第25表 bのよう友価がえられた。
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Table 24 YG-IIの鹿数分布(再検査)

(アシ〆チグ体は予備検査中における同一項目に対する得点の度数，被験者は京大生150名〉

得点 S T D C R G A 乱f I N O Ag Co 

23- 5 1 8 3 2 8 3 O 3 7 1 3 O 
( 6) (1) (13) (2) (0) (6) (2) (0) (3) (4) (0) (0) (1) 

21-22 8 3 7 7 3 13 6 1 9 13 1 6 O 
(14) (2) (7) (5) (2) (9) (7) (0) (9) (10) (2) (7) (1) 

19-20 10 1 15 5 9 17 8 O 7 9 3 12 5 
(5) (5) (10) (13) (7) (11) (9) (0) (6) (13) (2) (9) (4) 

17-18 15 4 9 14 7 12 10 4 8 16 7 16 7 
(16) (5) (16) (13) (8) (18) (7) (0) (9) (11) (7) (16) (8) 

15-16 12 15 11 21 13 13 18 6 15 19 19 22 13 
(14) (10) (12) (17) (18) (21) (8) (8) (17) (15) (11) (23) (7) 

13-14 18 7 24 16 25 11 16 8 12 9 17 24 15 
(10) (20) (14) (12) (10) (10) (11) (13) (14) (17) (18) (25) (18) 

11-12 14 19 8 14 17 23 14 13 9 15 20 19 26 
(18) (12) (7) (18) (24) (11) (11) (19) (15) (10) (23) (15) (21) 

9-10 20 19 14 18 16 10 13 26 15 14 14 20 27 
(12) (21) (12) (15) (20) (8) (9) (25) (10) (13) (21) (18) (25) 

7-8 5 28 14 13 18 14 8 30 16 8 20 19 19 
(l2) (27) (12) (17) (21) (14) (21) (38) (14) (11) (21) (18) (20) 

5-6 8 22 11 14 18 7 16 39 19 12 21 4 14 
( 7) (22) (14) (14) (18) (11) (13) <.24) (14) (21) (17) (12) (17) 

3-4 13 20 9 14 12 8 14 17 16 12 12 5 16 
( 9) (18) (11) (8) (11) (9) (19) (18) (14) (12) (6) (7) (22) 

1-2 12 8 15 9 6 8 14 6 13 13 8 O 4 
(2) (6) (13 ) (12) (8) (6) (18) (4) (18) (8) ( 11 ) (0) (3) 

O 10 3 5 2 4 6 10 O 8 3 7 O 4 
( 5) (1) (9) (4) (3) (6) (15) (1) (7) (5) (1) (0) (3) 

SD 
6.76 4.90 6.78 5.88 5.50 6.68 6.58 4.00 6.46 6.76 5.2o 4.66 4.70 
(6.80)(4.92)(7.46)(6.06)(5.12)(6.40)(6.72)(3.56)(6.60)(6.52)(4.80)(4.78)(4.84) 

Ql 
5.3 5.1 6.1 6.4 6.3 7.8 4.5 5.2 4.6 6.2 5.5 9. 1 6.5 
(7.5) (5.7) (5.2) (6.5) (6.3) (7.4) (3.0) (5.8) (4.4) (5.7) (5.7) (8.6) (5.7) 

M 11.1 8.7 11.5 11.2 10.5 12.7 10.2 8.0 9.8 12.0 9.5 13.1 9.7 
(12.4) (9.4)(11.5)(11.1)(10.0)(12.2) (8.6) (8.3)(10.1)(11.4) (9.4)(12.5) (9.4) 

Q3 
16.5 11.8 16.7 15.6 14.2 18.5 15.4 10.1 15.0 17.4 13.7 16.4 12.8 
(18.1)(13.0)(17.5)(15.9)(13.9)(17.2)(13.6)(10.7)(15.2)(16.5)(12.7)(16.0i(12.6) 

rl宮 .67 .56 .77 .72 .74 .82 .75 .55 .74 .78 .66 .61 .58 
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Table 25 a 非行少年の YG-II

(奈良少年鑑別所 133名)

得点 S T D C R G A M 1 N 0 Ag Co 

23-24 I 3 0 8 6 9 13 0 0 7 10 5 3 1 

21-22 i 9 1 6 12 6 19 10 0 13 9 10 12 5 

19-20 I 13 4 11 12 11 12 22 3 15 15 15 17 15 

17-18 I 19 4 12 15 10 19 11 6 19 11 20 23 18 

15-16 12 14 22 16 19 23 16 17 9 9 19 26 23 

13-14 I 16 18 20 19 18 13 11 18 10 13 12 21 24 

11ー 12 I 12 19 21 19 11 8 17 36 15 14 16 16 16 

9 -10 14 21 7 15 14 8 10 20 15 20 11 5 14 

7 - 8 11 17 10 11 20 7 8 21 9 13 13 3 5 

5-6 I 7 11 11 2 11 5 11 9 8 11 6 4 7 

3-4 I 8 9 3 5 0 3 8 3 9 3 1 2 3 

1 - 2 6 12. 2 1 3 2 6 0 3 4 4 0 2 

0 3300  1 1 3 0  1 1 1 1 0 

SD I 6.12 4.98 5.42 5.16 5.62 5.G8 6.18 3.54 6.16 6.10 5.50 4.46 4.62 

~1 8.1 6.1 10.5 10.4 8.3 12.2 7.8 8.5 8.9 8.6 10.0 12.7 10.8 

M I 12. 6 9. 6 13.5 14. 1 山 15.6 12.6 11.2 13.6 13.2 山 15.3 山

Q:; ; 17.7 13.4 17.2 18.1 17.1 20.3 18.3 13.7 18.8 18.6 18.2 18.4 17.2 

Table 25 b 京大生と非行少年との比較

ST  D C RG  AM  1 NOAgCo  

本木 牢本牢 牢本牢 *本本 本牢 市本車 率本本 木本本 本 本 * *牢牢

t I 1.9 1.5 2.7 4.4 3.9 3.9 3.2 7.1 5.1 1.6 7.0 4.0 7.2 

料 1% level， *** 0.1% level 

本稿の目的は本検査の標準化を行ゐうとするのではたかったから、未だ余り多くの資料を集めてい

たいo しかしとの例が示すように可成り著しい差を示す集団が見出されるというととは注目に価する

事実であるように思われるO 尤も京大生はゐそらく決して同年輩の正常者の代表的集団ではないので

あろう O 従って標準化の仕事は勿論今後に譲ちなければならない。
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目 第二部の結び

第二部の目的は総括的な所謂向性検査の他に、或る程度まで特殊的な性格特性を測定しうるような

自己診断検査を構成することであうた。特に Guilfordの13特性を診i析する三つの inventoryから

出発して、 GP分析による項目分析を行い特性数を19f聞に増加するという迂路を通って、最後にはや

はりお特性から成る inventoryに到達した。しかしそれらの13特性は Guilfordのそれと極めて密接

な関係を有するものと思われる一方、又それらとは税分品ユプンスを具にするが如きものであった。

S特性は「誰とでもよく話すJr人と広くつきあうのが好きであるJ等の項目にょうて代表されるよ

うな枇交性を表わすものと考えられるo Guilford が考えたような差恥心やI~~遁性の如きは余り前回

に現われなかうた。

T特性は「何でもよく考えて見ないと気がすまないJ r深く物事を考える傾向がある」等の項目に

よって代表される思紫性とでも名づくべきもので、 Guilfordが likingfor thinking と名づけた

「むずかしい問題を考えるのが好きであるJという怯貨や、 intel1ectualleadershipと名づけた「内省

的であるJrしばしば考えと u'Jという性原とは口I成り ι ユアンスを具にするものとな勺た。これは

Guilfordの特性をそのままパj立に}甘いると「しばしば物思いに沈むJとか「度々ゅううつになるJ

とかいう判J醇性因子が余りにも大きな負荷を示すようになるので、我々の場合は特にこの種の凶子を

除外する努“力が払われたためであるQ このことは先きに第二型式の T特性にゐいて感情的諸特性と

の相関値が苦しく後退したと説いた事実に対山するものなのであるO

D 特性は「皮々元気がなくなるJrしばしば物思いに沈己ることがあるJr炭々ゅううつになるJ等

の項目によって代表される抑欝性であうて、とれは Guilfordの D特性とよく一致するようである O

C特性は「気分がしばしば動揺するJrこうふんしやすいJr気が変りやすい」等によ勺て代表され

る感情不安定性であり、 Guilfordのそれが「気分の動揺が激しいJr感情を傷けられやすいJr未来

の不幸を心配するJ rしはしば空想、にふける」等かなり異a質的なものの寄合世帯であり、従って D，

1， N， 0 等の諸特性から区別し掛かうたのに比して、我々の場合は可成りはっきりと分離された。

名称は感情不安定性、従って符号は E とするのが適当ではないかと考えられるO

R 特性は「人と一緒にはしゃぐことが多いJ r気がるなたちである」等によって代表されるもの

で、 Guilfordの「のんきさJ (rhathymia)と恐らく向じ特性であると思われる。

YG第一型式にゐいては CR特性を独立として取扱ったが、これは第二型式の C と R とを混合

したようなものである。 cの12項目ql7項目、 R の12項目中 7項目が一致しているOしかるに第一

型式の Cゃ R とは間連性が少なく、 一致項目は前者に25項目中 7項目、後者に 4項目あるに過ぎ

ない。そしてそれらとの相関も高くない。従ってとれは或は独立の特性であるかも知れないが、今の

ととろ何ともいいかねるO

G 特性は「活J誌であるJ rいつもほがらかであるJ r動作はきびきびしているj等によって代表

される活動性の特性で、 Guilfordの一般活動性 (generalactivity) と大体同じものと考えられる

ので、年年号はそのまま G として土<0 
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A 特性は「はにかみやであるJ ，写i込みじんである」等に負荷が多く、 Guilfordの Sとほ別で

きないようにも見えるが、その他に「会などの時はいうも人の先に立って働く J，思ったととは遠慮

友〈いう」等にも可成りの負荷を示すから、とれを社会的指導性(social leadership)と名づけ、 L

と符号化しようと思う O

M 特性は「わけもた〈自分をみじめだと思うととがある、 j等極めて社会性を含む特性であって、

との点にゐいて Gui]fordの男子性 (mascu1inity)と一脈相通ずるものがある。符号はやはり M の

ままにしてあとう O

I特性は「失敗しゃしないかといつも心阻であるJ ，人から邪魔にされはしまいかと心西日である」

「劣等感に悩まされるJ等によって代表されるもので、劣等感という名称でよいであろう O 符号は

I。

N 特性ば「一寸したととが仕事の邪魔になるJ，.些細左ととを気にやむJ，神経質であるJ等で

代表される神経質特性であるO 符号は No

O特性は「とてもありそうもないととを空想するJ ，度々ねつかれたいで困るととがあるJ等で代

表されるもので、 Guilfordの主観性とは可成り違うものと友っているようである。適当左名称がな

いので、かりに空想性 (phantastic)と名づけてゐ〈。符号は P とする。

Ag特性は「失礼なととをされると黙。てい左いJ 等やや角のあるj性格を表わすもののようであ

り、愛想のたさ (lackof agreeableness)でもよいが、むしろ攻撃的(aggressive )と考えてみた

い。符号は A を用いるO

Co 特性は「もっとちがう境遇に生れたかったJ，不満が多いJ等で代表されるもので、協調性と

いうよりはむしろ不満性 (frustrated )という方が当っていると思われる。 従勺て符号も Fとすると

とにした。

とれらの特性が果して生来的のふ降格特性であるか、戒は習慣的友生活態度に過ぎ左いかは、我々の

資料からはきめられ友い。しかしとにか〈比岐的独立な叉内的整合性の高い性格の一面であるととに

は間違いあるまいo との検査を如何に活用するか、如何に標準化するかは、我々に課された今後の課

題であるO
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第 部 矢田部 G-l1ilford性格検査の因子分析的研究

研究担当者 辻 岡 美 延

}出 発点

第二部にゐける我々の課題は項目仔析によって本イ y ヴエントリーの内的整合性を高めるととにあ

った。それではとのよう危操作を経て作成された夫々の特性項目群は性格の如何なる特性を測定する

ものであるか、叉そのような特性、或は次元の数は幾何であるかを因子分析によって探究するのが第

三部の課題であるO

元来、肉子仔析は知能の構成因子の探究に用いられてきたものであり、L.L. Thurstone(I 5)は60

数種の知能検盗の問に求められた相関行列から、知能の機能的単位(functionalunit)即ち一次因子

(primary factor)を抽出し、さらにこれらの一次因子の聞の相関を分析して知能の二次因子(secon-

dary factor) を求め、 ζの二次因子が先きに Spearmanによって仮定された「一般知能因子」

“g"に該当するものであると主張した。その後因子分析は知能の研究のみ危らず、人格、集団性格、

知覚、学背等のあらゆる領域の探索的研究法として有力た武器となりつづ7わる。

1945年 C.'Lovell (12)は GuilfordPersonality Inventory の13の )~iえの相関を213名の調査結果

から求め、 とれに Thurstoneの童心法 (centroidmethod)を用いた因子分析的研究を発表した。

との骨折は相関行列の主対角線に科|関行列の各列の最大絶対値を各尺!立の共通性 (communality)の

推定債として代入する通常の分析方法にしたがったものであうたが、 19.50年 Thurstone(13)はとの

研究を批判した論文にゐいて、 Guilfordの13の尺度が一次独立(1inearindependent)であるか否か

が決定されぬ限り、乙のようた方法による分析は好ましくたく、先ず13の尺度によって表わされる一

次独立な次元の数の決定が先決問題であり、とれが決定された後に、二次肉子分析を行い、二次因子

の領域を究明すべきととを指摘した。モして自らLovellの相関行列の再分析を行った結果を発表し

たのであるO 主対角線値の関係を図示すると次ぎのようにたるが

共通因子分散 特殊因子分散 誤 5ミ号令散

←一一一共通 性 叩一一+

‘戸一ー一ー晴 信 頼性 一守一-昨今恥

←一一一一一 一一一一テストの企介散(=1 ) 

今宍々の尺度によって表わされる次元(悶子)の数を決定しようとする場合には、共通肉子と特殊因

子との分散の合計、 flDち信頼性 (re1iabi1i ty)が求めらるべきであり、テストの全分散から誤者分散

だけは除外されなければえにちない。従って因子に還元される相関行列の主対角線上には信頼度係数が

挿入さるべきであるというのである。

とのようえE理由によって Thurstoneは Table舗に示された Lovellの結果から Table27のセ
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ントロイド因子行列 Fo(centroidfactor matr~x) を求め、 9筒の一次独立な因子をi-di出した。換言

すれば Gui1fordの13の尺度は一次従属であるわけであるO

Table 26 ギルフオドの13の尺度の相随行列(ラヴエル)

(Correlation Matri.x for Gui1ford' s Thirteen Scores) (C. Lovel1) 
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明u(サアストン)行換変棟鹿Table 28 

(Transformation Matrix .，，1， Thurstone) 
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乙の因子行列に Table28の座標変換行列(TansformationMatrix A)によづて軸の廻転を施し、

かれは七つの心理学的解釈を持つ因子と二つの仮りの説明をもっ因子とを抽出した。乙れらの因子は

斜交因子で、互に相関を有したがら単純構造 (simplestructure) をなすよう軸の廻転が行われたの

であるO とれらの一次因子の聞の化関行列は Table30 ~示されてゐ Þ ¥ Table 29は一次因子が夫

々の尺度に持つ負荷量を示した斜交因子行列 (Ob1iqueFactor Matrix V)である。 Table29か

ら抽出された一次因子の性質を説明すれば

R1. 反省的 (Reflective)

T. 思考的内向 .76牢

R. のんきさ 一.41*

D. 抑欝性 .35 

S. 社会的内向 .29 

C. 循環性傾向 .26 

*符号は尺度の名称に応じて変えても可なる故適宜変えてあるq

との因子は「内向的」或は「内省的」ともよばれる。ただし社会的適応性という意味を持たたい。

頭文字をとって Rl と記号化しよう O 震数は一次因子であるととを示すo (以下因子はすべて頭文字

であらわされる。)

S.1 社交的 (Sociable)

Co. 協調性 .72 

Ag. 愛想の良さ .66 

O. 客観性 .31 

N. 神経質 一.24

R. 0)11.ノきさ .21 

E.l 情緒安定的 (Emotional1yStable) 

C. 循環性傾向 .50 

D. ;J'Jp欝性 一.50

N. 神経質 一.32

S. 社会的外向 .32 

T. 思考的外向 .32 

V.l 精力的 (Vigorous) 

M. 男子性 .74 

N. 神経質 一.24

D.1 主導的 (Dominant) 

A. 支配性川 .55 

S. 社会的外向 .42 
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Al. 活動的 (Active) 

G. 一般的活動性 .44 

Co. 協調性 .43 

1.' 衝動的 (Impulsive) 

G. 一般的活動性 .60 

R. のんきさ .45 

以上の 7簡の一次因子は心理学的意味の比較的明瞭なものであるが、との七つの因子K加えて二つ

の比較的明瞭でない因子があげられた。 Thurstoneはその一つを

C.l 自信 (5elf-confidence) 

1 .劣等感 ー .35

O. 客観性 .34 

A. 支配性 .30 

という。 ζの因子の独立性や有意性は操わしく、一次因子とするととは保留された。もう一つの因子

も神経質 (N)に .29の負荷があるだけで、 ζれも一次因子としてとりわげるにはあまりにも不明

瞭である。

Table 30 の一次因子間の相関表で最も顕著な相関を示すものは主導的 (Dl)と衛動的 (P)であ

り (r=.71)、しかもこの二つの因子に属する Guilford の尺度が全く別々のものであることは興味

深い。叉社交性 (51)と情緒安定性 (E1)との相関も高くいロ.52)、斜交因子行列 (V)-Table 29ー

を見るととのこうの因子に属する尺度の分離は明らかである。

Thurstoneの研究は以上のようた一次因子の抽出だけに留るのであるが、 1952年 M.E. Baehr 

(2)は上述の Thurstone の一次因子の相関行列に二次因子分析を施し、 4簡の二次因子を抽出し

た (Table31)。半面その方法は一次因子聞の相関行列の主対角線に共通性(communa1ity)を挿入す

る方法であるoBaehrは軸廻転後の (Table33)因子の心理学的解釈にあたり、 G.Heymans (10) 

及び E.D. Wiersma (17)の気質学説を採用した。 Heymans等の気質学説では、気質は下記の三

変数かちたり、 ζれらの三つの連続変数の合成によって構成されるといわれるO 即ち(次頁へ〕

Table 31 ニ次セントロイド因子行列(ベール〕

(Secondary Centroid Factor Matrix F1 -Baehr) 

E 目 IV 
一一一一一 一一

Rl -18 -08 24 35 

S1 59 40 -lC 32 

El 65 59 12 -24 

Vl -14 24 53 14 

Dl 47 -50 45 03 

Al -5i 15 36 -16 

11 46 -i6 30 -07 

X.l L5 65 28 26 

X~l -18 06 -16 -01 

-除
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Table 32 二次座標変換行列 (ベール)

くTransfoτmationMatrix A-Baehr) 

A2 B2 C2 D2 

.737 .427 .032 .266 

E .460 一.582 .487 一.241

E 一.098 .685 .831 一.098

W .485 .099 一.265 .929 

Table 33 二次斜交因子行列 (ベール)

(Secondary Oblique Factor Matrix V1-Baehr) 

A2 B2 C2 D2 

Rl -02 10 06 37 

S1 79 -12 。。 06 

El 62 04 47 -55 

Vl 02 15 52 06 

Dl 09 80 14 -02 

Al -46 -07 40 一07

I1 -07 85 一09 -03 

X1l 73 一02 49 -06 

X21 -10 -22 -11 04 

1. 一次機能一二、次機能 (Primaryfunction-Secondary function) 

2. 活動性 (Activity)

3. 情緒性 (Emotiona1ity)

一次機能というのは衝動的で活気があり、大体陽気であるが気が変りやすし注意散漫で新しい刺

識には直ちに反応し、従って作業にむちがあって、注意の集中を必要とする作業には不向きのよう友

性質であると考えられた。

Baehrはとの Heymansと Wiersma の学説が自分の二次因子の性質と非常によく一致すると止

を認め、抽出した三次因子を次ぎのように命名した。

A2. 情緒安定性 (EmotionallyStable) 

との二次因子は Thurstoneの一次因子の中、社交的 (.79)、自信 (.73)、情緒安定的 (.62) 活動

的(ー.46)に対して犬きた因子負荷量を示してゐり、 ζれを Guilford の尺度比置きかえると下の

ようにたるO

Thurstoneの因子 Guilfordの尺度への因子負荷量

fCo. 協愛想調性 .72 S1. 
社交的 I.Ag. のよさ .66 

( I . 劣観等感のないこと .35 Cl. 自 信'"・ H ・....・ H ・lo.
客性 .34 

出定的 (C. 
循抑環欝性性傾のた向いとと

.50 El. 情緒安 ID. .50 
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A1. 活動的(負)・… -JG . 一般的活動性 ι 
1Co. 協調性 .43 

B2 一次機能 (PrimaryFunction) 

ζの二次因子は Thurstoneの衝動的 (.85)及び主導的 (.80)に対して商い負荷量を示し、 ζれを

Guilfordの尺度に書き直すと、

1 1• 衝動的・・・・・…~~. 一般的活動性 .60 
1R. のんきさ .45 

D1. 主導的・・…・・…-JA. 支配性 .55 
'1S. 社会的外向 .42 

とたり、 ζれとそ HeymansとWiersmaのいう一次機能の特徴をとらえた因子であると彼女は考え

た。

C2. 活動性 (Activity)

ζの二次因子は Thurstoneの精力的悶子 (.52)、自信 (.49)、情緒安定的 (.47)、活動的 (.40)

に対して高い負荷量を示すO ζれを Guilfordの尺度に書き直すと

V1• 精力的…・・・……...M. 男子性 .74 

C1・自信 は諸症のないとと :32
E!. 情緒安定的… ---Jc.循環性傾向 .50 

lD. 抑鶴性のないとと .50 

Al. 活動的・.~...……...IC. 一般的活動性 .44 
tCo. 協調性 .43 

ととに表わされているのは、情緒不安定性の影響を制御するととから自由な、精力的で自信に満ち

た行動の特徴であり、との自由で精力的な行動の特徴とそ Heymansが活動性と呼んだものと極めて

よく一致すると Baehrはいう。

D2. 情緒不安定性 (EmotionallyUnstable) 

ζの二次因子は Thurstoneの反省的 (.37)、情緒安定性(ー.55)に対して高い負荷量を持うもの

で情緒不安定性と名づけられてゐり、 ζれを Guilfordの尺度にたゐすと

R~ 反省的 (長官732向 二:2
JC. 循環性傾向

El. 情緒安定性(負}"US:抑欝性のたいこと .50 

ζの因子によって表わされる主要特徴は思考的内向、情緒不安定、抑簡的で、のんきさを欠くとと

であり、概して不適応的た性質を意味するO 二次因子 A'!は情緒安定性を表わす因子であったから、

情緒安定性と不安定性即ち適応性と不適応性とは質的陀異たり、とのごつは同一因子の両極にあるよ

うたものではないと考えられた。
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H 実 層会

1. 実験の施行。

目 的 ととでは第二部にゐいて作成した矢田部 Guilford性格検査第二型式の因子的構造を究

明しようとするo (第一型式の因子分析は後日発表の予定である。)

方法 尺度の聞に求めた十rl関行列!の主対角紋に各尺度の信頼性 (re1iabi1i ty) を代入し、各肉

子抽出後の主対角材く値の修正は行わず¥計算を続け、主対角線値が消えるまで、或は有意な因子負荷

量の生ずる限り、分析を行うO かくしてえられた肉子行列を、単純構造をなす斜交因子行列に変換

し ζの一次因子聞の相関をさちに分析する二次因子分析を施すO との際は一次因子聞の相関行列の

主対角線値比は共通性の推定値としてとの十日関行列の各列の最大絶対値を代入するO 求められた二次

の直交因子行列は単純構造をなす斜交二次因子に変換されるO

被験者、調査者、調査場所、日時、調査方法、採点、等は第二部(87頁)を参照O

さてととに問題とたるのは主対角線値の選定であるO 始め我々は再検奈の信頼度係数(第24表参照〕

を採用するつもりであοたが、五カ月後の再検査の信頼度係数は相関行列の各列の最大絶対値に比し

て、比較的低いものが多かったo とれは五カ月の時日及び両検査の項目配置の相異た主による他の諸

要因の関与による信頼度の低下を示すもので、との部介が全部誤差分散だと考えるととには考躍の余

地があるO だ、かちとの債を主対角線に代入するというととは、二種の異質な実験を結合して同時に分

析するというととを意味するもので、少〈とも、第一回目の結果に表あされた性格の因子構造を整今

的に分析するととを意味したいと考えられる。その上、との比較的低い値を主対角線上に挿入すると

とは、実は相関行列の Gramianproperty を破壊するゐそれがあるという数学的た理由もある。そ

とで我々は各尺度の信頼度係数としてかりに .9という値を採用した。との値は大体 Thurstoneが用

いた値の平均に近いo Thurstoneもかれの分析の場合、 Lovellの採用した Guilfordの手引の信頼

度係数 .80-.94という比較的大なる値をそのまま採用しているが、それもゐそらく上のような二つ

の理由によるのであろうと考えられるO

2. 因子分析。

第二型式の13尺度の聞に求められた相関行列 (N=200)は Table34の通りで、第一型式では各々

の尺度の聞に重複項目があるため、それと比較してとの場合の相関は概して低かった。 ζの相関行列

を Thurstoneの完全童心法 (completecentroid method) (14)で因子行列に還元したのが Table

35 のセントロイド因子行列(centroid factor matrix)であり、 ζれを Table37の座標変換

行列 (transformationmatrix)によって軸の廻転を行い、 Table 38の斜交因子行列 (oblique

factor matrix)をえた。これらの斜交因子、I!Jlち一次因子 (primaryfactor或は first-orderfa 

ctor)の聞の相関行列は Table39であるO との本rl関をさらに分析して、二次の直交因子行列に還元

したのがTable40であり、とれを Table42の麿標変換行列によって軸の廻転を行い、 Table 43 

次斜交因子、 EJlち二次因子 (secondaryfactor戎は second-ord.erfactor)をえた。二次因子の間の

の如き二{、i!関は Table44にあるO
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Table 34 YG-11の13尺度の相関行列 (N=200)

(Correlation Matrix for Yatabe-Guilford's Thirteen Scores) 
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Table 35 

この表は Table20と同じものであるが因子分析の手腕き上、 R，G，A，M，Agは符号を逆にしてある

YG-IIのセントロイド因子行列
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Table 36 蹄 8因子剰余の頻数分布 (n=169)

(Frequency Distribution of 8th Factor Residuals) 

Frequency 1 

Residual ー.06 -.05 ヘ04 -.03 -.02 -.01 .00 .01 .02 .03 .04 .05 .06 .07 .08 

1 8 8 9 11 10 15 9 4 1 0 0 0 1 
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列行t臭変標座37 Table 

(Transformation Matrix A) 

X1
1 82

1 81
1 Rl Al V1 El D1 

。。21 21 17 15 07 

36 。。
明 2117 。。一09-42 22 

一26-15 18 51 ー3929 -15 -43 

ー09開 5638 19 18 -36 -26 30 

-68 38 59 。。-79 -27 -20 32 

56 33 -55 38 ー35-42 34 33 

ー0661 05 67 23 ー4749 -42 

-
E
E
w
v
n
m川
市

29 14 

12 00 30 ー2405 -55 51 -52 

列行子因交斜38 Table 

(Oblique Factor Matrix V) 

X11 82
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一次因子関の相関39 Table 

(Correlations between Primary Factors) 

X噌18.，1 S司1R1 A1 Ml E1 D1 

07 -12 14 25 12 27 56 100 D1 

ー21-58 一1219 一2218 100 56 E1 

77 41 80 29 -30 100 18 27 恥11

ー3816 -27 -02 100 一30一2212 Al 

14 -16 19 100 同 0229 19 25 R1 

95 58 100 19 叩 2780 叩 1214 S11 

S~l 

X，1 

58 100 58 ー1616 41 -58 

100 
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Table 40 こ次セントロイド因子行列

(Secondary Centroid Factor" Matrix F1 ) 

E E IV 
一 一 一 -

Dl 一15 時 59 44 -17 

El -36 一77 -13 -20 

Ml 72 -53 18 冊。9

Al -27 33 49 明 18

Rl 08 一38 14 叩 23

S11 91 一32 23 16 

sの1 62 38 45 21 

X11 96 ー24 06 18 

Table 41 第 ニ次鵬四因子剰余

(4th Factor Residuals) 

Dl El Ml Al Rl S11 S¥)1 X1l 

D1 

El 09 

Ml 戸 03 03 

Al 02 -05 -05 

R1 -06 内 10 -02 02 

S喝1 02 02 -05 01 01 

S21 03 03 10 02 ー08 01 

X11 07 01 一04 ー04 。。 ー04 。。

Table 42 ニ次鹿標変換行列

(Transformation Matrix Al) 
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Table 43 こ次斜交因子行列

(Secondary Ob1ique Factor Matrix V1) 

A2 B2 c2 D2 
一一一一一一一一 一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一

Dl 67 49 07 ー 14

El 78 03 一15 24 

Ml 
司 17 01 57 81 

Al ー06 58 63 10 

Rl 一31 -16 08 19 

S11 07 07 60 96 

S~l 50 -20 05 68 

X1l 20 25 74 92 

* Signs are reversed in order to he consistent with interpretation. 

Table 44 二次因乎聞の相関

(Correlations between Secondary Factors) 

A空 B2 C2 D2 
一一一一一一一一一ー一一一 一

A2 100 -99 99 -99 

B2 -99 99 -99 99 

C2 99 -99 100 叩 99

D!! 
明 99 99 ー 99 100 

3. 因子に関する考察。1)

(1) 一次因子

Dl.主導性 Dominant(SI.社会的外向空)Social extraversion) 

S. 
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E
一
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実
一
会
配

本
一
社
支

Thurstoneの尺度

S. 

A. 

社会的外向

支配性

N*. 神経質で充足いとと .25 

2

5

 

d
性

「

ひ

との因子の主要特徴は社会適応性に官み、対人的接触を求め、友を好み、排他的でえにし社会的統率

性を示すもので、上の表にもあるごとし Thurstoneが Dominantと名づけている因子と合致する

ものと，思われる。従って我々もとれを一応主導性と命名するととにした。我々の場合にはとの因子は

神経質でたいとと (-N)にわずかに .25の負荷を示すが、とれはとの因子の名称及び解釈に矛盾す

るものでたしかえって興味深い事実であると思われるO

註1) Dl，A2 等の如く因子記号につけた畢数は夫々一次因子二次因子であることを示す。

2) この因子が社会的外向とも考えられることについては後の結びを参照されたLo
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El. 情緒安定性 (EmotionalStability) 

本 験の J0..度 Thurstoneの尺度

C. 情緒安定性 .53 C. 情緒安定性(循環性傾向).50 
N 神経質でないこと .51 N 神経質でないこと .32 
。*1)客観性(空想的でない) .49 

D. 事p間性のないとと .47 D. 抑欝悦のない ζ と .50 

1. 劣等感のたいとと .39 1. 劣等感のないとと .15 

S*.社会的外向 .32 

T*.思考的外向 .36 

ζの因子と Thurstoneの閃子 El(Emotional Stability)とは情緒安定性、神経質でたいとと、

抑欝性のないとと、劣等感のないこと、 l亡3ないで両者がほとんど一致している。しかし上表中*印の

尺度にづいてはー故がみられない。我々の尺度は Guilfordの尺度a のままでなく、項目分析を通じて

可成りに変化をうけている部分もあるのであるから、当然完全た一致は望めたいわけであるが、金〈

独立に分析してえられたとれらの因子を比較するとき、両者の一致は顕著であるというべきであろ

うO 従って ζの因子も:亦 Thurstone~従って情緒安定性と名づけるととにした。

Ml. 男子性 (Masculinity)

本実験の尺度 Thurstoneの尺度

M. 男子性 .70 M. 男子性 .74 

N牢. 神経質で危い ζ と .24 

ζの因子も Thurstoneが Vigorousと名づけた因子とほとんど一致するもので、共に男子性に大

きた負荷を持つ。乙の ζ とは両特徴の選出方法が全くちがうているととを考躍に入れると、極めて注

目すべき結果であるといわなければならない。

Al. 活動的 Active(Gl.現実性 RealityGrade) 

本実験の尺度

G. 一般的活動性 .43 

O. 客観性(~思想的でたい) .57 

Thurstoneの尺度

G. 一般的活動性

O. 客観性

Co*.協調性

.44 

.16 

.43 

ζの因子の両者の一致はやや疑わしく、特に協調性にゐいて、我々の場合には負荷量が認められ君主

v、。

註1) 以下の表の中で*印をつけた特性戒fj因子は一方にのみ含まれ他方には含まれぬことを示す。
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R1. 反省的 Reflective(T1.思考的内向 ThinkingIntroversion) 

本実験の尺度・ Thurstoneの尺度

T. 思考的外向 .81 T. 思考的外向 一.76

R. のんきさ .26 R. のんきさ 一.41

N*. 神経質でたいとと .25 

D. 抑鍔性のないとと .17 D. 抑留性のたいとと 一.35

S牢.社会的外向 一.29
C市.情緒安定性 一.26

ζの因子は両者共に思考的外向に最大の負荷を持ち、のんきさがとれに次ぐもので、やや一致し危

いととろがあるとはいえ、 Thurstone が反省的と名づけたものと逆方向の行動特徴を表現する因子

と考えられるO

8~1 & 821.社交的 Sociable1日・ (F:. プラストレイシヨン Frustration，A 1.攻撃的 Aggression)

ζの因子は両者が結合すれば Thurstoneの社交的 (Sociable)と一致するものであるが、我々の場

合には分離して現われた。

本実験の尺度 Thurstoneの尺度

S11 (S1 ) 

Co. 協調性(不満のない) .79 (.43) Co. 協調性 .72 

O. 客観性(空想的でたい).23 (.23) O. 客観 』性 .31 

N. 神経質でない ζ と .21 (.34) N. 神経質でないとと .24 

S2A1 g. 愛想等の感(のよ攻たい撃いとがととlでとない).45 (.43) Ag. 愛想のよいとと .66 

1 .劣 .50 (.24) 1. 劣等感のたいとと .12 

N. 神経質でたいとと .38 (.34) N. 神経質でない ζ と .24 

A牢.支配性 .20 (…・) R申.のんきさ .21 

(S1)は S11とら1とを分離しなレ場合

との S11，S~! の 2 因子は軸の廻転の過程にゐいてごうに分離されたもので、介離されたい前の因子

負荷量は上表右側の( )内に示された如き{直を示し、 Thurstoneの Sociableとの一致が明瞭である O

X噌

本 実験の尺度

Co*.協調性(不満性)

R. のんきさ

G. ー股的活動性

一.67

.36 

.31 

Thurstoneの尺度

R. のんきさ

G. 一般的活動性

.45 

.60 

との閃子にもっとも近似的た Thurstoneの閃子は衝動的 (Impulsive) であるが、本実験の因子

には協調性に負の大きな負荷があるという相異があるO 乙の因子は先きの S11と高い相関を有し、

との因子の独立性及び有意味佐は疑わしい。

上の 8因子の聞の杭i関の中、その独立性及び有意味性から見て顕著たものは、 D1(主導性)と El

(情緒的安定性)が .56、E1と S21(社交性第二〉とがー.58、M1(男子性)と S11(社交性第一〉

とが .80、S11と S21とが .58である。(上述の理由から S11X11， M1 X11， S21X11の関係は除外するρ
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(2) 二次悶手

我々の二次因子分析においては Baehrの場合と同じく四簡の因子が抽出された。

A~ 因子 情緒的安定 (EmotionallyStable) 

本実験の因子 Baehrの因子

El 情緒安定性 (.78) El. 情緒安定性 (.62)及び自傭 (.73)

c. 情緒安定性 .53 c. 情緒安定性 .50 

D. 抑鱒性のなW ζ と .47 D. 事p欝性のないとと .50 

N. 神経質でないこと .51 N. 神経質でたい乙と .32 

o. 客観性(空想的でない) .49 o. 客観性 .34 

劣等感のないとと .39 1. 劣等感のないとと .35 

S21
• 社交性第二 (.50) Sl. 社交性 (.79) 

Ag. 愛想のよい乙と Ag. 愛想のよいとと .66 
(攻撃的でない) .45 

劣等感のたいとと .50 I. 劣等感のない ζ と .12 

N. 神経質でないとと .38 N. 神経質でないとと .24 

。申. 客観 性 .31 

Co*. 協調 性 .72 

D: 主 導性 (.67) A:. 活動性 (一.46)

S. 社会的外向 .53 G申. 一般的活動性 .44 

A. 支配性(指導的) .54 cr.協調性 .43 

本実験の A2因子は一次因子の情緒安定性 (El)に .78、社交性 (S21
) に .50、主導性 (Dl)に

.67の負荷を有するもので、とれを矢田部 Guilfordの尺度に置きかえると上衰の左半部のようにな

る。同bようにして Baehrのこれに対応する二次因子の構成を Guilfordの尺度比置きかえたのが

上表右半部であり、乙とでは Thurstoneの情緒安定性と自信とは結合された形で現わされている。

なぜなら自信という因子は情緒安定性と極めて近い関係にあり、その独立性は疑わしいと Thurstone

も述べているためであり、叉我々の情緒安む出という一次因子は丁肢との二つを結合したものに相応

しているものだからであるO 又我々の社交性(号/)は Thurstoneの社交性(Sl)に対応する。ただし我

々の S21 悶子は Thurstone の Slから S/の因子が分離されたものであるため、表中の*印の客

観性及び協調性は我々の二次因子の中には含まれていえEいoζのようにして考えてみると我々の二次

因子 A2は Baehrの二次悶子 EmotionallyStableと殆んど一致するものであるととがわかるO

一致したい一面は本実験の二次悶子には主導性 (Dl)が含まれていること、叉 Baehrの因子には活

動性 (A~) が負の値(ー.46) で含まれていることであるo ζの点について Baehrは、余りに活動

的であ久余りに協調的にすぎることは、情緒の安定性にとってはマイナスにたると説いた。
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B2 因子 現実性 (RealityGrade) 

本実 験 の 因 子 Baehrの B2因子

D 1
• 主導性 (.49) D 1

• 主導性 (.80) 

s. 社会的外向 .56 s. 社会的外向 .42 

A. 支配性(指導性) .54 A. 支配的 .55 

Al. 活動性 (.58) 衝動的 (.85) 

G. 一般的活動性 .43 G. 一般的活動性 .60 

0*. 客観性(空想的でない) .57 R*. のんきさ .45 

との二次閃子は主導性に .49、活動性に .58の負荷量を応つもので、同じように Baehrの B2

因子との対応を考えたのが上の表であるO 両者で一致しないのは本実験の因子には Oの負荷があり、

Baehrの因子には Rの負荷がある点であるが、それが如何友る理由によるのであるかは今のととろ

明らかでたい。

。因子 活動性 (Activity) 

本実験の因子 Baehrの C2因子

M1 • 男子性 (.57) V1 • 精力的 (.52) 

M. 男子性 . iO 乱1[. 男子性 .74 

Al. 活動的 (.63) A 1 • 活動的 (.40) 

G. 一般的活動性 .43 G. 一般的活動性 .44 

o. 客観性(空想的でたい) .57 o. 客観 性 .16 

Sll.社交性第一 (.60) Co. 協調性 .43 

Co. 協調性(不満がたい〕 79 I 

E 1
• 情緒安定性 (.47)及び自館 (.49)

o. 客観性(空想的で友い) .23 D*. 抑欝性のたいとと .50 

C*. 情緒安定住 .50 

o. 客観 !性 .34 

1 *. 劣等感のたいとと .35 

との二次因子は我々の男子性 (Mう に .57、活動的 (Aりに .63、社交性第一 (S11)に .60の負

荷を持つ(我々の X1
1 因子は有意味性の観点からととではとり上げたい。〉これらの尺度への置換は

上表の通りであるが、 Baehr の二次因子との対応関係は次ぎのようにたっているO 男子性は一対ー

の対応をなし、活動的は協調性を除いて対応するO 我々の ζの因子に情緒的安定性、及び自信友る次

元を持たないでのあるが、本実験結果の如〈、活動性より情緒性を除いたものの方がより純粋た行動特

徴をとらえているものといわたくてはたるまいo との意味にゐいて Baehrの活動性は我々の活動

性よりも複雑な因子と解すべきであるO との因子は活動性 (Activity)と命名して大過ないであろ

う。
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D2 因子 社交性 (Sociable)

ζの因子は Baehrの二次悶子の中には対応するものを見出すととが困難で、むしろ Thurstone

の一次因子社交的 (Sodable)との一致性が高いものであるO しかしたがら Thurstoneの一次因子

よりも一層基本的なものと思われるから、一応二次因子社交性と名づけてゐくととにしようO

本 実! 験の 因子 Thurstoneの Sl因子

S 11 社交性第一 (.96) S 1. 社 交的

Co. 協調性(不満がない〉 .79 Co 協調性 .72 

O. 客観性(空想的でない) .23 O. 客観性 .31 

S 12 社交性第二 (.68) R*.のんきさ .21 

Ag. 愛想の良さ(攻撃的でたい).45 Ag.愛想、のよいとと .66 

1 . 劣等感のないとと .50 1 . 劣等感のないとと .12 

N. 神経質でないとと .38 N. 神経質でたいとと .24 

M1. 男 子 f生 (.81) 

M*.男子性 .70 

ζの二次因子は S11に .96、 S21に .68、M1に .81の負荷をもつもので、 二二つの社交性民男子

性を加えたものであるが、とれによってもと ζ に見出された意味での男子性たるものの社会性が窺わ

れるととは極めて興味深い ζ とと思われるO

目 第三部の結び、

以上の如〈我々は一次因子分析に~いて 8 簡の一次因子を抽出したのであるが、そのうち 8 番目の

X11因子はその独立性の錠わしいもので、あてコ売。その他の因子は、夫々 Thurstoneの、 Dominant，

Reflective， Vigorous， Active ~対応し、社交性第ーと第二は Sociable に、情緒安定性は Emotional

Stability及び Confident~対応するもののようにみえる。ただかれの Impulsive なる因子はつい

に抽出するととができたかった。尤も我々の分析が唯一の可能性で友かったととはいうまでもたい。

我々のセントロイド因子行列に対しでも、それに次の Table45の如き庖標変換を施すと Th町 s-

toneの Confident及び Sodableに相応する因子や、叉のんきさだけを除いた Baehrの一次機能

の因子が、既に一次因子において抽出されるととを注意してゐきたい。

とにか< YG検主主の凡成と Gui1ford の原型!との聞には可成りの杵!異ーがあるにも拘わらず、国境

を越えて相当の一致「立を示したというととは注目に値するO 両者は項目総数も、尺度項目数も、外:そ

れちの表現も異なれ因子分析の投術上主対角線上に挿入した信頼度の個も異なるのであるが、求め

られた次元の数も、とがその次元の性質も極めて親近せるものであ勺た。

しかし一方に沿いては必ずしも重要な相異がたかったわけではない。 Table47は一次肉子に関す

る我々の結果と Thurstoneの結果との対応表である。それのヂテイルについて一応心理学的た想像

的考察を加えてみたいo
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Table 45 座標変換行列 Table 46 斜交因子行列

(Transformation Matrix) (ObEque Factor Matrix) 

C1 S1 P1 C1 S1 p1 

一一-_..-一一一一一一一

21 25 26 S 17 戸 17 64 

E -23 ー15 42 T -12 05 -01 

目 叩 16 13 ー53 D 27 26 ー07

W 一36 -33 57 C 50 調。2 07 

V 06 42 。。 R 03 03 10 

H 84 -38 。。 G 戸 01 01 49 

W -21 46 一25 A 14 03 62 

VJI 。。 50 一30 M 06 02 00 

I 45 24 13 

C1. Confident 
N 47 34 ー14

S1. Sociable 
O 一05 23 08 

P1. Primary function Ag -15 43 -02 

に夫々対応するo Co -12 43 01 

Table 47 一次因子の比較

(YG-II vs. Thurstone) 

Dt (D1) 
E' (~'~I ー(V

1

) 

Al (A1) …)山)S21 九1叶 (X2t) 

一一 一 一一 一一一一一 一一一一-一一一

S 56 (42) 一15(32) (“29) 10 14 

T (36) (22) 

D -12 (12) 47 (50) 11 17 l 17 〈ー町 11 (13) 

C 12 53 (50) -10 19 く-25) 12 (22) 

R (14) 26 (一41)一16く21)

G 18 11 43 (45) 31 (60 

A 54 (55) -12 (18) 12 20 I (30) 

M 70 (74) 11 一17

く17)1 (35) I 25 39 (15) (14) (12) 50 

N 51 (32) (24) -16 25 21く24)38 司 10 く10) (29) 

O 一19 49 57 (16) 23 (31) (13) (34) 

Ag -15 (66) 45 (19) 

Co ー17 (43) 79 (72) -67 

括弧外は YG-IIの因子負荷量、括弧内は Thurstoneの因子負荷量

nu 



先ず D"因子は Thurstor胞によ勺て Dominant と名づけられたのであるが、我々の尺度項目は S~

しろ A にしろ Dominantという色彩のあるものは有意性が高くなし従ってとれは Guilfordのよ

うに単に社会的内向と名づけた方が適当な因子であるように思われる。

E1因子はもちろん EmotionalStabilityという名称が適当であると思われるのであるが、 とれも

Thurstoneでは S，D， C， R， 1， N という調わゆる感情項目のすべてに負荷を有するのでありて、

狭義の安定性だけではたしむしろ情緒的反応の適応性一般に関する因子と考えたければならない。

我々の場合 T が脱落したのは、上にも述べたように我々が、 Guilfordの T )(度に含まれる感情性

を意識的~ screenしたためであり、一方我々の場合 Oが加わっているのは、 Oが Dゃ C と極

めて密接な関係にある項目である ζ とを思うと、むしろ当然であるといわたければたちたい。

V1因子についても前に述べたように、 ζれは男子性の Vigorousの面を訴すものではたく、むし

ろ女子の社会的自由に限界があるととから来る生活態度を表わすものらしく思われる。従って集団に

よって反応項目の細目は異なりうるが、しかもその底には一貫して流れるその社会のそーレスを窺わ

せるものであって、特に日本とは全く異なるアメリカの、しかも金〈選定規準をも異にした ζの特性

について、同じような次元が見出された ζ とは非常にゐもしろい。 Thurstone のものは N~略何か

の負荷があるが、我々の場合も軸の立て方によっては、同等の負荷が N~かかりえたのであるc と

にか〈我々には ζの因子を精力的と名づけるととには賛成でき友いのでありて、素直にそれを男子性

と呼んでま:;<ととにしたいと思う。

Al因子は最も難解の肉子の一つであるo Thurstoneの場合は Gの他に Co~大きた負荷がある

のに対して、我々の場合は O にあるのは如何たる事情によるのであろうか。かれの場合は G，Co， 

A等であるから、何等の不満もなく社会的活動をどんどんやってのける特性を意味すると思われるの

に対して、我々の場合は G，O，C，D 等であるから、別に社会的活動とは関係たく、負の性質とし

て考えると、感情生活の不安定性から気楽に活動ができたいととを意味するようであるo従ってとれ

は生活態度の現実性、非現実併の次元のように思われる。尤もとういう次元を抽出したととが妥当で

あったか否かは、もっと周到なる検討を必要とするかも知れたい。

Rl因子が思考的内向を意味する ζ とについては、異議はたい。しかし、それは Guilfordのいbゆ

る Likingfor Thinkingでも IntellectualLeadershipでもたく、思索性とでも名づくべきもの

であろう O 純粋の LTや ILは尺度項目が少えよしー勺の次元として独立性を主張するには余り

にも力が弱いように思われる。新し叉類似項目によ勺てとれを補強しようとすれば、 Guilfordの

Inventoryが示すように「物思いに沈むJ というような感情商がのさぼり出して、 との因子の真面

目は失われる。我々は意識してとの不純さを除去しようとしたが、その結果は我々の R 因子中には

Thu.rstoneのそれに比院して、感情項目の負荷が小さくなって現われたのである O

811， S~l 両因子についていうと S1 1 因子は O 閃子 N 因子等の負荷が示すように、充分友生活力

のない者が不満を以て社会に対する生活態度を表現するもののようであるのに対して、 S21 は感情反

応のやや激しい者が aggre部 ive~行動する場合に働〈因子のように思われる。

X11は S)1と.95も相関があるので独立性を主眼しえないと思うが、潤しとの軸がやや異なる方向
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に立てられて、不平もなくのんきに社会活動を続ける、かの frustrat:on-aggresslon事態にあける

neut'ral型を表わすものたらば面白いようにも思われるO とれは勿論単なる希望的観測にすぎない。

そうでないとすれば RGの方向には cyc10thymiaを表わし、マイナス Coの方向には schizothymia

を表わすーっの次元が考えられないものであろうか。とれも全〈空想の域を出たい。との文章のくだ

りは因子分折の原理に暗い報告者のたわごとで、研究分犯者の与り会fjちねととを申添えて.:i?< 0 

さてこ次因子 A~ が情緒安定性であるととは改めて説明を要しないであろう O とれに E1 因子の他

に社交性第二が加わるととは勿論であるし、主導性も亦それを消械的性質にまIいて社会的内向と考え

れば、そこに感情因子が働くととは明ちかであるといわたければたらたい。ただ Baehrに沿いて活

動性が加っているのが問題であるが、との場合の活動性中には Coを含むものであって、その消極的

性質たる不平が感情と深い関係にあるととを考えると理解に困難はないようであるO

B!?因子は我々の場合は D1と Alとからたり、 Baehrの場合は D1と F とからたるわけである

が、先きに我々の活動が現実性でああるととを説いたように、それは ThurstoneのJ1とも亦極め

て近親の関係にあるものと思われる。 Baehrはとの悶子を Heymansの一次機能と考えたが、わか

りに〈いとの名を用いるよりも我々はとれを現実性の因子と名づけるのがよいと考えるO

C2因子は我々の場合は M1(V1)， A1，及び S11から成り、 Baehrの場合は Vl， A1，及び E1等

から成る。我々の場合に Elを含またいのは、感情因子は気を付けたければどとにでももぐり込んで

来るようた universal因子であるため、凡ゆる場合に我々がそれに対する censureをきっくした結果

であると思われる。社交性第一は Co及び O から成る一次因子であるが、我々の場合 Coは不満の

たいこと、 Oは非現実的な空想、や、神経衰弱的た不眠等を伴わないととを意味するので、活動的因子

たるとの因子を構成するのは当然であると思われるO

D2因子は S11と S21とに M1を加えたものであるが、 S11は Coと O とを含み、上述の如〈不

満のない、神経衰弱的でない性質を意味し、 S21 は Ag，1， N から成り、攻撃的でなく、劣等感もた

く、神経質でたいととを意味するのであって、これが社交性の特徴であることは言を侠たない。それ

に度々説いたように男子性も亦その機能的た層にゐいては社会的なものであるから、との因子の心理

的意義は極めて明瞭であるという ζ とができる。

さて最後にとれらの四つの二次因子聞の相関にヲいて驚くべき結果が獲得された。それは Table

44に見られるように、 すべての値が完全な 1を示したという ζ とであるO この事実を如何に解釈す

べきであろうか。それは果して性格特性の最後の“g"を示すものであろうか。或は単なる状況因子

を表わすものにすぎないであろうか。或は叉、単に因子分析の手続による結果なのであろうか。 ζの

事実を解明するためにはさらに多くの資料を集め、さらに多くの思索を重ねたければならたいo

その努力の第一歩として、我々は今 YG検査の第一型式の得点に関しでもその因子分析を進めつ

うあるO 叉上述の「出発点尺度」にづいても、有意でない項目を省き、信頼度の高い項目だけについ

ての得点を算出して、その聞の相関に関して因子分析を行う計画をもっているO とれらの実験の結

果、及びその他多〈の研究(それらは着々として行われているのであるが)を待って、正しい心理学

的解釈のできる日が余り遠い将来でないととを祈るものであるO
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結 詰
問

執筆者 園 原 太 郎

我々の総合研究「人格診断法の総合的研究Jは、本報告の冒頭に述べられた如〈、極めて広く且つ

困難友人格研究の制域に対して、捨石的な怠味にゐいて一つの道をきり拓 ζ うと努力している。一

応問題を次の三点に要約した。 (1)従来の諸性格検査法を検討し、できるだけ十分た統計的信頼性をも

っ性格診断法を作製すること O ζの場合はできるだけ性格の形成的た変動面を離れて、比較的不動の

基本的た因子を捉えて診断しうるように力めること o(2)性格が社会的生活場面で顕現せられる形成過

程について、その要因を分析すると共に、標準的えに発達尺度を作製すること o (3)異常人格の異種性を

明らかにするため、臨床的に妥当性をもっ異常人格者用の人格診断尺度を作製すること O 我々はとれ

らの三問題を中心として研究組織を三部会に分け、第一部会性格検査、第二部会社会性発達、第三部

会異常人格として出発した。研究の順序からいえば、性格検査法を制定し、とれを社会的発速や異常

人格に用いていくのが最も望ましいのは明らかであるが見人格の基本的悶子について未だ殆んど何も

分っていない現状では、 -11ぷ各部会夫々独立の見地から研究を進め、相互の成果の集積からさらに高

次の見地に到達するとともーうの行き方と考えたのであるO しかしそれにしても、一応比較的確実な

性格検査法をもっという必要は、第二部会第三部会に主主いても強く感ぜられ、第一部会の成果に深い

期待がょせられていたのであるO

本報告は、第一部会において自U診断法を担当された矢田部教授以下京大心理学教室をあげての努

力の成果であり、高い内的整合性をもち日本人向きに改訂された総括的自己診断法 (YK検査〕、特性

別自己診断法 (YG検査)が、その周到たる統計的検査基礎を明らかにして報告された。とれを如何

に実用的に標準化するかテスト化するかの問題はたゐ残されているが、それはもはや時日の開閉に過

才ない。

質問形式による性格の自己診断法は、その信頼性や妥当性について種々の弱点が指摘されてま;t， 

人陀土つては全然その有用性を信じない学者も少くない。しかしたがら ζれらの弱点は必ずしも自己

診断法にのみ存するものではなく、他の方法による診断法にもすべて共通のものであり、むしろ自己

診断法は、再検査や折半法による統計的信頼度では他の方法を凌ぐものがあるのみならず、そのとと

は文、自己診断法比よってのみ捉えるととのできる[間人の或る恨常的傾向の存することをも示すもの

であるといえよう O ともあれ inventory形式の自己評定法は、簡便であり直接的であるという実用

的見地からのみみても、軽々に葬り会られるべきではなく、我々はできるだけその信頼性を高めるべ

く統計的検定を十分にし、その妥当性を検討して、その効用を尽したいと思うのである。

わが国で最もて人ろく用いられている;従事式向性検査は、その再検査による信頼係数が大津0.6"'0.7

で、との種検斎法としてのJ'f-容範開に属するにも拘わらず、その各項目についての GP介析の結果に
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よれば、有意差を示すものが五十項目中僚か十四項目に過ぎたかった。そのととは向性検査の構成が

その目的からいって整合的であることが望ましいにも拘わらず、との検査が相当異質的であるととを

示し、他の三十六項目が、総合得点によって判定さるべき向性に関して偶然的である危険性を示すも

のであった。勿論テストによっては内的構成が異質的であっても、各項目が妥当性をもては号、信頼し

うる種類のものもある。しかし自己一診断法が種々の弱点をもちつつもたゐ強くその存在を主張しうる

理由の一つは、回答者が十分検査.項目の質問を理解する能力があり、かつ検査に対して協力的である

限り、検査項目に対して予料的に自己を評定することができ、一応恒常的なとの選択傾向を基礎にし

て総合的にその傾向の大小を検定しうるという点であろう O との予料的自己評定傾向が所謂「真の」

性格傾向を示すものであるか、或は補償や反対形成などの機制により投影的に現われるものであるか

は別問題であるO 性格検査としてはできるだけ「真の」性格傾向に近いものが現われるようなものが

望ましいには遣いたいが、自己診断という操作を前提とする限れとの制約を超えて望むととは、却

づてとの方法の妥当性を失わせるものであるO しかし友がら、自己診断法の存立理由がそとにある限

り、総合得点の基準となるべき検査項目への反応傾向が、総合的傾向に対して整合的であるようなも

のであれかう個人の反応形式としてはできるだけ恒常的でありうるようなものが必要である。 ζの

二つの条件が共に十分満足せしめられることが最も望ましいのであるが、しかし実際問題としては、

第二の条件の満足には種々の困難が伴う O 年令により、知能程度により、或は思考習慣により、さら

には質問形式によれ ζの条件の満足がかたり動揺するととは、よく知られている通りであるO けれ

どもよく考えれば、とのととは単に自己診断的内省にのみ伴う困難ではなく、心理学的内省、さらに

は心理的反応一般に共通のものであり、むしろかかる動揺性の上に如何にして但常的たものを構成す

るかが心理学一般の問題であるといってよい。勿論それだからというて、自己診断法の客観性を高め

る上に、 ζの点を全然考慮しないでよいという理由にはたち友い。しかし、もしも検査の各項目が、

その項目の集合によって表わされるような特性に対して、比較的よき整合性を示し(Guttman， L.の

所謂一次元性 unidimensionality;Loevinger，の所調等質性 homogeneity)、かっその特性が比較的

単一的なものでありえたならば、それを構成する検査各項目への個人の反応恒常性は、それ程重要で

たいととも明らかであろう O 即ち個々の検査項目への反応が恒常であるよりも、項目の集合によって

表わされる特性への個人の反応傾向が恒常であるととの方が重要えとのであるO ζのことがいいうるた

めには、上述した特性が単一性、換言すれば基本的なものであることが必要であれこれを表わす項

目が整合的であることが必要であるO かく考えれば、むしろテストの整合性が必要条件であり、項目

への反応の恒常性は十分条件であると考えてよいと思われるO 勿論検査作製の現段階において、反応

の恒常性を無視しうる程、十分に必要条件を満たしうる ζ とは考えられないo しかし、一般に非難さ

れる自己診断法の困難は、乙の志氏で、検査の集合的特性の整合性等質性を高めることによ勺て、救

済される道をもつものと信じられる O

本報告にゐいて検定された統計的処理が、第ーに GP分析により内的整合性を高めることに向けら

れているのも、との理由からであるO との意味で、 YK検査、 YG検査では、少なくとも従来わが国

註1)我々の総合研究の第二部会の、大西憲明による社会的行動評定尺度の研究に於ても、情緒安定の如き基本

的なものでは GP有志差項目が多く、誠実さなどの徳目的なものでは有志項目が大いに減少する O

nu 



において危倶されていた自己診断法のーラの弱点は克服されていると考えられる。ただし、 ζれらの

検査の内的整合性そのものの信頼度は計算されたかうた。しかし本報告では、極めて商い判定規準で

GP分析が行われているから、項目十[j関による信頼度も相当高いものが期待されるのでは友いかと思

われるO

YK検査の再検査による信頼係数は、中学生で約 0.6であった。自己診断法の再検査相関としては

との値も決して低いものではたし淡路式向性検査も中学生での再検査相関は大体この程度であっ

た。しかし YK検費が、後者に比べて温かにその内的整合性を高めたにも拘わらず、再検査信頼度に

ゐいてはほぼ同等であったというととは、いささか意外であった。勿論、との相関値は、 YK第一型

式と第二型式との社l関、Ji!1ち一種の代替型式信頼度であって、厳密えに意味での再検査係数ではないの

であるから、もし型式を同じくした再検査を行ったなら、恐らくこれ以上の値をうるであろうとは期

待できる O しかし次の事情も考えられねばならぬ。一つは、中学生の同容に、比較的無反応が多かっ

たこと、ごつには、例えば、 YK第一型式の項目 121.議論より実行Jが有意義を示さなかうたのに

対し、殆んど同じ内容をも勺と思われる YA向性検獲の 15.思案するより活動が好き」が、YKに基

づく GP分析で大きな有意義を示した如きに見られるようた、項目の表現に対する中学生の理解カ

の不十分さであるO 前者の無回答-の中にも、イ可れとも反応がきめられぬものの他に、項目の意点が理

解できないものも含まれているであろう O ζれらのことを考臆して有意項目としては無回答の多いも

のを省いたけれども、とのようた傾向を示す中学生の自己診断には、一般に反応の慌常度が低い乙

と、JiiJち反応に変動の多いことが予想、されねばならね。殊に YK検査が比較的異質的なものを含むh

総合的な inventory であるから、にの場合内的整合J性の慣れている ζ とだけでは、反応の恒??i主の

低い被験者に対しては、十分なる借頼度を期待し難い事情もあると思われるO 一般に中学生や一般青

年に比べて大学生での自己診断法の再検葺相関{直が高いのも、 ζ の恒常度比むいて大学生の方が安定

している ζ とが一因となうているであろうoYK第二型式は、大学生にJついて再検査検定を行づたな

らば、本報告で示されているよりも遁かに高い再検査信頼肢が期待されるのではないかと思われるO

とのことは、本文第20表に示されたように、二回の YG検査の各特性と YK検査との相関が殆

んど不変であるととからも考えられるのではなかろうか。勿論 ζの相関はむしろ YG検査の各中;性が

総合的な YK検査に対して或る不変的関係にある ζ とを示す資料であろうが、相対的に YK1武主ての

信頼性をも示すものと見倣されぬとともない。

YG 検査も各仲性~rH亡識別性を高めるために、厳重な判定規準によ勺て GP 分析が行われ、ほlま

内的整合性に沿いて満足しうるものが、ととに報告された。初め Gui1fordの13の特性群から出禁し

て予備検査が行われたが、 Guilfordの項目を採用するに当り、 (1)日本語として不適当な表現は、適

当な日本語に改変した。 (2)社会的態度比依拠する所が多いと思われる項目は削除した。 (3)感情的閃子

とは区別さるべき特性群に~いて、感情的な特徴と混同されていると思われるようた項目は除外し

た。 仏)Gu日fordの項目中にある極めて特殊な行動傾向に属するとみたされる項目例えば神経痕的徴

候の如きものは削除したo ζ ういう改変を行ったので、 Guilfordの原案に用いられている特性符号

を借用していても、その内容においては必ず、しもそれと同ーとはいわれないものとたったものもあ
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るO しかして、 ζれらの特性群を十分よく表わす反応の型として、重複して一定の傾向を示すような

若干の型を見出し、とれを加夫、 17の反応型式(実際には YK検査の前半及び後半群を夫々加えて

19)について GP分析が試みられた。その結果、とれちの特性群に重複して有意差を示す項目が意外

に多数見出され、戎る特性を十分代表しうるようなl七較的独立の項目群を以て検杢バッテリーを作る

ととが、容易ならぬものであるという問題に逢着した。特性別の自己診断テストの妥当性と信頼性と

を高めるーづの方法は、それが因子的構造にゐいてはできるだ、け異.質的で、あり、悶子内特性ではでき

るだけ整合的なテスト項目を以て構成されるととであるoYG検主主作製の眼目もととに問かれていた

のであるが、上述の如<GP分析の結果は、一方にむいては個々の項目をとってみる時は戎る特性陀

のみ固有の反応形式左示すものは極めて少数となり(信頼性が低くたる)、ひいては他方に3ないて、

特性問の独立住にも疑問をもたざるをえない(妥当性が低〈なる)ととになった。 Guilfordの13の

特性は、被の因子分析の結果えられたものであるとはいえ、詳細は分ちたいが、 3種のテストを組合

せであり、それらが一次独立でないことは、 Thurstone の分析によっても知られているO 本報告に

も示されているように YG検査第二型式の因子分析によっても、一次因子は Thurstoneと同様、

多くても 9つを越-えたかづた。それ故、 Gui1fordの13の特性群をもととし、さちにそれに随伴傾向

のある反応型式を加えて17の特性群をもった予備検査の結果が、とのようた結果を示したとともうた

づけないととはない。もともと、因子分析的因子特性は、それの負荷量が比較的大きい幾つかの項目

の集群から、逆にその心理学的性質を推定されるような性質のものであり、初めの項目が普遍性を有

する上うなものであればある程、多〈の因子比関与するのであり、単一な因子にのみ関与する項目の

如きは期待し難いのであるO 相当精選せられた予備検奈の項目すら、その殆んど大部分が各特住群:に

:毘勺て有意であるという事情は、一つには、われわれの項目が比較的E常的傾向を主眼として特殊た

神経症や病的徴候と目されるものをすべて除外したととにもよるのであろうが、他方叉 ζれが ζのよ

うな形式による特性別判定テストとしては、避けられない隈本的た問題を露呈したものとも思われ

るO 因子特性を直接現わすようた項目をうるととは困難なのであるO 勿論そういう項目があれば、叉

それが十分多数あれば、テスト構成は樹めて容易であろうけれども、事情はしかく簡単ではない。項

目に選ばれた行動傾向は、いめば Cattellの所詔表面特性であり、かような表面特性の集群は、我々

は数学的便宜上加算的にとれを取扱っているけれども、もともと、それが何故如何なる心理学附持性

にj;;;いて集群を作るか、かかる集群の昔日何なる心理学的特性が源泉的特性に関与しそれを表わすとと

ができるかという、根本的な問題がととに伏蔵されるのであるO 我々は今日との問題に対して決定的

危答を出すべきデータをも勺ていないo むしろそれは、一方にゐいては人格構造に関する知見の進歩

に期待すると共に、他方にゐいては、テストをより信頼性ありより妥当性あるものに改良していくと

とにより、そこに含まれる心理学的仮定を検討して徐々に進むととができると思われるO

YG検奈の第一形式は、 GP分析の結果大なる有意差のある項目は、重複をかまわず採点項目にい

れ、テストを構成したo とれは次のご勺の理由によるO ーは、もともと重複するのが当然である項目

を人為的に或る特定特性にのみ属せしめることは、却って特性の純粋性と独立性を失なわせ、当然存

在すべき因子を消失させる ζ とになりはしまいか、二は、かく多くの有意項目が重複するというとと

つ臼



は、因子的特性が項目の総指的た特性としてでは悲し状況陀よって種々の現われた方をする機能的

特性として考えちれ、棋底にあいては一般肉子の如きものも予煎されるのではないか、然りとすれば

ヂークに忠実在葉のままの関係、で特性を表現して賢〈方が、かかる機能的関係を阻害したいととに左

りはしたいかという理由である。しかしその反商、かかる璽複は数学的仮定のもとに加算的にのみ取

扱われるので、かかる璽捜加算による相関が、純粋に因子構造による相関を捜乱しはし友いかという

恐れが十分ある。とれば結果かち判断するより他たい。我々が作目したのは、第三型式に土いては消

えてしまった CR，DC等の重複特性が、第一型式にゐいては主うたるかという点であったが、本報

告ではまだ、とれを比較するととができ左かった。

第三型式は、璽複による相関の櫛乱を避けテスト構成を純粋イヒするために、軍横項目は或る特定の

ー特性比のみ所属せしめられたo との所属陀際し、直ちに前配の心理学的難問に逢着するのである

が、とれば 125nK記されれよう友ブ・リンシプルの下比、反応形式の類同J陛を選択の基準に煩鎖た検

定と心理学的解釈とを反復して、できるだ、け懇意性を脱し、内的整合J陀をもつようにして行われた。

その結果、本τどに示された如〈、予備テストの結果に基づき附け加えた CR，T…R等の重複特性群は

再び脱落して、 GuBfordの13の特』陛群にf突ってしまった。との事情を我々はどう考えたらよいであ

ろうか。一つには GP分析にゐける整異の有意水準を非常に高〈とつ芦ぞという投術的危ととも関係

しているであろう O しかし根本的には、ととに用いちれた項目が、もともと Gui1ford特性項目に近

いものとして選択され、重複特性は、とれらの項目が常に随伴して現われるという反応形式にゐいて

見出されたものであった。 もしもかかる随伴傾向が、単比両特性の近親J陛を示す陀過ぎないもの危ら

ぽ、第三型式の作製に当ってとれが消滅したのは'隠しむに足り友い。しかし、もしもとれらの随伴傾

向が、何等かの特性傾向に依存し、かかる特性を表わすに適当なる項目が初めからとの Inventory

kは含まれてい在いため、たまたま随伴的傾向と在って現恥れたのである社らば、 ζ の特性の消滅は

第三型式の欠点と在るものであり、妥当性に関係するものであるO 第一Z!!式K.:t>いてもとれちの重複

特性が独立J性をもたたいととが柾明される危ちは号、とのととは杷奇警に過ぎたいとと比なり、簡明なる

第二型式の方が実用性比3ないで慢ったものと考えるととができるのであるが、前述の如〈、との点陀

づいての決定は吹の報告に候たねば友らね。

度々繰J~す如〈、 YG 検査の項目は Guilford のテストを出発点とはしたけれ左も、その内容に老

いては相当異左ずっている。それにも拘めちず閃子分析の紡果、第一吹因子は Thurstoneのそれと極

めて近いものが見られたことは、かかるテスト陀よる気質特性の肉子構造に、偶然ならざるもののあ

るととを思わしめる。勿論、肉子仔祈法陀よる肉子は、相関行列をもととして数学的に自動的に計算

されるものとはいえ、脊|交分析法にはなゐ或る起度の任意性が残されているO 肉子軌を 1~i:てるに当っ

て、 Thurstoneのそれが暗々神にモデルにならなかったとは断言し難い。 (ζ の点制交分析法がさら

に直載に行われるような方法の研究が望まれる。) しかしかかるそヂルが暗々稗に働いたとしても、

実測座標が如何ともし難いほどかけはなれていたならば、似せ難いのは当然である O のみならず我々

は、意識的には、 Thurstone の分析を一意考慮外に置いて分析したのであった。従うて結果に心け

る近似性は、 ζ の種のテストバッテリーの因子構造に基づくものと考えてよいのではなかろうかc 勿

q
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論細部に3むいて、因子の心理学的特性や因子間関係が、 Thurstoneのそれと異たると ζ ろのあるこ

とは本文に述べられた通りであるO 殊に O特性が、 Guilfordのそれとは相当異危うたため、とれが

YG検査の因子構造に大きく U、びいているO しかし、全般的には、 Thurstoneの一次因子、 Baehr

の二次因子構造に比較して YG第二型式の因子構造は、より簡明であり整合的である。とのことは、

恐らく YG検査が Gui1ford-Martinの原案よりも、温かに特性の内的整合性を高めた結果であろう

と思われるO

多次元的危因子構造を図示するととはできたいが、我々のえた因子関係を極めて図式的に還元して

示せば、第 2図の如くたる。

Fig 2 因子関係図式
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ζ の図は因子構造を簡略化しすぎてはいるけれ左も、その関係の大綱を見るには却って便であると

思われるo 初めのパツテリ{に.1>ける思考的内向性は、苓気さと共に、他の特性群とは別の次元にあ

ると思われる一次因子反省性(思考的内向性)に属し、諸他の特性と{え別されねばなちたい。恐ち〈

との因子は、気質特性というよ:も、思考的傾向に関するものであって、通常気質傾向として考えられ

るものとは異たるものと思われるo他の特性は、主として情意的傾向であり、かっそれが社会的関係

にゐいて如何に現われるかというととに関するもので、:互に緊密えに相互関係にあるととが予想され

るO そのうち、循環性、抑静性、神経質、劣等感たど、通常気質傾向として考えられる最も主たもの

は、何れも一次因子情緒安定性の負荷の大きいものであり、社会的内向性及び攻撃性と共に、二次因

子情緒安定性のいわば次元内氏属する。とうしてみれば、通常考えられる気質特性は、情緒安定性と

もいうべき基本因子に還元されるべきものであるが、との因子は、直接それのみを表わすようた特性

をもたず、他の一次因子の負荷の如何によって現実的には種々の究資特性となって現われるものであ

ると考えられよう O 多分に情緒安定性は通常の気質特』性にゐいては一般因子的性格をもつものとみた

すととができる。ζ のととは Thurstoneの因子構造においても、びとしく認められるととであるo人

は一方においては客観的現実に対し、伯方にゐいては社会的現実に対し、行為したければたち抵いか

ら、とれらの現実に対して如何に反応するかが別個の一次因子として抽問されるのであろう O しかし

それらは、結局今述べた如き、情緒的特質を中心として現実に対する働きかたにあるのであるから、

我々の分析の結果抽出された二次因子が相互に密接な関係にあるととは不忠誠でない。しかし、その

相関値がすべて完全に 1であったというととは、との方法が自己診断法であり、特性類別に多分の人

為性を含む本検査法の結果として、とれが上述の推論を保証する真実の値抵のであるか、或は技術的

問題から結果した値たのであるか、解答を将来に残さなければ完にちたい。

註 1)Thurstoneの場合、一次因子反省性は、 S.T.D.C.Rのすべてに負荷する極めて重要な因子となってい

ろO 併しそれは情緒安定性因子 (S.T.D.C.Nに負荷)と余り遭わないともいえろ。これは Guilfordの

バッテリ F では T項目に余りに情緒的色彰の多い項目が用いられているので、一次因子 Rが純粋になり

得なかったのであろろと思われるoそのことがひL、てはBaehrの二次困子分析で情緒不安定性と情緒安

定性とを区別しなければならぬよろになったもののよろである。
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要約

第一部「綜括的自己診断検査の作製Jにゐいては Kiblerの自己診断表から出発し、数次の GP

分析を経て、 50項目からなる性格診断検賓を作製した。 ζれを矢田部 Kibler向性検査と名づける O

ζの検査の特徴は各項目が殆んど完全な内的整合性を有し、従うて安心して綜合得点を算出しうると

とらにある O

第二部「特性別自己診断検査の作製J~κと主ゐ云いては Gui日1f白or吋d一-Mar社tin の Inventory から出発し、数

次の GP分析を経て、各尺度が殆んど完全な内的整合性を有する二つの Inventorγ を構成した。-

0は16特性を各25問の尺度項目にょうて測定するものであるが、項目聞に重複のあるもので、これを

矢田部 Guilford性格検査第一型式と名づけるO 二つは13特性を各12問の尺度項目にょうで測定する

のであるが、項目聞に重複のないもので、 ζれを同じくその第二型式と名づける ζ とにした。

第三郎「矢田部 Guilford性格検査の因子分析的研究」に3ないては、上述の第二型式を 200名の

京大生に施行した結果から、その因子構造を分析した。一次因子は 8個抽出されたが、それらは

Thurstone の因子と極めて近親的であった。ただしかれの Impulsive に相当するものは明瞭でな

く、その社交性は二つに分離された。

SI (Dl). 社会的内向性

El (El). 情緒安定性

Ml (Vl). 男子性

Al (Al). 活動性

Tl (Rl). 思索性

Fl (SI1). 社交性第一 (Frustratedn~ss) 

? (S21
). 社交性第二 (Aggressiven也 s)

(X:l) (11) ζの肉子の7目立性は疑わしい

第二次因子は 4個抽出された。

A2. 情緒安定住

B2. 王見実性

C2
• 活動性

D~. 社交性

ζれらは Baehr の二次因子 A¥B2， C2 K.対応するが、 D2は Baehrには対応者たく、むしろ

Thurstone の一次因子社交性に近い。

第二次因子間の相関はすべて完全相関を示した。その意味は未だ明らかでない。

au 
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